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凡
例・

底
本
に
お
け
る
旧
漢
字
は
新
漢
字
に
、
旧
仮
名
遣
い
を
新
仮
名
遣
い
に
改
め
て
い
る
。

・
コ
ー
ド
の
振
ら
れ
て
い
な
い
漢
字
「
忄+

畏
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
圏
点
付
き
「
畏1

」
で
代
用
す
る
。

・
濁
点
付
き
の
踊
り
字
は
底
本
で
は
「
〻
」
に
濁
点
で
あ
る
が
「
ゞ
」
で
代
用
し
て
い
る
。

・
送
り
仮
名
で
、「
基
い
て
」
→
「
基
づ
い
て
」、「
択
む
」
→
「
択
ぶ
」
と
し
た
。

・
カ
タ
カ
ナ
表
示
で
、
底
本
に
対
し
次
の
変
換
を
し
た
。「
オ
ヂ
セ
ウ
ス
」
→
「
オ
デ
ィ
セ
ウ
ス
」、「
オ
ヂ
セ
イ
ア
」
→

「
オ
デ
ィ
セ
イ
ア
」、「
ド
リ
ポ
ロ
ス
」
→
「
ド
リ
フ
ォ
ロ
ス
」、「
ペ
イ
ヂ
ア
ス
」
→
「
ペ
イ
デ
ィ
ア
ス
」

・【
】
で
挿
入
し
た
注
記
は
、
す
べ
て
本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
作
成
者
に
よ
る
挿
入
で
あ
る
。

・
ル
ビ
は
、
底
本
で
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
漢
字
の
読
み
と
し
て
付
け
た
も
の
は
作
成
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

・
本
文
中
に
挿
入
さ
れ
た
訳
者
の
注
（
）
を
一
ポ
イ
ン
ト
小
さ
く
し
た
。

・
底
本
で
は
段
落
に
節
番
号
を
振
り
、
各
ペ
ー
ジ
に
節
番
号
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
省
い
た
。
代
り
に
、
段
落

頭
に
付
け
ら
れ
て
い
る
▲
に
番
号
を
ル
ビ
と
し
て
付
け
た
。

・「
＊
」
を
付
し
た
訳
者
注
は
巻
末
に
段
落
毎
に
ま
と
め
て
書
か
れ
て
い
る
。
各
ペ
ー
ジ
の
節
番
号
を
省
い
た
関
係
で
底

本
の「
＊
」は
、段
落
毎
に
番
号
を
振
っ
た
も
の
に
変
え
た
。
ま
た
底
本
で
は
▲
で
区
切
ら
れ
改
行
無
し
で
あ
っ
た
が
、

▲
は
な
く
し
、
項
目
一
つ
ず
つ
改
行
し
た
。

・
底
本
に
あ
る
ギ
リ
シ
ャ
文
字
で
は
「
κ
」
と
な
る
べ
き
所
「
x
」
に
見
え
る
が
「
χ
」
と
は
区
別
さ
れ
て
は
い
る
。



本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
、John B

urnet

の
編
輯
に
な
る" Platonis O

pera"

第
三
巻
の
中
の
「
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
」
を
菊

池
慧
一
郎
が
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
資
料
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は

一
八
一
〜
二
頁
が
欠
け
て
い
る
。
本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
は
完
本
を
底
本
と
し
た
の
で
欠
落
は
無
い
。

以
下
の
目
次
は
作
成
者
に
よ
る
追
加
。

目
次翻

訳
上
の
こ
と

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
篇
前
説

第
一
節 

友
人　

お
い
ソ
ク
ラ
テ
ス	
第
二
節 

今
朝
の
こ
と	

第
三
節 

次
い
で
我
々
は

第
四
節 

そ
れ
ぢ
ゃ
君
は	

第
五
節 

是
に
次
い
で
僕
は	

第
六
節 

此
事
に
意
見
が

第
七
節 

そ
こ
で
我
々
は
中
へ　

第
八
節 

さ
て
我
々
は
中
へ	

第
九
節 

さ
て
我
々
が
一
同
席
に

第
十
節 

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た　

第
十
一
節 

さ
て
今
は
昔　

第
十
二
節 

さ
て
茲
に
人
間
は

第
十
三
節 

さ
て
是
を
要
す
る
に	

第
十
四
節 

さ
て
猶
茲
に
疑
問
が	

第
十
五
節 

実
際
彼
等
は
其
子
供
を

第
十
六
節 

然
ら
ば
如
何
な
る　

第
十
七
節 

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
是
程
の	

第
十
八
節 

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス

第
十
九
節 

さ
て
若
し
其
次
に　

第
二
十
節 

或
こ
と
を
無
思
慮	

第
二
十
一
節 

す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は



第
二
十
二
節 

彼
が
此
事
を
語
り
終
る	

第
二
十
三
節 

す
る
と
是
を
受
け
て　

第
二
十
四
節 

此
事
を
プ
ロ
ヂ
コ
ス
が

第
二
十
五
節 

此
演
説
は
そ
こ
に
居
る	

第
二
十
六
節 

そ
こ
で
彼
は
こ
ん
な
風
に　

第
二
十
七
節 

プ
ロ
ヂ
コ
ス
は
此
事
を
聴
い
て	

第
二
十
八
節 

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た　

第
二
十
九
節 
抑
々
私
の
言
っ
た
こ
と
が　

第
三
十
節 

さ
て
此
後
で
彼
は　

第
三
十
一
節 

此
等
の
こ
と
一
切
を　

第
三
十
二
節 
お
〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス　

第
三
十
三
節 

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た　

第
三
十
四
節 

で
は
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
儂
は　

第
三
十
五
節 

お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
貴
方
は
、　

第
三
十
六
節 

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た　

第
三
十
七
節 

し
か
し
其
が
可
笑
し
な　

第
三
十
八
節 

此
等
の
こ
と
を
先
ず　

第
三
十
九
節 

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た　

第
四
十
節 

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
篇
注

目
次
２

友
人
と
ソ
ク
ラ
テ
ス	

	

： p309~310A

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
ソ
ク
ラ
テ
ス	

： p310B~314C	
—
—

教
え
を
有
償
で
受
け
る
こ
と
を
繞
っ
て

カ
リ
ア
ス
邸
訪
問	

	

： p314C~316A	
—
—

邸
と
客
人
達
の
様
子

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
登
場	

	

： p316B~320C	
—
—

紹
介
、
訪
問
の
意
図
、
徳
は
教
え
ら
れ
る
か



プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
説
話	

	

： p320D
~328D

	
—
—

徳
に
つ
い
て
の
神
話
的
説
明
と
ロ
ゴ
ス
的
解
説

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
の
対
話
１	

： p328E~335C	
—
—

徳
、
正
義
、
敬
虔
そ
し
て
思
慮
を
繞
っ
て

一
座
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
引
き
止
め	

： p335D
~338E	

—
—

帰
ろ
う
と
す
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
ソ
フ
ィ
ス
ト
達
が
引
留
め
る

シ
モ
ニ
デ
ス
の
詩
を
繞
っ
て
の
対
話	

： p339A~342A	
—
—

詩
の
解
釈
を
プ
ロ
ヂ
コ
ス
を
交
え
て
論
じ
合
う

ソ
ク
ラ
テ
ス
の
シ
モ
ニ
デ
ス
解
釈	

： p342B~348C	
—
—

詩
へ
の
解
釈
の
弁
舌
と
詩
論
の
打
ち
切
り

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
の
対
話
３	

： p348C~352D
	

—
—

智
慧
と
勇
気
に
関
し
て
、
快
は
善
な
り

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
の
対
話
４	

： p352D
~359A	

—
—

架
空
的
世
人
を
介
在
さ
せ
て
、
快
苦
・
善
悪
と
智
慧

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
の
対
話
５	
： p359A~362	

—
—

臆
病
と
無
智
、
徳
は
知
、
結
び



六

翻
訳
上
の
事

原
文
に
つ
い
て
。
原
文
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
の
、
バ
ー
ネ
ッ
ト
氏
の
整
理
せ
る
も
の
【"Platonis 

opera" Vol.3
】
で
あ
る
。
当
篇
に
於
て
は
原
典
批
判
上
に
特
別
の
問
題
を
見
出
さ
な
か
っ
た
、
但
し
引
用
さ
れ
た

る
シ
モ
ニ
デ
ス
の
詩
に
関
し
て
は
、（
第
三
十
節
最
後
に
在
る
二
行
の
詩
句
は
、
一
行
に
書
か
れ
て
、
而
も
詩
句

と
し
て
取
扱
は
れ
て
い
な
い
、
か
〻
る
点
に
関
し
て
は
）
ネ
ッ
ス
レ
氏
（
ト
イ
ブ
ネ
ル
脚
注
本
）
に
従
っ
た
。

分
節
に
つ
い
て
。
原
書
に
は
も
と
よ
り
分
節
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
後
人
が
之
を
試
み
て
よ
り
、
現
に
広
く

世
に
行
は
れ
て
い
る
、
従
っ
て
其
を
示
す
為
に
、
本
文
中
に
は
其
節
の
初
頭
に
▲
を
冠
し
、
第
何
節
と
云
う
の
を

側
部
に
掲
げ
る
こ
と
に
し
た
【
本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
は
節
番
号
は
省
い
た
】。

頁
数
に
つ
い
て
。
原
書
中
の
個
所
を
指
示
す
る
為
に
、
一
般
に
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
版
の
頁
数
を
使
用
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
、
従
っ
て
参
考
上
の
便
を
慮
っ
て
、
之
を
上
部
の
余
白
に
記
し
て
お
く
。
但
し
其
位
置
は
勿
論
大
体
の

見
当
を
示
す
に
留
ま
る
。【
本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
は
更
に
若
干
の
ズ
レ
が
あ
る
】

附
記
―
―
ス
テ
フ
ァ
ヌ
ス
版
一
頁
は
か
な
り
長
い
の
で
、
更
にabcde

の
五
部
に
分
か
た
れ
て
い
る
、
よ
っ
て

（325d

）
と
あ
れ
ば
、
三
二
五
頁
の
最
後
の
方
を
求
む
れ
ば
、
其
個
所
を
発
見
し
得
る
訳
で
あ
る
。



七

翻
訳
上
の
事

括
弧
に
つ
い
て
。
当
訳
に
於
て
は
（
）
式
括
弧
を
使
用
せ
る
の
み
で
あ
る
、
其
は
簡
単
な
る
注
を
括
っ
て
い
る
。

注
に
つ
い
て
。注
は
故
事
言
語
上
等
の
こ
と
を
主
と
し
、簡
略
を
旨
と
し
た
が
、ミ
ト
ス
や
引
用
詩
句
に
つ
い
て
は
、

読
者
の
興
味
、
了
解
を
助
く
る
為
に
、
稍
詳
説
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
更
に
注
す
る
に
当
っ
て
、
本
文
中
に
番
号

を
付
す
る
こ
と
は
煩
に
陥
る
嫌
い
が
あ
る
、
よ
っ
て
単
に
星
を
加
え
、
分
節
を
利
用
し
て
あ
る
【
本
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
は
番

号
に
変
え
た
】。

引
用
ヘ
ラ
ス
語
に
つ
い
て
。
固
有
名
詞
等
、
引
用
さ
れ
た
る
ヘ
ラ
ス
語
は
総
て
原
音
に
近
き
片
仮
名
を
以
て
し
、

且
つ
人
名
地
名
に
於
て
は
長
音
符
号
を
省
い
た
。



八

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
篇
前
説

　

熟
々
思
い
看
る
に
、
啻た
だ

に
西
欧
文
明
の
源
泉
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
其
自
体
の
光
耀
に
於
て
泰
西
文
華
史
上

に
萃
を
抜
き
倫
を
離
れ
、
真
に
古
典
た
る
の
栄
位
を
占
め
る
ア
テ
ナ
イ
の
文
化
、
而
も
其
文
化
に
於
て
げ
に
驚

異
す
べ
き
大
風
雲
を
捲
き
起
し
た
る
者
は
誰
あ
ろ
う
、
ア
ブ
デ
ラ
の
智
識
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
（
紀
元
前
四
九
〇
―

四
一
五
）
で
あ
っ
た
。
さ
て
此
啓
蒙
思
想
家
の
巨
頭
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
齢
已す
で

に
七
十
を
過
ぎ
た
る
晩
年
の
ア
テ
ナ

イ
市
訪
問
を
縁
と
な
し
、
之
に
配
す
る
に
是
れ
亦
絶
世
の
巨
人
ソ
ク
ラ
テ
ス
（
四
七
〇
―
三
九
九
）
を
以
て
し
、

更
に
当
時
の
言
論
界
に
一
方
の
驍
ぎ
ょ
う
し
ょ
う

将
と
し
て
知
ら
れ
た
る
プ
ロ
ヂ
コ
ス
（
四
八
〇
―
四
〇
〇
）
ヒ
ピ
ア
ス
を
拉
し

来
り
、
間
飾
す
る
に
美
青
年
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
を
始
め
、
有
言
無
言
の
貴
族
の
子
弟
等
を
加
え
、
彼
等
を
し
て
其

方
の
好
事
家
た
り
し
富
豪
カ
リ
ア
ス
の
邸
に
会
せ
し
め
、
茲こ
こ

に
談
論
の
一
大
劇
は
演
じ
出
だ
さ
れ
た
。
而
し
て
更

に
其
内
容
を
味
う
時
、
其
言
端
語
端
に
夫
々
の
人
物
の
個
性
的
特
長
は
強
く
顕
揚
せ
ら
れ
つ
〻
も
、
全
篇
を
一
貫

し
て
実
に
彼
独
自
の
思
索
は
進
め
ら
れ
、
其
計
画
は
成
り
、
遂
に
理
想
主
義
即
プ
ラ
ト
ン
主
義
と
ま
で
言
わ
る
る

程
の
偉
大
な
る
哲
学
的
発
展
を
未
来
に
約
す
る
磐
石
の
礎
は
此
処
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
是
に
由
っ
て
之
を
観
れ

ば
、
抑
何
者
か
、
此
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
篇
を
以
て
プ
ラ
ト
ン
の
初
期
諸
篇
の
中
に
於
て
誠
に
第
一
位
を
占
む
べ
き
傑



九

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
篇
前
説

作
で
あ
る
と
謂
う
こ
と
を
、
礙さ
ま
たげ

得
よ
う
。

　

ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
等
の
人
物
乃
至
思
想
、
之
を
其
所い
わ
ゆ謂
る
客
観
的
正
姿
に
於
て
述
べ
る
と
云
う
こ

と
は
哲
学
史
の
領
域
に
属
し
、
よ
し
既
成
の
哲
学
史
よ
り
得
ら
る
〻
其
知
識
は
自
己
に
於
て
仮
設
に
留
め
置
く
べ

き
で
あ
る
と
し
て
も
、
吾
が
読
者
に
と
っ
て
、
此
点
に
関
し
か
〻
る
方
面
よ
り
の
補
助
を
得
る
こ
と
は
、
極
め
て

容
易
で
あ
る
、
よ
っ
て
其
に
言
及
す
る
の
要
を
認
め
な
い
。
さ
て
此
篇
に
描
か
れ
た
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
其
は
、
劇

的
作
品
に
於
て
常
に
見
る
が
如
く
、
直
に
真
の
史
実
的
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
る
と
云
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
而
も
ま

た
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
了
解
さ
れ
た
る
限
り
の
彼
の
似
姿
で
も
な
い
。
然
ら
ば
何
で
あ
る
か
。
其
は
実
に
プ
ラ
ト

ン
自
身
が
の
り
う
つ
れ
る

0

0

0

0

0

0

ソ
ク
ラ
テ
ス
に
他
な
ら
な
い
、
従
っ
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
自
体
の
個
性
的
特
長
は
全
く
形
式

上
に
現
わ
る
〻
に
留
っ
て
い
る
。
人
間
的
知
識
の
前
に
は
全
く
不
可
思
議
の
怪
傑
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
多
感
多
才
な
り

し
若
き
哲
人
プ
ラ
ト
ン
の
上
に
偉
大
な
る
感
銘
を
与
え
た
、
而
し
て
彼
は
其
受
け
た
る
感
化
を
或
は
忠
告
と
し
、

或
は
教
示
と
し
、
或
は
信
念
と
し
て
、
絶
え
ず
之
を
自
己
に
反
省
す
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
、
此
感
化
を
其
反

省
に
よ
っ
て
型
れ
る
所
の
者
、
是
れ
ぞ
形
式
的
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
盛
ら
れ
た
る
其
内
容
に
他
な
ら
な
い
。
さ
て
ソ
ク

ラ
テ
ス
も
か
く
見
来
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
篇
の
思
想
内
容
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
プ
ラ
ト
ン
的
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
の

哲
学
的
問
答（dialektikhv

）と
し
て
其
真
相
を
現
わ
し
て
来
る
。
此
問
答
に
於
て
其
主
客
は
其
両
極
と
し
て
立
つ
、



一
〇

従
っ
て
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
茲
に
其
対
極
と
し
て
、
其
限
り
に
於
て
独
立
せ
る
一
家
の
見
識
と
豊
富
な
る
知
識
と
を

有
せ
る
思
想
家
と
し
て
の
其
個
性
を
保
持
し
て
失
わ
な
い
。
し
か
し
其
と
同
時
に
そ
の
彼
は
、
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ

て
劇
的
に
描
き
出
さ
れ
た
る
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
し
て
、
其
思
想
上
、
プ
ラ
ト
ン
の
中
に
消
化
さ
れ
、
了
解
さ
れ
た

る
限
り
の
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
て
此
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
先
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
は
異
れ
る
意

義
条
件
の
下
に
、
其
個
性
と
其
プ
ラ
ト
ン
化
と
の
両
面
を
表
現
し
て
い
る
。
我
々
は
更
に
当
時
の
錚
々
た
る
ソ
ピ

ス
テ
ス
と
し
て
プ
ロ
ヂ
コ
ス
及
び
ヒ
ピ
ア
ス
に
遭
遇
す
る
、
し
か
し
彼
等
の
人
物
特
長
の
如
何
に
至
っ
て
は
当
篇

に
於
て
直
接
味
わ
る
〻
限
り
に
於
て
我
々
に
は
充
分
で
あ
ろ
う
。

　

我
々
に
と
っ
て
、
此
問
答
の
両
極
に
つ
い
て
の
了
解
が
斯
く
成
立
す
る
に
於
て
は
、
真
の
プ
ラ
ト
ン
自
体
を
求

む
る
こ
と
は
極
め
て
容
易
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。Thesis 

の
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と A

ntihesis 

の
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
此
両

者
を
超
越
し
て
終
始
発
展
せ
る
問
答
其
自
体
こ
そ Synthese 

の
プ
ラ
ト
ン
で
あ
る
。
若
し
此
一
種
三
角
的
関
係

を
当
篇
に
於
て
深
く
も
洞
察
し
得
る
者
有
ら
ば
、
其
者
は
プ
ラ
ト
ン
哲
学
の
発
生
期
に
於
て
占
む
る
プ
ロ
タ
ゴ
ラ

ス
の
重
要
な
る
位
置
に
想
到
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。
真
に
思
想
家
と
し
て
の
偉
大
な
る
独
創
的
天
分
を
稟
け
て
生
れ

し
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
其
精
神
的
萌
芽
に
一
定
の
方
向
を
教
示
し
、
よ
っ
て
理
想
主
義
哲
学
の
出
発
に
と
っ
て

不
可
欠
の
因
縁
を
な
せ
る
者
は
正
し
く
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
彼
に
与
え
た
る
警
告
で
あ
る
、
し
か
し
其
組
織
立
て
、
理



一
一

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
篇
前
説

論
化
に
向
う
初
期
の
第
一
歩
に
於
て
、
よ
し
其
大
部
分
は
消
極
的
で
あ
る
と
し
て
も
、
猶
積
極
的
一
分
を
以
て
、

此
啓
蒙
思
想
家
の
彼
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
の
如
何
に
大
な
り
し
か
も
亦
看
過
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
更
に
人
若
し

其
哲
学
的
問
答
自
体
の
進
向
に
順
い
、
そ
こ
に
プ
ラ
ト
ン
自
身
の
武
歩
を
討
検
す
る
な
ら
ば
、
換
言
す
れ
ば
当
篇

を
全
部
其
著
者
プ
ラ
ト
ン
の
思
想
に
還
元
し
て
、
其
発
展
の
迹
を
辿
り
味
う
な
ら
ば
、
人
は
啻
に
全
篇
を
一
貫
せ

る
思
潮
に
乗
じ
得
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
著
者
の
細
心
の
考
慮
に
よ
っ
て
陰
密
に
試
み
ら
れ
た
る
概
念
発
展
の

妙
技
に
恐
ら
く
は
歎
声
を
禁
じ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

然
ら
ば
吾
が
所
謂
る
概
念
発
展
と
は
如
何
な
る
こ
と
で
あ
る
か
。
之
に
言
及
す
る
前
に
我
々
は
当
篇
の
序
曲
た

る
第
一
節
に
一
瞥
を
与
え
よ
う
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
プ
ラ
ト
ン
の
著
作
の
中
に
於
て
序
曲
を
有
す
る
者
は
数
篇

有
る
、
し
か
し
当
篇
の
其
の
如
く
善
く
全
篇
の
意
図
を
縮
写
し
、
よ
っ
て
真
に provgoV 

の
役
目
を
演
じ
て
い
る

者
は
他
に
其
例
を
見
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
此
序
曲
を
読
む
に
、我
々
は
二
重
の
意
図
を
そ
こ
に
発
見
し
得
る
、

其
一
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
対
す
る
優
位
を
描
き
出
だ
さ
ん
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
此
意
図
は
先
ず

ホ
メ
ロ
ス
の
詩
を
以
て
暗
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
を
智
慧
深
き
オ
デ
ィ
セ
ウ
ス
に
比
し
（
第
一
節
、
第
八
節
注
参
照
）
次

い
で
顕
わ
に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
令
名
を
、
美
青
年
の
狩
り
を
の
み
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
向
っ
て
問
題
と
す
る
程
度
の
市

井
の
遊
人
を
介
し
て
先
ず
伝
え
し
此
序
曲
に
出
発
し
、
着
々
其
計
画
を
進
め
、
遂
に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
告
白
せ
る



一
二

讃
辞
（
第
四
十
節
）
を
以
て
終
焉
し
て
い
る
。
し
か
し
プ
ラ
ト
ン
は
茲
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
優
位
を
彼
自
身
の
口
か

ら
立
証
し
よ
う
と
し
た
、
此
方
法
は
常
に
プ
ラ
ト
ン
の
用
い
し
所
で
は
あ
る
が
、
或
は
パ
イ
ド
ン
、
或
は
ア
ル
キ

ビ
ア
デ
ス
の
讃
歎
に
よ
る
彼
の
人
格
描
写
が
―
―
勿
論
其
は
思
想
の
円
熟
期
に
は
属
し
て
い
る
が
―
―
成
功
せ
る

如
き
結
果
を
将
来
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
無
知
の
知
者
を
し
て
反
っ
て
有
智
の
智
者
た
ら
し
め

て
い
る
。
然
り
而
し
て
当
篇
を
看
る
に
、
寧
ろ
此
方
法
に
よ
っ
て
血
気
の
プ
ラ
ト
ン
は
自
ら
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
の
り

う
つ
り
、
彼
を
し
て
其
智
に
於
て
も
、
更
に
其
饒
舌
に
於
て
す
ら
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
張
合
わ
せ
ね
ば
息
ま
な
か
っ

た
趣
が
あ
る
。
げ
に
序
曲
中
に
在
る
『
多
く
の
事
を
言
い
も
し
、
聴
き
も
し
た
』
の
一
句
は
再
び
最
後
の
結
句
と

し
て
『
此
等
の
事
を
言
い
も
し

0

0

0

0

、
聴
き
も
し
て
、
我
々
は
去
っ
た
』
な
る
形
に
於
て
現
わ
れ
て
い
る
、
我
々
は
茲

に
作
文
上
の
起
結
の
一
致
を
見
る
ば
か
り
で
な
く
、
若
し
第
七
節
の
叙
景
を
対
照
す
る
な
ら
ば
、
謀
反
的
な
る
其

意
図
を
味
お
う
て
余
り
有
る
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
其
第
二
の
計
画
と
は
何
で
あ
る
か
。
美
の
概
念
の
発
展
で
あ
る
。
最
初
に
友
人
に
よ
っ
て
評
さ
れ
た
ア
ル

キ
ビ
ア
デ
ス
の
美
と
は
実
に
肉
体
的
性
欲
的
な
る
美
に
他
な
ら
な
い
、
従
っ
て
そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
若
盛
り

（w
{ra

）
は
、
其
原
意
た
る
季
節
、
時
期
に
顧
み
て
も
、
全
く
青
春
的
盛
り
で
あ
る
。
次
に
其
冷
か
し
に
応
讐
し

て
ソ
ク
テ
テ
ス
の
説
け
る
彼
の
美
は
、
引
用
さ
れ
た
る
ホ
メ
ロ
ス
の
句
が
、
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
が
当
時
其
モ
デ
ル



一
三

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
篇
前
説

で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
、
ヘ
ル
メ
ス
を
歌
え
る
も
の
で
あ
る
に
徴
し
て
、
男
性
的
英
雄
的
美
で
あ
る
、
よ
っ

て
我
々
は
茲
に
若
盛
り
の
代
り
に
男
盛
り
（h{bh

）
な
る
文
字
を
発
見
す
る
、
然
り
而
し
て
最
後
に
最
智
即
最
美

の
主
張
が
強
く
も
亦
明
か
に
打
開
さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
此
美
の
概
念
の
三
段
階
は
、
其
が
最
も
通
俗
的
な

る
意
味
か
ら
出
発
し
て
、
最
も
高
尚
な
る
意
味
に
迄
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
而
し
て
か
〻
る
漸

進
的
概
念
発
展
は
本
文
に
於
て
到
る
処
、
殆
ど
重
要
な
る
所
有
る
文
字
に
於
て
試
み
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
訳

者
は
、
吾
が
自
ら
索
ね
得
た
る
限
り
に
於
て
、
之
を
再
び
読
者
の
思
索
に
委
ね
得
る
為
に
、
特
に
努
力
し
た
、
而

し
て
其
為
に
、
許
し
得
ら
る
〻
限
り
に
於
て
、
各
字
に
一
定
の
訳
語
を
施
す
こ
と
を
企
図
し
た
、
併
し
勿
論
本
来

一
定
の
単
語
に
よ
っ
て
一
貫
さ
れ
て
い
な
い
、
又
翻
訳
上
か
く
な
し
得
な
か
っ
た
、
従
っ
て
意
味
の
上
か
ら
の
み

推
究
さ
る
べ
き
陰
な
る
発
展
も
多
い
の
で
あ
る
。
訳
者
は
茲
に
一
言
し
て
お
く
、
読
者
は
此
訳
書
の
上
に
於
て
之

を
辿
る
こ
と
の
困
難
を
欺
く
心
要
【「
必
要
」】
は
な
い
、
原
著
を
読
み
得
る
者
の
殆
ど
総
て
に
よ
っ
て
す
ら
、
其

跡
は
辿
ら
れ
ず
に
隠
れ
て
い
た
程
で
あ
る
か
ら
。
し
か
し
読
者
の
辿
る
と
辿
ら
ざ
る
と
、
辿
り
得
る
と
得
ざ
る
と

に
拘
ら
ず
、
有
り
し
言
語
の
上
に
有
ら
し
め
む
意
味
を
与
え
ん
と
せ
し
プ
ラ
ト
ン
に
と
っ
て
、
其
努
力
は
構
造
的

技
巧
上
の
苦
心
以
上
に
出
て
い
る
、
而
し
て
明
か
に
其
跡
を
辿
り
得
る
者
に
と
っ
て
、
例
え
ば
哲
学
史
上
に
見
る 

aJrethv

（
徳
）
の
二
重
義
に
よ
る
キ
マ
イ
ラ
的
問
題
の
如
き
も
―
―
恐
ら
く
其
問
題
の
起
り
は
当
篇
で
あ
ろ
う
が
、



一
四

―
―
其
は
如
上
の
発
展
中
に
於
け
る
通
過
点
（m

om
ents

）
と
し
て
流
れ
矢
せ
る
に
相
違
な
い
。
更
に
此
概
念
発

展
と
共
に
全
思
想
の
主
潮
も
次
第
々
々
に
高
ま
っ
て
行
く
、
而
し
て
其
流
れ
を
検
す
る
時
に
、
人
は
、
人
間
的
精

神
の
三
方
面
た
る
知
情
意
に
相
当
せ
る
知
識
・
幸
福
・
道
徳
の
三
概
念
が
互
に
錯
綜
し
つ
〻
進
展
し
て
、
終
に
全

き
一
致
に
到
達
し
て
い
る
こ
と
を
、
発
見
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

プ
ラ
ト
ン
の
思
想
は
、
其
過
程
を
辿
る
こ
と
、
決
し
て
容
易
で
は
な
い
、
其
に
は
哲
学
的
訓
練
を
最
も
必
要
と

す
る
。
し
か
し
其
訓
練
は
直
接
プ
ラ
ト
ン
の
上
に
於
て
恐
ら
く
は
最
も
善
く
為
し
得
る
に
相
違
な
い
。
然
り
而
し

て
此
訓
練
を
成
就
し
得
る
為
に
は
、
換
言
す
れ
ば
、
真
に
プ
ラ
ト
ン
の
門
を
叩
き
得
て
開
く
為
に
は
、
読
書
百
編
、

義
自
ら
通
ず
る
底
の
古
典
学
的
努
力
と
、
温
古
知
新
の
古
典
学
的
眼
識
と
を
欠
い
て
は
な
ら
な
い
。
抑
々
古
典
は

実
に
鉱
山
の
如
く
、
古
典
学
は
茲
に
探
鉱
学
に
も
譬
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
人
若
し
善
能
な
る
鉱
山
師
で
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
そ
こ
に
鉱
脈
を
発
見
し
、
以
て
無
尽
の
黄
金
を
拾
出
す
る
こ
と
能
わ
ず
、
世
界
の
宝
庫
に
入
り
な
が

ら
、
空
し
く
草
芥
の
尨
茸
を
分
く
る
止
ま
ろ
う
。



一
五

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

友
人　

ソ
ク
ラ
テ
ス

▲一 

友
人　

お
い
ソ
ク
ラ
テ
ス
。
何
処
か
ら
や
っ
て
来
た
。
無
論
の
こ
と
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス１

の
若
盛
り
を
狩
っ
て２

来
た
ん
だ
ろ
う
。
現
に
つ
い
先
頃
も
途
中
で
見
掛
け
た
が
、
い
つ
も
な
が
ら
美
し
く
僕
に
は
見
え
た
っ
け
、
あ
の

男
は３

。
い
や
全
く
の
男
一
人
前
だ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
我
々
仲
間
で
の
評
判
通
り
、
そ
れ
に
鬚し
ゅ
ぜ
ん髯

も
も
う
す
っ
か
り

積
ん
で
来
て
い
る
ね
。

ソ
ク　

そ
れ
で
其
が
ど
う
だ
と
言
う
ん
だ
。
君
は
元
来
ホ
メ
ロ
ス
の
讃
歎
者
な
筈
ぢ
ゃ
な
い
か
。
と
こ
ろ
で

あ
の
詩
人
は
歌
っ
て
い
る
、
髯
萌
え
出
で
し
若
さ
こ
そ
げ
に
優
美
の
極
み
な
れ
と４

。
其
男
盛
り
に
今
ア
ル
キ
ビ
ア

デ
ス
は
栄
え
て
い
る
の
だ
。

友
人　

其
は
そ
う
と
、
今
の
事
は
ど
う
な
の
だ
。
彼
の
処
か
ら
来
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。
と
こ
ろ
で
あ
の
若

い
の
は
君
に
対
し
て
ど
ん
な
振
舞
を
し
て
い
る
か
ね
。

ソ
ク　

好
い
、
少
く
も
僕
に
は
そ
う
思
わ
れ
た
、
そ
れ
に
ま
た
今
日
と
云
う
今
日
は
中
々
常
に
も
劣
ら
な
か

Stephanus 1
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一
六

っ
た
ね
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
僕
の
味
方
を
し
て
僕
の
為
に
大
い
に
弁
じ
て
く
れ
た
も
の
。
そ
こ
で
現
に
今
は
あ
の

男
の
処
か
ら
や
っ
て
来
た
の
さ
。
と
こ
ろ
が
ち
と
君
に
は
合
点
の
ゆ
き
兼
ね
る
話
が
あ
る
ん
だ
、
と
云
う
の
は
、

あ
の
男
は
傍
に
居
た
の
だ
が
、
僕
は
別
に
心
を
向
け
も
し
な
か
っ
た
、
い
や
度た
び
た
び々

は
彼
の
こ
と
を
忘
却
し
て
い
た

位
だ
っ
た
の
だ
。

友
人　

ど
う
し
た
ん
だ
、
抑そ
も
そ
も々

君
と
あ
の
男
と
の
間
に
そ
ん
な
事
が
起
っ
た
と
云
う
の
は
。
ま
さ
か
此
町
中

で
の
こ
と
だ
も
の
、
他
の
も
っ
と
美
し
い
の
に
遭
っ
た
と
云
う
こ
と
も
あ
る
ま
い
し
。

ソ
ク　

ど
う
し
て
素
晴
ら
し
い
の
に
さ
。

友
人　

何
だ
っ
て
、
町
の
者
か
他
国
の
者
か
。

ソ
ク　

他
国
の
者
だ
。

友
人　

何
処
の
。

ソ
ク　

ア
ブ
デ
ラ五

の
人
さ
。

友
人　

す
る
と
其
他
国
の
人
は
、
ク
レ
イ
ニ
ア
ス
の
息
子
よ
り
も
美
し
い
と
君
に
見
え
た
程
、
其
程
ま
で
に

美
し
い
と
君
に
は
思
わ
れ
た
の
か
。

ソ
ク　

最
も
智
と
云
う
こ
と
が
、
君
、
最
も
美
し
い
と
見
え
な
い
で
ど
う
す
る
。



一
七

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

友
人　

で
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
君
は
誰
か
智
者
に
会
っ
て
我
々
の
と
こ
ろ
へ
来
た
訳
か
。

ソ
ク　

先
ず
今
の
世
の
人
々
の
中
で
は
最
も
智
な
る
者
に
さ
、
若
し
君
に
最
も
智
た
る
者
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
な
ら
。

友
人　

何
で
す
っ
て
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
来
泊
さ
れ
た
の
で
す
っ
て
。

ソ
ク　

三
日
も
前
の
こ
っ
た
。

友
人　

す
る
と
君
は
今
あ
の
方
と
一
緒
に
成
っ
て６

か
ら
来
ら
れ
た
の
で
。

ソ
ク　

全
く
だ
。
而
も
多
く
の
事
を
言
い
も
し
、
聴
き
も
し
た
。

友
人　

で
は
ど
う
で
し
ょ
う
、
其
交
際７

の
模
様
を
是
非
す
っ
か
り
談
し
て
は
く
れ
ま
せ
ん
か
、

若
し
君
に
何
も
碍
げ
が
な
か
っ
た
な
ら
、
此
処
へ
腰
を
下
し
て　

此
パ
イ
ス８

を
立
た
せ
て
。

ソ
ク　

よ
か
ろ
う
。
そ
れ
に
若
し
君
等
が
聴
い
て
く
れ
る
な
ら
、
僕
は
感
謝
す
る
。

友
人　

い
や
。
君
が
若
し
談
し
て
く
れ
る
な
ら
、
我
々
の
方
こ
そ
君
に
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

ソ
ク　

で
は
感
謝
が
二
重
で
あ
る９

、
し
か
し
聴
き
た
ま
え
。

▲二

今
朝
の
こ
と
、
夜
明
け
に
は
ま
だ
程
遠
い
時
分
に
、
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス１

の
息
子
で
、
パ
ソ
ン
の
弟
で
あ
る
あ
の
ヒ
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一
八

ポ
ク
ラ
テ
ス
が
扉
を
杖
で
激
し
く
敲た
た

い
て
い
た
、そ
こ
で
誰
か
ゞ
彼
に
扉
を
開
け
て
や
る
と
、彼
は
直
ぐ
様
慌
た
ゞ

し
く
這
入
っ
て
来
な
が
ら
、
大
声
を
あ
げ
て

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
寤
き
て
【
寤さ

め
て
】
い
る
ん
で
す
か
、
寐ね

て
い
る
ん
で
す
か
。

と
叫
ん
だ
。
僕
は
其
声
で
彼
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
た
か
ら

　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
だ
な
。
何
か
変
っ
た
事
件
で
も
報
せ
に
来
た
の
か
。

　

い
〻
え
。
善
い
事
な
ん
で
す
よ
。

　

そ
れ
は
結
構
だ
、
し
か
し
何
だ
其
は
、
何
の
事
で
今
時
分
に
来
た
ん
だ
。

　

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
あ
の
方
が
来
ら
れ
た
ん
で
す
よ
。

彼
が
そ
う
言
っ
た
時
に
は
、
も
う
僕
の
傍
に
立
っ
て
い
た
。

　

お
と
〻
い
さ
、
し
か
し
君
は
今
頃
知
っ
た
の
か
。

　

全
く
で
す
、
神
々
に
誓
っ
て
、
昨
晩
で
し
た
。

其
時
に
彼
は
寝
台
を
手
探
り
し
て
、
僕
の
足
の
側
に
腰
を
掛
け
て
言
う
に
は

　

実
は
昨
日
の
晩
、
か
な
り
晩
く
オ
イ
ノ
エ２

か
ら
帰
っ
て
来
た
時
で
し
た
。
と
云
う
の
は
、
あ
の
パ
イ
ス
の
サ
チ

ロ
ス３

が
私
の
許
か
ら
逃
亡
し
た
の
で
す
、
其
時
に
私
は
余
程
、
彼
を
追
掛
け
て
行
く
こ
と
を
、
貴
方
に
報
せ
よ
う
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一
九

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

と
思
っ
た
の
で
し
た
が
、
何
か
の
事
で
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
帰
っ
て
か
ら
、
皆
し
て
食
卓
に
着
き
、

も
う
寝
に
就
こ
う
と
し
た
時
に
、
兄
が
私
に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
来
た
と
伝
え
て
く
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
直
ぐ
に

も
貴
方
の
処
へ
飛
ん
で
来
よ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
考
え
て
見
れ
ば
、
も
う
夜
も
だ
い
ぶ
更
け
て
い
た
の
で
す
。

さ
て
一
寐ね

入
り
す
る
と
、　

速
く
も
疲
が
去
っ
た
の
で
、
直
ぐ
起
き
上
っ
て
、
此
通
り
此
処
へ
来
た
次
第
で
す
。

そ
こ
で
僕
は
彼
の
勇
敢
で
は
あ
る
が
、
ま
た
性
急
な
の
を
看
て
取
っ
た
の
で

　

其
が
君
に
ど
う
な
ん
だ
。
何
か
君
に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
不
正
な
事
で
も
し
た
の
か
ね
。

す
る
と
彼
は
笑
っ
て
曰
っ
た

　

そ
う
で
す
と
も
。
神
々
に
誓
っ
て
。
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
あ
の
人
は
自
分
だ
け
が
独
り
智
者
で
、
私
を
其
に
は

為
て
く
れ
な
い
の
で
す
も
の
。

　

だ
が
、
ゼ
ウ
ス
！　

若
し
あ
の
人
に
銀
を
払
っ
て
、
彼
を
説
服
し
さ
え
す
れ
ば
、
君
を
だ
っ
て
智
者
に
し
て
く

れ
る
さ
。

　

お
〻
ゼ
ウ
ス
や
神
々
に
誓
っ
て
、
若
し
其
で
で
き
る
な
ら
ば
で
す
。
そ
れ
な
ら
私
の
財
産
、
或
は
更
に
友
達
の

財
産
を
以
て
す
れ
ば
、
事
を
欠
き
ま
す
ま
い
が
、
し
か
し
実
は
此
事
で
今
貴
方
の
処
へ
来
た
の
で
す
、
其
は
私
の

為
に
あ
の
人
と
貴
方
が
談
し
合
っ
て
く
れ
〻
ば
よ
い
と
思
っ
て
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
私
は
ま
だ
極
め
て
弱
年
で



二
〇

は
あ
る
し
、
其
上
未
だ
曾か
つ

て
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
を
見
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
ま
し
て
聴
講
し
た
こ
と
も
な
い
の
で
す

か
ら
、
此
前
に
彼
が
此
町
を
訪
れ
た
時
に
は
、
私
は
ま
だ
ほ
ん
の
子
供
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
。
お
〻
ソ
ク
ラ

テ
ス
、
誰
一
人
あ
の
人
を
誉
め
な
い
者
は
な
い
し
、
総
て
の
人
が
彼
を
語
る
に
最
も
智４

な
る
者
で
あ
る
と
言
っ
て

い
ま
す
。
と
に
か
く
あ
の
人
の
処
へ
行
か
な
い
と
云
う
法
が
あ
り
ま
す
か
、
在
宅
中
を
捉
え
る
為
に
。
私
の
聞
い

た
所
で
は
、
ヒ
ポ
ニ
コ
ス
の
子
の
カ
リ
ア
ス
の
許
に
滞
在
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
さ
あ
、
行
き
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

だ
が
、
君
、
そ
っ
ち
へ
行
く
の
は
よ
そ
う
ぢ
ゃ
な
い
か
、
ま
だ
早
い
ん
だ
か
ら
。
其
よ
り
こ
っ
ち
の
中
庭５

の
方

へ
出
よ
う
、
そ
し
て
歩
き
徊
り
な
が
ら
、
明
る
く
な
る
迄
時
を
消
そ
う
。
そ
れ
に
大
概
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
内
に
居

る
人
だ
、
だ
か
ら
安
心
し
た
ま
え
、
我
々
は
恐
ら
く
彼
を
在
宅
中
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
に
違
い
な
い
。

▲三

次
い
で
我
々
は
立
ち
上
っ
て
中
庭
に
出
で
、
そ
ち
こ
ち
と
歩
き
徊
っ
た
。
そ
こ
で
僕
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
根
気

を
試
し
な
が
ら
。
彼
の
人
物
を
観
察
し
よ
う
と
思
っ
て
曰
っ
た

　

お
い
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
僕
に
談
し
て
く
れ
な
い
か
、
君
は
今
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
処
へ
行
っ
て
、
君
自
身
の
為
に

教
授
料
と
し
て
銀
を
払
お
う
と
し
て
い
る
が
、
一
体
君
は
何な
ん
び
と人
の
処
へ
行
っ
て
、
何
に
成
ろ
う
と
す
る
の
か
。
喩た
と

え
ば
ア
ス
ク
レ
ピ
ア
ダ
イ
の
、
君
と
同
名
な
、
コ
ス
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス１

の
許
に
行
っ
て
、
教
授
料
を
払
お
う
と
君
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二
一

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

が
考
え
た
と
し
て
、
そ
の
時
に
誰
か
ゞ
君
に
、『
僕
に
言
っ
て
み
な
い
か
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
君
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
に
銀
を
払
お
う
と
し
て
い
る
が
、
彼
を
何
人
と
し
て
か
。』
と
き
い
た
な
ら
、
君
は
何
と
答
え
る
か
。

　

医
者
と
し
て
、
と
曰
い
ま
す
。

　
『
何
に
成
ろ
う
と
し
て
か
。』

　

医
者
に
。

　

で
は
若
し
ア
ル
ゴ
ス
の
ポ
リ
ク
レ
イ
ト
ス２

か
ア
テ
ナ
イ
の
ペ
イ
デ
ィ
ア
ス
の
許
に
赴
い
て
、
君
自
身
の
為
に
彼

等
に
銀
を
払
お
う
と
思
っ
た
場
合
に
、
誰
か
ゞ
君
に
、『
ポ
リ
ク
レ
イ
ト
ス
や
ペ
イ
デ
ィ
ア
ス
を
君
は
何
人
だ
と

し
て
、
彼
等
に
銀
を
払
う
の
で
あ
る
か
。』
と
き
い
た
な
ら
、
何
と
答
え
る
か
。

　

彫
刻
家
だ
と
し
て
。

『
君
自
身
は
何
に
成
ろ
う
と
思
っ
て
か
。』

　

無
論
彫
刻
家
に
。

　

よ
し
来
た
、
僕
と
君
と
は
今
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
許
に
行
っ
て
、
彼
に
教
授
料
と
し
て
君
の
為
に
将
に
銀
を
払
お

う
と
し
て
い
る
の
だ
、
そ
れ
で
若
し
我
々
の
財
産
で
充
分
で
あ
っ
て
、
其
を
以
て
我
々
が
彼
を
説
服
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
よ
し
、
さ
も
な
け
れ
ば
友
達
の
財
産
ま
で
注
ぎ
込
も
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
若
し
誰
か
ゞ



二
二

我
々
の
此
事
に
こ
ん
な
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
、『
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
僕
に
言
っ

て
は
く
れ
な
い
か
、
君
等
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
を
何
人
だ
と
思
っ
て
、
彼
に
銀
を
払
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。』
と

曰
っ
た
ら
、
我
々
は
何
と
答
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
名
が
他
に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
つ
い
て
呼
ば
れ
て
い
る
の

を
、
我
々
は
聞
い
て
い
る
か
、
例
え
ば
ペ
イ
デ
ィ
ア
ス
に
つ
い
て
は
彫
刻
家
、
ホ
メ
ロ
ス
に
つ
い
て
は
詩
人
と
云

う
様
に
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
ど
ん
な
名
が
称
え
ら
れ
て
い
る
か
。

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
ソ
ピ
ス
テ
ス４

と
人
々
は
彼
の
こ
と
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

す
る
と
我
々
は
ソ
ピ
ス
テ
ス
と
し
て
の
彼
に
銀
を
払
お
う
と
し
て
い
る
の
か
。

　

全
く
で
す
。

　

で
は
更
に
若
し
誰
か
ゞ
君
に
、『
君
自
身
は
何
に
成
ろ
う
と
し
て
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
処
へ
行
く
の
か
。』
と
き
い

た
と
し
た
ら
。

す
る
と
彼
は
顏
を
赧
く
し
て
―
―
既
に
夜
も
明
け
て
来
た
の
で
、
彼
の
顏
も
は
っ
き
り
見
え
る
様
に
な
っ
た
ん
だ

―
―
そ
し
て
言
う
に
は

　

先
の
事
と
比
べ
て
言
っ
て
も
、
ソ
ピ
ス
テ
ス
に
成
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
明
白
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

し
か
し
、
神
々
に
誓
っ
て
、
君
は
ヘ
ラ
ス
の
人
々
の
中
へ
自
分
を
ソ
ピ
ス
テ
ス
と
し
て
示
す
こ
と
を
恥
辱
と
は
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二
三

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

思
わ
な
い
か
。

　

で
も
、
ゼ
ウ
ス
！　

全
く
は
そ
う
な
の
で
す
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
若
し
私
の
考
え
て
い
る
事
を
其
侭
に
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
。

　

し
か
し
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
君
は
君
が
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
か
ら
将
に
学
ば
ん
と
す
る
こ
と
が
そ
ん
な
意
味
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
訳
で
は
あ
る
ま
い
、
む
し
ろ
曾
て
国
文
教
師
や
キ
タ
リ
ス５

音
楽
教
師
か
ら
学
ん
だ
と
同
様
な
意
味

に
で
あ
ろ
う
。
と
云
う
の
は
、
其
等
の
学
課
を
君
は
、
本
職
に
成
る
つ
も
り
で
、
専
門
的
に
学
ん
だ
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
素
人
で
あ
り
自
由
で
あ
る
者６

に
相
応
わ
し
い
よ
う
に
、
教
養
と
し
て
ゞ
あ
っ
た
の
だ
。

　

な
る
ほ
ど
、
自
分
に
考
え
て
見
れ
ば
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
学
ぶ
と
云
う
こ
と
も
、
む
し
ろ
そ
う
云
う
こ
と
な
の

で
す
。

▲四

そ
れ
ぢ
ゃ
君
は
、
自
分
が
今
何
を
為
よ
う
と
し
て
い
る
ん
だ
か
、
知
っ
て
い
る
の
か
ね
、
恐
ら
く
分
っ
て
い
な

い
の
ぢ
ゃ
な
い
か
。

　

ど
う
云
う
こ
と
に
つ
い
て
。

　

つ
ま
り
君
が
君
自
身
の
魂
を
君
の
所い
わ
ゆ謂
る
ソ
ピ
ス
テ
ス
な
る
者
に
委
ね
て
、
看
護
し
て
も
ら
お
う
と
し
て
い
る

と
云
う
こ
と
を
さ
。
し
か
し
ソ
ピ
ス
テ
ス
な
る
者
は
一
体
何
で
有
る１

か
、
若
し
其
を
君
が
知
っ
て
い
る
な
ら
、
僕



二
四

は
感
服
す
る
。
と
こ
ろ
が
若
し
其
を
知
ら
な
い
と
す
る
と
、
何
者
に
君
が
魂
を
委
ね
る
の
か
、
一
体
善
い
事
柄
に

か
、
悪
い
事
柄
に
か
、
其
を
君
は
識
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

私
と
し
て
は
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で
す
。

　

で
は
言
っ
て
み
た
ま
え
、
君
は
ソ
ピ
ス
テ
ス
を
何
で
有
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

私
の
考
え
て
い
る
に
は
、
其
名
の
語
る
通
り
、
其
者
は
諸
智
の
智
識
で
す２

。

　

だ
が
其
は
画
家
や
工
匠
に
つ
い
て
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
、
彼
等
は
諸
智
の
智
識
で
あ
る
と
。
し
か
し
若
し
誰

か
ゞ
我
々
に
、『
画
家
は
諸
智
中
何
の
智
識
で
あ
る
か
。』
と
き
い
た
と
し
た
ら
。
我
々
は
彼
に
、
諸
像
を
描
写
す

る
智
の
、
と
答
え
る
だ
ち
う
、
他
の
事
に
つ
い
て
も
亦
同
様
に
。
そ
こ
で
若
し
誰
か
ゞ
今
の
事
に
つ
い
て
。『
ソ

ピ
ス
テ
ス
と
は
諸
智
中
何
の
で
あ
る
か
』
と
き
い
た
な
ら
ば
我
々
は
彼
に
何
と
答
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
ど
ん
な
働

き
の
智
者
で
あ
る
か
。

　

其
を
他
に
何
で
有
る
と
我
々
は
謂
う
こ
と
が
で
き
ま
し
ょ
う
。
語
る
に
畏
る
べ
き
者３

を
作
る
の
智
者
と
謂
う
以

外
に
。

　

ま
ず
君
の
謂
う
所
が
正
当
だ
ろ
う
、
し
か
し
決
し
て
充
分
で
は
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
其
答
え
は
尚
我
々
に

問
い
を
要
求
し
て
い
る
も
の
。
其
は
、
何
に
つ
い
て
ソ
ピ
ス
テ
ス
は
語
る
に
畏
る
べ
き
者
を
作
る
の
で
あ
る
か
、



二
五

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

と
の
問
い
だ
。
例
え
ば
キ
タ
リ
ス
音
楽
教
師
は
其
事
の
智
識
を
作
る
と
と
も
に
、
其
事
に
つ
い
て
、
つ
ま
り
キ
タ

リ
ス
楽
に
つ
い
て
、
語
る
に
畏
る
べ
き
者
を
作
る
、
そ
う
で
は
な
い
か
。

　

そ
う
で
す
。

　

よ
し
来
た
、
ソ
ピ
ス
テ
ス
は
何
に
つ
い
て
語
る
に
畏
る
べ
き
者
を
作
る
の
か
。

　

勿
論
彼
の
知
識
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
ゞ
す
。

　

そ
り
ゃ
。
そ
う
さ
。
と
こ
ろ
で
ソ
ピ
ス
テ
ス
な
る
者
が
自
身
其
事
の
智
識
で
も
あ
り
、ま
た
其
弟
子
を
も
作
る
、

其
事
柄
は
一
体
何
で
あ
る
か
。

　

ゼ
ウ
ス
！　

ど
う
も
是
以
上
私
は
貴
方
に
答
え
る
術
を
知
り
ま
せ
ん
。

▲五

是
に
次
い
で
僕
は
曰
っ
た

　

ど
う
だ
ね
、
君
は
自
分
の
魂
を
ど
ん
な
危
険
に
曝
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
る
か
。
若
し
君
の
体
が

良
く
成
る
か
悪
く
成
る
か
の
危
機
に
際
し
て
、
君
が
其
体
を
何
者
か
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
君

は
（
其
人
に
）
委
ぬ
べ
き
か
否
か
を
所あ
ら
ゆ有
る
方
面
か
ら
考
究
し
、
友
達
や
親
身
の
者
ど
も
を
相
談
に
呼
び
寄
せ
、

而
も
永
い
時
日
に
亙
っ
て
考
慮
す
る
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
其
肉
体
よ
り
も
遥
に
貴
重
な
る
も
の
で
あ
る
と
君
が
思

考
し
て
い
る
者
、
即
ち
魂
、
而
も
其
に
、
其
が
良
く
成
る
か
悪
く
成
る
か
に
つ
れ
て
、
君
の
万
事
が
或
は
良
く
行
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き
或
は
悪
く
行
く１

（
幸
不
幸
）
と
云
う
こ
と
が
拠
っ
て
い
る
、
其
事
に
つ
い
て
、
つ
ま
り
君
の
魂
を
現
に
此
都
市

へ
来
た
あ
の
他
国
者
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
ど
う
か
、
と
云
う
事
に
つ
い
て
、
別
に
親
に
も
兄
弟
に
も

更
に
我
々
友
人
に
も
相
談
を
し
て
い
な
い
、
と
こ
ろ
で
君
の
言
う
所
に
よ
る
と
、
昨
日
君
は
聞
い
た
ん
だ
、
そ
し

て
も
う
今
朝
早
く
や
っ
て
来
て
い
る
、
而
も
君
自
身
を
彼
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
ど
う
か
と
云
う
事
な

ど
に
つ
い
て
は
、
一
言
も
し
な
い
し
、
無
論
相
談
も
無
い
、
の
み
な
ら
ず
自
分
の
財
産
や
更
に
友
達
の
財
産
を
も

注
ぎ
込
も
う
と
ま
で
し
て
い
る
の
ぢ
ゃ
な
い
か
、
ま
る
で
何
で
も
か
で
も
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
交
際
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
云
う
こ
と
を
、
既
に
決
意
し
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
に
。
と
こ
ろ
が
君
の
談
に
よ
る
と
、
君
は
彼
を
知

っ
て
も
い
な
け
れ
ば
、
会
談
し
た
こ
と
だ
っ
て
な
い
、
唯
ソ
ピ
ス
テ
ス
と
呼
ん
で
い
る
だ
け
で
、
ソ
ピ
ス
テ
ス
と

云
う
者
が
一
体
何
で
有
る
か
に
つ
い
て
知
る
所
が
無
い
ら
し
い
、
而
も
其
者
に
君
は
自
分
を
委
ね
よ
う
と
し
て
い

る
の
ぢ
ゃ
な
い
か
。

彼
は
之
を
聴
い
て

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
全
く
そ
う
の
よ
う
で
し
た
。
貴
方
の
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
考
え
て
み
る
と
。

　

と
こ
ろ
が
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、
ソ
ピ
ス
テ
ス
と
云
う
者
は
魂
の
養
い
に
な
る
品
物
の
貿
易
商
人
か
小
売
商
人
か

な
の
だ
ろ
う
、
少
く
も
僕
に
は
そ
う
見
え
る
の
だ
。



二
七

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
魂
の
養
い
と
は
。

　

学
識
さ
。
と
こ
ろ
で
、
君
、
ソ
ピ
ス
テ
ス
が
自
分
の
売
る
品
物
を
徒
に
褒
め
て
、
我
々
を
欺
か
な
い
と
い
い
ん

だ
が
ね
、
ま
る
で
肉
体
の
営
養
物
を
商
う
貿
易
商
人
や
小
売
商
人
の
よ
う
に
。
と
云
う
の
は
、
彼
等
商
人
は
自
分

達
の
持
ち
歩
く
品
物
に
つ
い
て
、
自
身
、
ど
れ
が
肉
体
に
有
益
で
あ
る
か
有
害
で
あ
る
か
を
知
ら
な
い
、
而
も
総

て
売
出
す
物
を
褒
め
て
い
る
、
又
彼
等
か
ら
買
う
者
も
、
体
育
教
師
か
医
者
で
な
い
限
り
は
、
や
は
り
知
ら
な
い
。

其
と
全
く
同
様
に
、
多
く
の
都
市
に
学
識
を
持
ち
歩
い
て
、
卸
し
た
り
小
売
し
た
り
す
る
者
は
、
い
つ
で
も
其
を

欲
求
す
る
者
に
向
っ
て
自
分
の
売
る
物
を
褒
め
る
、
が
し
か
し
、
君
、
自
分
の
売
る
物
に
つ
い
て
、
ど
れ
が
魂
に

有
益
か
有
害
か
を
知
っ
て
い
る
者
は
殆
ど
な
い
、
又
彼
等
か
ら
買
う
者
も
、
魂
に
関
す
る
医
者
で
な
い
限
り
、
全

く
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
若
し
君
が
そ
う
云
う
も
の
に
つ
い
て
、
ど
れ
が
善
い
か
悪
い
か
を
知
識
し
て
い
る
な
ら

ば
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
か
ら
で
も
、
ま
た
誰
か
ら
学
識
を
買
っ
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
安
全
で
あ
る
。
し
か
し
若
し

そ
う
で
な
い
と
す
る
と
、
君
、
考
え
て
も
み
た
ま
え
、
最
も
親
身
な
る
者
を
賭
け
て
博
奕
を
や
り
、
危
険
を
冐
す

こ
と
に
な
る
の
だ
。
そ
れ
に
学
識
を
買
う
の
は
食
物
を
買
う
の
よ
り
危
険
が
甚
だ
多
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
云

う
に
、
食
物
や
飲
料
は
、
其
を
小
売
商
人
や
貿
易
商
人
か
ら
買
っ
て
も
、
他
の
器
物
に
入
れ
て
持
ち
去
る
こ
と
が

で
き
る
、
そ
し
て
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
し
て
肉
体
の
内
に
摂
取
す
る
前
に
、
先
ず
家
に
置
い
て
、
其
に
詳
し
い
識
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者
を
助
け
に
呼
び
、
ど
れ
は
食
べ
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
飲
ま
ね
ば
な
ら
な
い
か
、
ど
れ
は
い
か
ぬ
か
、
又
ど
の
程

度
に
、
又
何
時
と
云
う
こ
と
の
忠
言
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
、
従
っ
て
其
を
買
う
の
は
太
し
て
危
険
で
は
な
い
。

然
る
に
学
識
は
他
の
器
物
に
入
れ
て
持
ち
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
む
し
ろ
代
金
を
支
払
え
ば
、
直
ぐ
学
識
は
之

を
魂
其
物
の
内
に
取
り
入
れ
学
ん
で
、
斯
に
或
は
害
を
受
け
、
或
は
益
を
受
け
て
去
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。
さ
て
し
か
し
此
事
を
我
々
は
我
々
よ
り
年
長
の
人
々
と
与と
も

に
も
考
察
し
た
方
が
よ
か
ろ
う
、
我
々
は
こ
う

云
う
事
を
断
定
す
る
に
は
ま
だ
若
過
ぎ
る
か
ら
。
そ
こ
で
今
は
、
我
々
が
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
も
あ
る
し
す
る

か
ら
、
あ
の
人
の
許
に
行
っ
て
聴
こ
う
、
次
い
で
、
彼
か
ら
聴
い
て
し
ま
っ
た
ら
、
更
に
他
の
人
々
と
も
相
談
を

し
よ
う
ぢ
ゃ
な
い
か
、
あ
そ
こ
に
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
ば
か
り
ぢ
ゃ
な
い
、
エ
リ
ス２

の
ヒ
ピ
ア
ス
も
居
る
し
、
多
分

は
ま
た
ケ
オ
ス３

の
プ
ロ
ヂ
コ
ス
も
居
る
だ
ろ
う
、そ
れ
に
ま
だ
他
の
多
く
の
智
者
逹
も
居
る
こ
と
だ
し
す
る
か
ら
。

▲六

此
事
に
意
見
が
一
致
し
た
の
で
我
々
は
出
掛
け
た
。
さ
て
我
々
が
あ
の
家
の
外
庭
に
達
し
た
時
に
、
我
々
は
立

停
っ
て
、途
中
で
思
い
当
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
談
し
合
っ
た
。
そ
れ
は
談
が
中
途
で
切
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

つ
ま
り
最
後
ま
で
徹
底
的
に
談
し
終
っ
て
か
ら
、
中
に
這
入
ろ
う
と
思
っ
て
、
外
庭
に
立
っ
て
互
に
意
見
の
合
致

す
る
迄
談
し
合
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
番
人
は
、
奄え
ん
じ
ん人
１
の
よ
う
に
僕
に
は
思
わ
れ
た
が
、
我
々
の
談
を
聞

い
て
い
た
、
そ
れ
に
彼
は
ソ
ピ
ス
テ
ス
の
群
が
あ
の
家
へ
押
し
掛
け
る
の
に
弱
ら
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
、
我
々
が



二
九

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

扉
を
敲
く
と
、
開
い
て
我
々
を
見
た
が
、『
誰
だ
、
ソ
ピ
ス
テ
ス
ど
も
か
、
主
人
に
は
暇
が
無
い
よ
。』
と
曰
っ
て
、

思
う
存
分
両
手
で
扉
を
締
め
て
し
ま
っ
た
。そ
こ
で
我
々
は
ま
た
敲
い
た
、す
る
と
彼
は
扉
を
閉
め
た
ま
〻
で
、『
お

前
さ
ん
方
、
主
人
に
は
暇
が
無
い
と
云
う
に
、
聞
え
な
か
っ
た
の
か
ね
。』
と
応
え
て
曰
っ
た
。『
だ
が
ね
、
君
―

―
と
僕
は
曰
っ
た
―
―
我
々
は
カ
リ
ア
ス
の
処
へ
来
た
の
で
も
な
け
れ
ば
、
ソ
ピ
ス
テ
ス
で
も
な
い
、
だ
か
ら
安

心
し
た
ま
え
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
面
会
す
る
必
要
が
あ
っ
て
来
た
ん
だ
、
そ
う
通
じ
て
く
れ
。』
そ
こ
で
其
男
は

不
承
々
々
我
々
に
扉
を
開
い
て
く
れ
た
。

▲七

そ
こ
で
我
々
は
中
へ
這
入
っ
た
。
す
る
と
そ
こ
に
柱
廊
を
逍
遥
し
て
い
る
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
を
我
々
は
見
出
だ
し

た
、
ま
た
彼
の
後
に
列
を
作
っ
て
多
く
の
人
々
も
一
緒
に
逍
遥
し
て
い
た
。
其
一
方
の
列
の
中
に
は
ヒ
ポ
ニ
コ
ス

の
子
の
カ
リ
ア
ス
、
彼
の
同
母
弟１

で
ペ
リ
ク
レ
ス
の
子
で
あ
る
パ
ラ
ロ
ス
、
グ
ラ
ウ
コ
ン
の
子
カ
ル
ミ
デ
ス２

、
又

他
方
の
列
の
中
に
は
ペ
リ
ク
レ
ス
の
息
子
の
中
の
他
の
一
人
ク
サ
ン
チ
ポ
ス
、
ピ
ロ
メ
ロ
ス
の
子
ピ
リ
ピ
デ
ス
、

メ
ン
デ
の
ア
ン
チ
モ
イ
ロ
ス３

が
見
え
た
。
此
ア
ン
チ
モ
イ
ロ
ス
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
弟
子
の
中
で
最
も
名
声
が
あ

り
。
且
ソ
ピ
ス
テ
ス
に
成
る
目
的
で
、
専
門
的
に
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
此
等
の
人
々
の
後
に
随
い
て
傾
聴
し

て
い
る
者
ど
も
の
多
く
は
他
国
の
人
々
で
あ
る
よ
う
に
見
受
け
た
、
つ
ま
り
彼
等
を
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
彼
の
遍

歴
し
た
数
々
の
都
市
か
ら
、
恰あ
た
かも

オ
ル
ペ
ウ
ス４

の
よ
う
に
、
其
声
を
以
て
魅
し
な
が
ら
引
連
れ
て
来
た
の
で
あ
り
、
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彼
等
は
魅
せ
ら
れ
な
が
ら
其
声
の
後
を
追
っ
て
い
る
の
で
あ
る
、
又
其
コ
ロ
ス５

の
中
に
は
此
土
地
の
者
も
数
人
居

た
。
僕
は
此
コ
ロ
ス
を
観
覧
し
て
い
る
の
が
実
に
心
地
好
か
っ
た
。
彼
等
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
前
へ
蹈ふ

み
出
し
て

礙さ
ま
たげ
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
、
心
の
配
り
も
麗
し
く
、
又
あ
の
人
が
転
廻
す
る
と
、
彼
に
随
い
て
い
る
人
々
も

亦
転
廻
す
る
、
其
時
に
は
如
何
に
も
善
く
、
如
何
に
も
秩
序
正
し
く
其
聴
講
者
逹
は
左
に
右
に
う
ち
分
か
れ
る
、

そ
し
て
円
を
描
い
て
廻
り
、
い
つ
も
其
後
に
美
し
く
も
連
な
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

「
彼
を
ば
次
い
で
我
は
気
付
き
見
ぬ
」６

―
―
と
ホ
メ
ロ
ス
は
云
っ
た
―
―
エ
リ
ス
の
ヒ
ピ
ア
ス
を
彼
は
反
対
の
側

の
柱
廊
で
帝
王
椅
子
に
腰
を
下
し
て
い
た
、
ま
た
彼
の
囲
り
に
は
腰
掛
に
ア
ク
メ
ノ
ス
の
子
エ
リ
ク
シ
マ
コ
ス７

や

ミ
リ
ヌ
ス８

出
の
パ
イ
ド
ロ
ス
、
ア
ン
ド
ロ
チ
オ
ン
の
子
ア
ン
ド
ロ
ン
や
、
ま
た
他
国
の
人
々
で
は
、
彼
の
故
国
の

市
民
達
や
他
の
都
市
の
人
々
が
座
を
占
め
て
い
た
。
見
受
け
た
と
こ
ろ
、
彼
等
は
自
然
や
天
体
現
象
に
つ
い
て
天

文
学
的
な
事
柄
を
ヒ
ピ
ア
ス
に
質
問
し
て
い
た
。
又
彼
は
帝
王
椅
子
に
凭
り
な
が
ら
、
彼
等
の
一
人
々
々
に
其
質

問
に
つ
い
て
応
答
し
、
又
詳
し
い
説
明
を
与
え
て
い
た
。

　

さ
て
「
ま
た
タ
ン
タ
ロ
ス
を
ば
我
は
う
ち
見
ぬ
」９

―
―
と
云
う
の
は
ケ
オ
ス
の
プ
ロ
ヂ
コ
ス
が
泊
っ
て
い
た
か

ら
だ
。
彼
は
一
室
の
内
に
居
た
、
其
室
は
以
前
ヒ
ポ
ニ
コ
ス
が
宝
蔵
と
し
て
使
用
し
て
い
た
が
、
今
は
泊
り
客
が

多
い
為
に
カ
リ
ア
ス
が
空
け
て
客
室
に
使
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
其
プ
ロ
ヂ
コ
ス
は
ま
だ
躰
を
横
た
え
、
数
枚
の
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毛
皮
と
、
見
受
け
た
と
こ
ろ
か
な
り
多
く
の
夜
着
と
に
く
る
ま
っ
て
い
た
。
彼
の
傍
近
く
置
か
れ
た
数
脚
の
寝
椅

子
に
は
、
ケ
ラ
メ
イ
ス１
０

出
の
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
と
、
其
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
と
一
緒
に
ま
だ
う
ら
若
い
青
年
が
腰
掛
け
て

い
た
―
―
彼
は
其
天
性
に
於
て
美
し
く
も
善
い
よ
う
に
僕
に
は
思
わ
れ
た
、
し
か
し
其
容
姿
に
於
て
は
実
に
美
し

い
、
其
名
は
ア
ガ
ト
ン
と
聞
い
て
い
る
が
、
彼
が
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
ハ
イ
ヂ
カ１
１

で
あ
る
の
も
至
極
尤
だ
と
思
っ
た

―
―
此
青
年
と
、更
に
ケ
ピ
ス
の
子
と
レ
ウ
コ
ロ
ピ
デ
ス
の
子
と
の
両
ア
デ
イ
マ
ン
ト
ス
と
他
に
数
人
が
見
え
た
。

彼
等
が
ど
ん
な
事
に
つ
い
て
談
し
合
っ
て
い
る
の
か
、
僕
に
は
室
外
か
ら
其
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
僕

は
プ
ロ
ヂ
コ
ス
を
聴
こ
う
と
し
て
随
分
努
力
し
て
は
み
た
ん
だ
が
―
―
な
ぜ
か
と
云
え
ば
僕
に
は
あ
の
人
が
極
め

て
智
且
神
的
な
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
か
ら
だ
―
―
し
か
し
音
声
が
低
い
上
に
、
其
が
室
内
に
反
響
し
て
ボ
ム
ボ

ン
す
る
の
で
、
其
言
葉
が
不
明
了
に
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

我
々
は
そ
こ
で
中
へ
這
入
っ
て
し
ま
っ
た
、
す
る
と
丁
度
其
時
に
我
々
の
直
ぐ
後
か
ら
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
―
―

あ
の
君
も
言
う
し
僕
も
信
ず
る
通
り
の
美
青
年
と
、
カ
ラ
イ
ス
ク
ロ
ス
の
息
子
の
ク
リ
チ
ア
ス
と
が
這
入
っ
て
来

た
。

▲八

さ
て
我
々
は
中
へ
這
入
っ
て
か
ら
も
尚
暫ざ
ん
じ時
立
停
っ
て
其
光
景
を
打
ち
眺
め
て
い
た
。
其
か
ら
我
々
は
プ
ロ
タ

ゴ
ラ
ス
の
前
に
進
ん
で
、
僕
が
曰
っ
た
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三
二

　

お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
貴
方
の
処
へ
私
と
此
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
と
は
来
た
の
で
す
。

す
る
と
彼
が
曰
っ
た

　

儂わ
し

独
り
と
対
談
し
た
い
の
か
、
そ
れ
と
も
此
等
の
他
の
人
々
と
一
緒
の
方
が
い
〻
の
か
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

我
々
は
ど
っ
ち
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
先
ず
我
々
の
来
た
趣
旨
を
聴
い
た
上
で
、
貴
方
自
身
が
都
合
を

考
え
ら
れ
て
は
い
か
ゞ
で
す
。

　

で
は
何
の
目
的
で
君
等
は
来
た
の
か
。

　

此
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
此
都
市
の
者
で
、
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
の
息
子
な
の
で
す
、
其
家
は
裕
福
な
る
大
家
で
あ
っ
て
、

而
も
彼
自
身
は
其
才
能
に
於
て
同
年
輩
の
諸
子
と
比
肩
す
る
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
彼
は
此

都
市
に
於
て
有
数
の
人
物
に
成
ろ
う
と
志
し
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
而
も
若
し
貴
方
と
一
緒
に

成
っ
た
な
ら
ば
、
彼
に
其
目
的
が
必
ず
や
成
就
す
る
で
あ
ろ
う
と
云
う
考
を
起
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
此
事

に
つ
い
て
貴
方
が
独
り
で
我
々
だ
け
と
対
談
す
る
必
要
が
あ
る
か
、
或
は
他
の
人
々
と
一
緒
で
も
構
わ
な
い
か
、

其
事
を
む
し
ろ
貴
方
の
方
が
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、君
が
予
め
儂わ
し

の
為
に
配
慮
す
る
の
は
至
極
尤も
っ
と
もで
あ
る
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、他
国
の
者
で
、



三
三

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

大
な
る
都
市
に
赴
き
、而
も
其
等
の
都
市
に
於
て
若
い
青
年
ど
も
の
中
で
も
特
に
優
秀
な
る
者
ど
も
を
説
服
し
て
、

其
土
地
の
者
と
で
も
他
国
の
者
と
で
も
、
年
長
者
と
で
も
弱
年
者
と
で
も
、
誰
と
で
も
彼
以
外
の
者
と
の
交
際
は

之
を
棄
て
さ
せ
て
、
彼
と
の
交
際
を
勧
め
、
彼
自
身
と
の
交
際
に
よ
っ
て
始
め
て
彼
等
が
最
も
善
く
成
る
と
云
う

こ
と
を
信
ぜ
し
め
る
、
此
事
を
敢
て
為
る
者
は
余
程
良
く
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と

云
え
ば
其
事
に
よ
っ
て
起
っ
て
来
る
猜さ
い
き忌

や
他
の
種
々
な
る
敵
愾
心
、
陰
謀
と
云
う
も
の
は
決
し
て
小
さ
い
も
の

で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
て
是
は
儂
の
持
論
で
あ
る
が
、
ソ
ピ
ス
テ
ス
の
術
と
云
う
者
は
既
に
古
く
か
ら
有
っ

た
、
し
か
し
古
え
の
人
々
の
中
で
此
術
に
達
し
て
い
た
者
ど
も
は
、
其
術
が
人
々
に
嫌
悪
の
情
を
起
さ
し
め
る
こ

と
を
恐
れ
、
仮
装
し
て
以
て
其
姿
を
変
え
て
い
た
、
其
或
者
は
此
変
装
に
詩
を
用
い
て
い
る
、
例
え
ば
ホ
メ
ロ
ス

や
ヘ
シ
オ
ド
ス１

や
シ
モ
ニ
デ
ス２

、
又
或
者
は
密
儀
や
予
言
術
を
用
い
て
い
る
、
オ
ル
ペ
ウ
ス
や
ム
サ
イ
オ
ス３

を
中

心
と
す
る
人
々
が
是
で
あ
る
。
又
或
人
々
は
体
育
術
を
以
て
し
て
い
る
の
に
儂
は
気
付
い
て
い
る
。
例
え
ば
タ
ラ

ス
の
イ
コ
ス４

及
び
、
元
は
メ
ガ
ラ
の
者
で
今
は
セ
リ
ム
ブ
リ
ア
の
ヘ
ロ
ヂ
コ
ス５

、
彼
は
尚
現
に
生
き
て
い
て
、
誰

に
劣
ら
ぬ
ソ
ピ
ス
テ
ス
で
あ
る
。
更
に
君
等
の
都
市
の
ア
ガ
ト
ク
レ
ス６

は
音
楽
を
以
て
変
装
し
て
い
る
が
、
是
亦

偉
大
な
る
ソ
ピ
ス
テ
ス
で
あ
り
、
ケ
オ
ス
の
ピ
ト
ク
レ
イ
デ
ス
や
其
他
の
多
く
の
人
々
も
亦
同
様
で
あ
る
。
此
等

総
て
の
人
々
は
儂
の
主
張
す
る
通
り
、
憎
悪
を
恐
れ
て
此
等
の
諸
術
を
変
装
に
用
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
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三
四

儂
は
此
等
総
て
の
人
々
と
此
点
で
其
軌
を
一
に
し
て
い
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
彼
等
は
一
人
と
し
て
自
己
の
其

意
図
を
遂
行
完
成
し
て
い
な
い
と
儂
は
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
と
云
う
の
は
彼
等
は
人
々
の
中
で
も
特
に
都

市
の
有
力
な
る
権
勢
者
ど
も
の
、
眼
を
晦く
ら

ま
さ
な
か
っ
た
、
而
も
其
変
装
な
る
も
の
は
全
く
彼
等
に
対
し
た
も
の

な
の
で
あ
る
。
勿
論
民
衆
は
云
わ
ば
何
も
識
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、其
等
の
人
々
が
流
布
す
る
言
葉
に
和
し
て
、

其
を
口
吟
し
て
い
る
、
と
こ
ろ
が
彼
等
が
逃と
う
か
い晦

【
韜
晦
】
を
企
て
〻
い
る
の
に
而
も
逃
げ
損
な
い
、
其
事
情
が
暴

露
す
る
に
到
る
と
、
其
計
画
は
甚
し
く
馬
鹿
げ
た
も
の
と
な
り
、
民
衆
を
し
て
必
然
強
き
敵
愾
心
を
起
さ
し
む
る

に
到
る
の
で
あ
る
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
か
〻
る
人
間
は
他
の
種
々
な
る
事
以
外
に
又
人
を
欺
く
者
で
あ
る
、
と

民
衆
は
思
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
儂
は
彼
等
と
は
全
然
反
対
の
道
を
進
ん
で
来
た
、
そ
し
て
儂
は
ソ
ピ
ス
テ
ス

で
あ
り
、
人
々
を
教
育
す
る
と
云
う
誓
約
を
予
告
し
て
い
る
、
つ
ま
り
隠
し
て
否
定
す
る
よ
り
は
寧
ろ
顕
わ
に
告

白
す
る
方
が
、
先
の
方
法
よ
り
も
一
層
善
い
配
慮
で
あ
る
と
儂
は
思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
更
に
儂
は
其
以
外
に

も
ま
だ
他
の
事
柄
を
色
々
注
意
し
て
い
る
、
そ
の
結
果
、
神
々
と
与と
も

に
言
っ
て
、
ソ
ピ
ス
テ
ス
で
あ
る
と
告
白
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
等
か
恐
る
べ
き
事
を
加
え
ら
れ
る
と
云
う
事
は
一
度
も
無
か
っ
た
。７

更
に
儂
は
随
分
永
い

歳
月
に
亙
っ
て
此
術
に
従
事
し
て
来
て
い
る
、
そ
こ
で
儂
の
齢
全
体
を
数
え
た
な
ら
ば
太
し
た
も
の
で
あ
る
、
年

齢
か
ら
云
っ
て
ま
ず
儂
は
君
等
の
中
の
誰
の
父
親
で
も
あ
る
ま
い
、
で
あ
る
か
ら
若
し
君
等
に
何
事
か
希
望
が
有



三
五

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

る
な
ら
ば
、
其
等
一
切
に
関
し
て
此
処
に
居
る
人
々
の
面
前
で
講
説
す
る
方
が
、
儂
に
は
特
に
最
も
悦
ば
し
い
の

で
あ
る
。

僕
は
彼
が
プ
ロ
ヂ
コ
ス
や
ヒ
ピ
ア
ス
に
、
我
々
が
彼
の
恋
人８

と
し
て
来
た
こ
と
を
誇
り
が
に
示
し
、
得
意
振
ろ
う

と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
察
知
し
た
の
で

　

ど
う
で
し
ょ
う
、
プ
ロ
ヂ
コ
ス
も
ヒ
ピ
ア
ス
も
亦
彼
等
と
一
緒
に
居
る
連
中
も
呼
ぼ
う
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
、

我
々
の
談
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
。

　

其
は
そ
う
だ
。

す
る
と
カ
リ
ア
ス
が
曰
っ
た

　

で
は
議
席
を
設
け
よ
う
ぢ
ゃ
な
い
か
、
そ
う
す
れ
ば
君
等
は
腰
を
据
ゑ
て
対
論
が
で
き
る
か
ら
。

そ
う
す
る
こ
と
に
意
見
が
き
ま
っ
た
。
そ
こ
で
我
々
は
皆
、
智
者
達
の
言
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
と
悦
ん
で
、
各

自
に
腰
掛
や
寝
椅
子
を
運
ん
で
ヒ
ピ
ア
ス
の
傍
に
用
意
を
整
え
た
―
―
そ
れ
は
其
処
に
前
か
ら
腰
掛
が
並
ん
で
い

た
か
ら
だ
―
―
其
間
に
カ
リ
ア
ス
と
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
両
人
が
、
プ
ロ
ヂ
コ
ス
を
寝
椅
子
か
ら
起
し
て
彼
を
、

ま
た
プ
ロ
ヂ
コ
ス
と
一
緒
に
居
た
者
ど
も
を
も
、
引
張
っ
て
来
た
。

▲九

さ
て
我
々
が
一
同
席
に
着
く
と
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
曰
っ
た

(317D)



三
六

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
此
人
達
も
此
処
に
列
席
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
今
さ
っ
き
此
青
年
の
為
に
君
が
儂
に
対
し

て
注
意
を
喚
起
し
た
事
を
談
し
て
み
た
ま
え
。

　

私
が
や
っ
て
来
た
訳
は
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
其
理
由
は
今
も
前
に
言
っ
た
と
同
じ
事
で
す
。
つ
ま
り
此
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
は
貴
方
と
の
交
際
を
希
望
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
若
し
彼
が
貴
方
と
交
際
し
た
な
ら
ば
、
彼
に

は
ど
ん
な
結
果
が
来
る
の
で
あ
る
か
、
其
を
彼
は
知
り
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。
我
々
の
切
望
を
言
え
ば
、
是
だ

け
な
の
で
す
。

す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
是
に
対こ
た

え
て
曰
っ
た

　

お
〻
若
者
よ
、
若
し
君
が
儂
と
交
際
す
れ
ば
、
儂
と
一
緒
に
成
っ
た
其
日
に
君
は
よ
り
善
く
成
っ
て
家
へ
帰
る

よ
う
に
な
る
、
ま
た
次
の
日
も
同
様
、
更
に
毎
日
絶
え
ず
よ
り
善
い
方
に
進
歩
す
る
の
で
あ
る
。

僕
は
是
を
聴
い
て

　

貴
方
の
言
わ
れ
る
こ
と
に
は
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
別
に
不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
、
寧
む
し
ろ

当
然
な
こ
と
で
す
。

譬
え
ば
貴
方
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
よ
し
其
様
な
高
齢
で
其
程
の
智
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
若
し
貴
方
に
貴
方
の
知

識
し
て
い
な
い
事
を
誰
か
ゞ
教
え
た
と
す
れ
ば
、
貴
方
は
よ
り
善
く１

成
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
若
し
事
情
を
異
に

し
て
、
今
此
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
意
志
を
翻
し
、
つ
い
先
頃
此
都
市
に
訪
れ
て
来
た
あ
の
若
い
、
ヘ
ラ
ク
レ
オ
ト
ス
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三
七

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

の
子
ゼ
ウ
ク
シ
ポ
ス
と
の
交
際
を
望
ん
だ
と
し
て
、
今
貴
方
の
と
こ
ろ
へ
来
た
よ
う
に
、
彼
の
許
に
行
っ
て
、
貴

方
か
ら
聴
い
た
と
同
じ
事
、
つ
ま
り
彼
と
交
際
す
れ
ば
毎
日
よ
り
善
く
成
り
、
進
歩
す
る
と
云
う
こ
と
を
彼
か
ら

聴
い
た
場
合
に
、
若
し
彼
に
、『
何
に
つ
い
て
よ
り
善
く
成
り
、
何
に
向
っ
て
進
歩
す
る
と
貴
方
は
言
わ
れ
る
の

で
す
か
。』
と
質
問
し
た
な
ら
ば
、
其
ゼ
ウ
ク
シ
ポ
ス
は
彼
に
、『
画
を
描
く
こ
と
に
つ
い
て
。』
と
答
え
る
に
相

違
な
い
。
又
若
し
テ
バ
イ
の
オ
ル
タ
ゴ
ラ
ス
と
一
緒
に
成
っ
て
、
貴
方
か
ら
と
全
く
同
じ
事
を
彼
か
ら
も
聴
い
た

と
し
て
、
あ
の
人
に
、
彼
と
一
緒
に
成
れ
ば
、
何
に
つ
い
て
日
々
よ
り
善
く
成
る
か
、
を
質
し
た
場
合
に
は
、
彼

は
、
笛
を
吹
く
こ
と
に
向
っ
て
、
と
言
う
で
し
ょ
う
。
其
と
同
様
に
貴
方
も
亦
此
若
者
及
び
此
私
に
告
げ
て
く
だ

さ
い
、
私
は
此
男
の
為
に
こ
う
質
問
し
ま
す
か
ら
―
―
此
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
一
緒
に
成
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
彼
と
一
緒
に
成
っ
た
其
日
に
よ
り
善
く
成
っ
て
去
り
、
又
他
の
日
も
毎
日
同
様
に
進
歩
す
る
と
云
う

の
は
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
何
に
向
っ
て
、
ま
た
何
に
つ
い
て
ゞ
す
か
。

す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
僕
の
此
言
を
聴
い
て

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
君
は
如
何
に
も
美
し
く
質
問
す
る
、
儂
は
美
し
く
問
う
人
々
に
答
え
る
の
が
誠
に
悦
ば
し

い
。
さ
て
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、
儂
の
処
へ
さ
え
来
れ
ば
、
ソ
ピ
ス
テ
ス
と
云
っ
て
も
儂
以
外
の
誰
な
り
と
〻
一
緒

に
成
っ
て
受
け
る
よ
う
な
、
悩
ま
し
い
事
を
決
し
て
受
け
ず
に
す
む
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
他
の
ソ
ピ
ス
テ
ス
達



三
八

は
若
い
者
ど
も
を
誘
惑
し
傷
つ
け
て
い
る
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
彼
等
は
諸
学
術
を
逃
れ
て
来
た
ば
か
り
の
若
者
ど

も
を
、
其
意
志
に
反
し
て
引
張
っ
て
い
っ
て
、
再
び
諸
学
術
中
に
ぶ
ち
込
ん
で
、
数
学
、
天
文
学
、
幾
何
学
、
音

楽
等
を
教
え
て
い
る
＝
＝
同
時
に
彼
は
ヒ
ピ
ア
ス
の
方
を
見
据
ゑ
た
＝
＝
と
こ
ろ
が
儂
の
許
に
来
た
者
は
唯
全
く

其
為
に
来
た
其
事
を
の
み
学
ぶ
の
で
あ
る
。
即
ち
其
学
課
は
私
事
に
関
す
る
利
智
、
つ
ま
り
最
も
善
く
自
分
の
家

を
斉と
と
のえ
る
こ
と
と
、
公
事
に
関
す
る
巧
智
、
即
ち
最
も
有
力
に
都
市
の
事
を
行
い
又
語
る
こ
と
と
で
あ
る
。

　

さ
あ
、
私
は
貴
方
の
言
葉
に
従
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
貴
方
は
政
治
の
術
を
語
ら
れ
、

且
市
民
た
る
善
き
人
々
を
作
る
こ
と
を
誓
わ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が

　

其
さ
、
其
が
つ
ま
り
儂
が
広
く
告
示
し
て
い
る
其
宣
言
な
の
で
あ
る
。

▲十

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

ど
う
も
美
し
い
教
法
を
貴
方
は
手
に
入
れ
て
い
ら
れ
る
事
に
な
る
の
で
す
ね
、
若
し
本
当
と
し
た
ら
。
し
か
し

私
は
自
分
の
考
え
て
い
る
侭
を
貴
方
に
言
う
以
外
に
、
別
に
他
意
は
無
い
の
で
す
。
と
云
う
の
は
、
私
は
其
が
教

え
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
、
と
こ
ろ
が
貴
方
に
そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
、
さ
て

ど
う
も
信
じ
な
い
と
云
う
訳
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
ど
ん
な
事
か
ら
、其
が
教
え
ら
れ
得
な
い
、つ
ま
り
人
々

に
よ
っ
て
人
々
に
付
与
さ
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
云
う
考
を
起
し
た
か
、
其
を
私
は
語
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
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せ
ん
。
さ
て
私
は
ア
テ
ナ
イ
の
人
々
を
、
他
の
ヘ
ラ
ス
の
人
々
も
評
す
る
通
り
、
智
な
る
者
ど
も
で
あ
る
と
主
張

す
る
の
で
す
。
我
々
が
国
民
議
会
に
集
合
す
る
場
合
に
、
私
は
こ
う
云
う
情
景
を
見
る
の
で
す
。
建
築
に
つ
い
て

都
市
が
何
事
か
を
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
建
築
家
を
建
築
に
関
す
る
発
言
者
と
し
て
、
又
造
船
に
つ
い
て

は
造
船
家
を
呼
び
出
す
、
又
其
他
一
切
の
事
に
つ
い
て
も
、
其
が
学
ば
れ
得
る
、
従
っ
て
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で

あ
る
、
と
彼
等
が
考
え
て
い
る
限
り
の
事
柄
に
つ
い
て
は
、
そ
う
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
誰
で
も
、
彼
等
が
其

人
を
専
門
家
で
な
い
と
思
っ
て
い
る
其
或
る
他
の
人
が
、
彼
等
に
向
っ
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
試
み
で
も
し
よ
う

も
の
な
ら
、
た
と
い
其
人
が
美
し
い
富
ん
だ
且
名
家
の
出
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
彼
等
は
何
一
つ
を
す
ら
承
認
し

な
い
、
の
み
な
ら
ず
、
其
演
説
し
よ
う
と
試
み
る
者
が
野
次
り
倒
さ
れ
て
自
ら
壇
を
去
る
か
、
或
は
守
衛
等
が
、

プ
リ
タ
ネ
イ
ス１

の
命
を
受
け
て
、
彼
を
引
き
下
し
或
は
連
れ
去
る
迄
は
、
嘲
笑
と
喧け
ん
ご
う囂

を
以
て
応
酬
す
る
の
で
あ

る
。
さ
て
彼
等
が
専
門
に
属
す
る
と
思
っ
て
い
る
事
柄
に
つ
い
て
は
か
〻
る
行
動
を
取
る
、
と
こ
ろ
が
都
市
の
事

に
関
す
る
治
政２

に
つ
い
て
何
事
か
を
会
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で
あ
る
と
、
大
工
で
あ
る
と
鍛
冶
工
靴
工

で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
商
人
も
船
長
も
、
富
め
る
も
貧
し
き
も
、
貴
き
も
賎
し
き
も
択
ぶ
こ
と
な
く
、
誰
で
も
演

壇
に
昇
っ
て
其
事
に
つ
い
て
意
見
を
陳
べ
る
、而
も
誰
一
人
と
し
て
、先
の
人
々
の
場
合
の
よ
う
に
、此
等
の
人
々

に
、
ど
こ
か
ら
も
其
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
が
な
く
、
従
っ
て
彼
に
は
一
人
の
教
師
も
無
い
の
に
、
な
お
意
見
を
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陳
べ
よ
う
と
し
て
い
る
と
云
う
理
由
の
下
に
、
其
行
動
を
拒
み
は
し
な
い
。
是
を
要
す
る
に
、
其
が
教
え
ら
れ
得

る
も
の
で
な
い
、
と
彼
等
が
思
考
し
て
い
る
の
は
明
か
で
あ
る
。
な
お
都
市
共
同
の
事
柄
に
於
て
そ
う
で
あ
る
ば

か
り
で
は
な
い
【
、】
私
的
に
も
亦
そ
う
な
の
で
す
。
我
々
の
市
民
の
中
で
最
も
智
で
あ
り
最
も
善
で
あ
る
人
々

と
雖
も
、
自
己
の
持
っ
て
い
る
其
徳３

を
他
の
人
々
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ペ
リ
ク
レ
ス
、
此
処
に
居
る

此
青
年
の
父
、
彼
は
此
子
供
達
を
、
教
師
等
か
ら
得
ら
る
〻
事
柄
に
つ
い
て
は
、
美
し
く
も
良
く
教
育
し
た
が
、

し
か
し
彼
が
自
身
智
者
で
あ
る
所
以
の
者
に
つ
い
て
は
、
自
身
手
づ
か
ら
教
育
も
せ
ず
、
又
他
の
人
に
委
ね
も
し

な
い
、
そ
こ
で
子
供
等
は
、
見
張
り
の
居
な
い
家
畜
ど
も
の
よ
う
に
、
勝
手
に
徘
徊
し
て
牧
草
を
喰
っ
て
い
る
、

其
は
ま
る
で
独
り
手
に
ど
こ
か
で
其
徳
に
邂か
い
こ
う逅

で
も
す
る
で
あ
ろ
う
と
云
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
更
に
ま
た
、
よ
ろ

し
い
か
、
ク
レ
イ
ニ
ア
ス
、
此
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
弟
、
彼
を
今
言
っ
た
あ
の
人
、
ペ
リ
ク
レ
ス
が
後
見
し
て
い

た
、
そ
し
て
彼
が
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
為
に
堕
落
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
此
男
か
ら
隔
離
し
、
ア
リ
プ
ロ

ン
の
許
に
託
し
て
教
育
し
た
、
然
る
に
六
ヶ
月
も
た
〻
な
い
内
に
、
ア
リ
プ
ロ
ン
は
、
彼
に
は
手
の
施
し
様
が
な

い
と
言
っ
て
、
ペ
リ
ク
レ
ス
の
許
に
送
り
還
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
此
外
に
も
、
自
分
は
善
い
人
で
あ
る
の
に
、

身
内
の
者
で
も
他
人
で
も
、
誰
を
も
よ
り
善
く
し
た
こ
と
の
な
い
人
々
を
、
い
く
ら
で
も
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
私
は
此
等
の
こ
と
を
見
て
、
徳
は
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
、
と
思
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っ
て
い
る
の
で
す
。
然
る
に
今
貴
方
の
言
葉
を
聴
く
と
、
そ
う
だ
、
と
言
わ
れ
る
の
で
、
私
の
考
え
は
ぐ
ら
つ
い

て
来
ま
し
た
、
そ
し
て
貴
方
が
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
て
い
ら
れ
る
し
、
学
ば
れ
た
こ
と
も
、
自
分
で
発
見
さ
れ

た
こ
と
も
、
極
め
て
多
い
と
云
う
こ
と
に
考
え
合
せ
て
、
必
ず
や
貴
方
は
何
等
か
真
な
る
事
を
言
っ
て
い
ら
れ
る

の
で
あ
ろ
う
、
と
思
考
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
若
し
貴
方
が
、
徳
は
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
、
と
云
う

こ
と
を
我
々
に
一
層
明
了
に
、
承
知
の
で
き
る
よ
う
に
、
講
演
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
た
ら
、
嫌
と
は
言
わ

ず
に
、
講
説
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
な
に
決
し
て
拒
み
は
し
な
い
。
と
こ
ろ
で
君
等
に
は
ど
ん
な
風
な
講
演
を
試
み
た
も
の
だ

ろ
う
。
儂
は
こ
ん
な
老
人
で
あ
る
し
、
君
等
は
ま
だ
若
い
の
だ
か
ら
、
詩
話４

を
語
っ
て
み
よ
う
か
、
そ
れ
と
も
理

実
を
以
て
詳
述
し
よ
う
か
。

す
る
と
囲
り
に
座
を
占
め
て
い
た
多
く
の
者
ど
も
が
、
彼
の
言
を
受
け
て
、
ど
っ
ち
で
も
彼
の
思
う
様
に
詳
説
し

て
ほ
し
い
旨
を
告
げ
た
。

　

ど
う
も
儂
に
は
―
―
と
彼
は
曰
っ
た
―
―
君
等
に
詩
話
を
語
る
方
が
雅が
し
ゅ趣
に
富
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

▲十
一

さ
て
今
は
昔
、
神
々
は
居
ら
れ
た
が
、
死
滅
す
る
種
属
は
ま
だ
存
在
し
な
か
っ
た
時
代
が
有
っ
た
。
と
こ
ろ
が

彼
等
に
と
っ
て
誕
生
を
運
命
づ
け
ら
れ
た
時
が
到
達
し
た
の
で
、
神
々
は
地
の
下
に
、
土
と
火
と
更
に
火
や
土
に



四
二

混
合
し
て
い
る
諸
物
か
ら
捏こ

ね
合
せ
て
彼
等
を
型
っ
た
。さ
て
彼
等
を
光
の
方
へ
連
れ
出
そ
う
と
し
た
時
に
、神
々

は
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
と
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス１

と
に
命
じ
て
、
彼
等
の
装
い
を
調
え
、
各
々
に
至
当
な
る
よ
う
に
種
々
な
る

能
力
を
頒わ
か

ち
与
え
し
め
た
。
す
る
と
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
は
自
分
が
頒は
ん
よ与
し
た
い
と
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
懇
願
し
、『
儂

が
分
配
す
る
か
ら
―
―
と
曰
っ
た
―
―
後
で
見
て
も
ら
い
た
い
。』
そ
う
説
服
し
て
彼
は
頒
け
始
め
た
。
そ
こ
で

或
者
ど
も
に
は
速
さ
を
頒
た
ず
に
強
さ
を
付
与
し
、
弱
い
者
ど
も
を
ば
速
さ
を
以
て
装
っ
た
。
又
或
者
ど
も
を
ば

武
装
し
、
他
の
者
ど
も
に
は
武
器
を
持
た
な
い
性
質
を
与
え
た
代
り
に
、
保
存
の
目
的
を
以
て
他
の
或
能
力
を
彼

等
の
為
に
考
案
し
た
、
そ
こ
で
彼
等
の
中
、
彼
が
小
さ
い
衣
を
以
て
包
ん
だ
者
ど
も
に
は
、
翼
に
よ
る
避
難
か
或

は
地
下
の
住
い
を
頒
与
し
、
又
大
さ
に
よ
っ
て
増
大
し
た
者
ど
も
は
、
之
を
其
大
さ
に
よ
っ
て
救
い
、
又
そ
う
云

う
風
に
其
他
の
力
を
も
平
等
に
分
配
し
た
。
つ
ま
り
彼
は
、
何
れ
の
種
属
も
滅
亡
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
注
意

し
つ
〻
、
其
を
巧
み
に
案
じ
行
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
彼
等
が
互
に
殺
滅
し
合
う
こ
と
の
無
い
よ
う
に
、
夫
々
に

避
難
の
方
法
を
講
じ
て
か
ら
、
ゼ
ウ
ス
か
ら
の
気
候
に
対
し
て
其
適
応
性
を
工
夫
し
た
、
そ
し
て
彼
は
密
生
し
た

毛
と
厚
い
皮
と
を
以
て
彼
等
を
包
ん
だ
、
其
毛
皮
は
厳
寒
酷
暑
を
防
ぐ
に
充
分
な
る
力
を
持
っ
て
い
る
し
、
又
彼

等
が
寝
所
に
赴
く
場
合
に
は
、
同
じ
其
毛
皮
が
彼
等
に
と
っ
て
、
自
分
に
專
属
の
、
而
も
自
分
か
ら
生
え
抜
き
の
、

蒲
団
と
な
る
の
で
あ
る
、
又
或
者
ど
も
に
は
蹄
を
、
或
者
ど
も
に
は
厚
い
血
の
通
わ
ぬ
皮
を
穿
か
せ
た
。
是
に
次
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い
で
彼
は
各
々
に
異
っ
た
食
物
を
提
供
し
た
、
即
ち
或
者
ど
も
に
は
地
か
ら
生
ず
る
雑
草
を
、
他
の
者
ど
も
に
は

木
の
実
を
、
又
或
者
ど
も
に
は
其
根
を
与
え
た
。
更
に
彼
が
他
の
動
物
の
肉
を
食
物
と
す
る
こ
と
を
許
し
た
者
ど

も
も
有
る
、
か
〻
る
動
物
に
は
少
産
性
を
付
与
し
、
彼
等
に
よ
っ
て
喰
い
亡
さ
れ
る
動
物
に
は
、
其
種
属
を
保
存

す
る
為
に
、
多
産
性
を
供
し
た
。

　

然
る
に
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
は
全
く
の
智
者
と
云
う
訳
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
諸
種
の
能
力
を
悉
く
無
理
性
な
る
動

物
に
の
み
使
い
果
し
て
し
ま
っ
た
事
に
一
向
気
付
か
な
か
っ
た
、
そ
こ
で
彼
に
人
々
の
種
属
が
ま
だ
準
備
さ
れ
ず

に
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
、
彼
は
ど
う
し
て
よ
い
か
全
く
途
方
に
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。
丁
度
彼
が
困
惑
し
て
い

る
と
こ
ろ
へ
、
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
が
其
配
分
を
見
に
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
、
そ
し
て
万
物
中
他
の
諸
動
物
は
如
何

に
も
良
く
注
意
さ
れ
て
い
る
の
に
、
人
間
だ
け
は
裸
体
、
裸
足
、
更
に
寝
具
も
無
く
武
器
も
持
た
な
い
の
を
見
出

だ
し
た
、
然
る
に
運
命
づ
け
ら
れ
た
日
は
既
に
来
て
い
る
、
其
日
の
中
に
人
間
も
地
の
中
か
ら
光
の
方
へ
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
、ど
ん
な
救
済
法
を
人
間
の
為
に
見
出
だ
し
た
も
の
か
と
、

当
惑
し
て
し
ま
っ
た
が
、
遂
に
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
と
ア
テ
ナ２

と
の
許
か
ら
技
術
的
の
智
慧
を
火
と
一
緒
に
盗
ん
で
―

―
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
火
と
離
し
て
其
智
慧
を
獲
得
し
使
用
す
る
こ
と
は
何
者
に
も
不
可
能
な
こ
と
な
の
で
あ
る

か
ら
―
―
そ
こ
で
そ
う
云
う
風
に
し
て
其
を
人
間
に
贈
っ
た
。
か
く
し
て
人
間
は
生
活
に
関
す
る
智
慧
を
得
た
の
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で
あ
る
が
、
し
か
し
政
治
的３

の
智
慧
は
得
な
か
っ
た
。
と
云
う
の
は
其
智
慧
は
ゼ
ウ
ス
の
手
許
に
在
っ
た
の
で
あ

る
、
然
る
に
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
に
は
あ
の
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス４

即
ち
ゼ
ウ
ス
の
宮
居
に
這
入
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
な
か
っ

た
し
、
其
上
ま
た
ゼ
ウ
ス
の
守
備
兵
は
恐
し
い
者
ど
も
で
あ
っ
た
、
そ
こ
で
彼
は
ア
テ
ナ
と
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
と
が

其
内
で
技
術
を
楽
し
み
励
ん
で
い
る
其
共
同
の
宮
居
に
忍
び
込
ん
で
、
火
に
燃
え
て
い
る
、
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
と
ア

テ
ナ
と
の
、
夫
々
の
技
術
を
盗
ん
で
、
之
を
人
間
に
与
え
た
の
で
あ
る
。
是
に
由
っ
て
人
間
に
は
生
活
の
好
き
運

び
が
得
ら
れ
た
が
、プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
の
為
に
、伝
説
の
語
る
通
り
、後
に
盗と
う
せ
つ竊
の
刑
罰５

を
受
け
た
。

▲十
二

さ
て
茲
に
人
間
は
神
の
所
性
を
分
ち
持
っ
た
が
為
に
、
最
初
は
神
と
の
其
親
属
関
係
に
よ
っ
て
生
物
中
唯
独
り

神
々
を
信
じ
、
神
々
の
祭
壇
や
彫
像
を
設
置
す
る
こ
と
に
従
事
し
た
、
次
い
で
音
韻
名
辞
を
其
術
に
よ
っ
て
速
に

工
夫
発
音
し
、
更
に
住
居
や
衣
服
や
靴
や
寝
具
や
、
地
よ
り
生
え
出
づ
る
食
物
を
発
見
し
た
。
是
の
如
き
準
備
を

完
成
し
て
最
初
の
間
人
々
は
離
散
し
て
住
ん
で
い
た
、
つ
ま
り
都
市
と
云
う
も
の
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
人
々
は
獣
類
に
よ
っ
て
、
彼
等
よ
り
あ
ら
ゆ
る
点
で
劣
弱
で
あ
っ
た
為
に
、
次
第
に
亡
さ
れ
て
行
っ
た
、
而
も

彼
等
の
手
工
的
技
術
は
食
物
に
向
っ
て
は
充
分
な
援
助
で
あ
っ
た
が
、
野
獣
と
の
戦
い
に
対
し
て
は
無
効
で
あ
っ

た
―
―
な
ぜ
か
と
云
え
ば
彼
等
は
政
治
の
術
を
全
く
欠
い
て
い
た
、
而
も
戦
争
の
術
は
其
一
部
を
成
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
―
―
そ
こ
で
互
に
寄
り
合
い
、
都
市
の
建
設
に
よ
っ
て
救
助
し
合
お
う
と
試
み
た
。
さ
て
聚し
ゅ
う
ご
う合し
て
見
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る
と
、
政
治
の
術
を
持
っ
て
い
な
い
為
に
、
互
に
不
正
を
行
い
、
其
結
果
再
び
離
散
し
て
、
ま
た
亡
び
行
く
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
ゼ
ウ
ス
は
我
々
の
種
属
の
全
く
滅
亡
し
終
る
こ
と
を
恐
れ
て
、ヘ
ル
メ
ス１

を
使
者
と
し
て
、人
々

の
内
に
畏
敬
と
正
義２

と
を
、
其
等
が
都
市
の
整
調
、
結
条
と
し
て
親
愛
の
仲
介
者
と
な
る
よ
う
に
、
齎も
た
らさ
し
め

た
。
す
る
と
ヘ
ル
メ
ス
は
、ど
ん
な
風
に
正
義
と
畏
敬
と
を
人
々
に
与
え
た
も
の
か
を
ゼ
ウ
ス
に
き
い
て
曰
っ
た
、

『
種
々
の
技
術
が
頒
与
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
う
云
う
風
に
是
を
分
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
か
、
其
は
こ
う
云
う
風
に

頒
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す
、
つ
ま
り
医
術
を
知
っ
て
い
る
者
が
一
人
居
れ
ば
、
多
く
の
素
人
に
と
っ
て
充
分
で
あ

る
、
又
他
の
技
術
者
に
於
て
も
そ
う
な
の
で
す
が
、
正
義
と
畏
敬
と
を
も
亦
そ
う
云
う
風
に
人
々
の
中
に
施
設
し

ま
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
所あ
ら
ゆ有

る
人
々
に
頒
ち
ま
し
ょ
う
か
。』
す
る
と
ゼ
ウ
ス
は
命
じ
て
曰
っ
た
、『
総
て
の
者

ど
も
に
亙
っ
て３

、
そ
し
て
所
有
る
人
々
が
其
を
倶
有＊

す
る
よ
う
に
。
さ
も
な
け
れ
ば
都
市
は
成
立
し
な
い
、
よ
し

少
数
者
の
み
が
、
他
の
諸
術
に
於
け
る
如
く
に
、
其
を
倶
有
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
更
に
吾
が
名
に
於
て
、
畏
敬

と
正
義
と
を
倶
有
し
得
ざ
る
者
は
、
都
市
の
病
と
し
て
、
之
を
殺
す
、
と
云
う
法
律
を
置
け
。』

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、此
通
り
な
の
で
あ
る
、そ
こ
で
此
事
に
由
っ
て
、他
の
人
々
も
、ま
た
ア
テ
ナ
イ
の
人
々
も
、

建
築
或
は
他
の
技
芸
の
徳
に
関
し
て
議
す
る
場
合
に
は
、
少
数
者
が
其
会
議
に
与
る
べ
き
で
あ
る
と
思
考
し
て
い

る
、
従
っ
て
其
少
数
者
以
外
の
何
人
か
ゞ
意
見
を
陳
べ
よ
う
と
し
た
な
ら
ば
、
彼
等
は
其
を
承
知
は
し
な
い
、
其



四
六

は
君
の
言
う
通
り
で
あ
り
、
儂
も
亦
其
は
当
然
だ
と
主
張
す
る
。
然
る
に
政
治
的
徳
に
関
す
る
会
議
に
進
む
場
合

に
は
、
其
会
議
は
全
く
正
義
の
徳
と
思
慮
の
徳４

と
の
み
に
よ
っ
て
運
行
す
べ
き
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
彼
等
が
如
何

な
る
人
を
も
承
認
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
、
其
は
何
人
も
此
徳
を
倶
有
し
て
い
る
の
が
当
然
で
あ
る
か
ら
で
、
さ

も
な
け
れ
ば
都
市
は
成
立
し
得
ま
い
。
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
是
が
其
理
由
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
実
際
に
於
て
総
て
の
人
が
、
所あ
ら
ゆ有
る
人
々
は
正
義
及
び
他
の
政
治
的
徳
を
倶
有
し
て
い
る
、
と
考
え
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
君
が
偽
ら
れ
た
と
思
わ
な
い
よ
う
に
、
次
の
事
を
ま
た
其
証
明
と
し
て
見
給
え
。
他
の
諸

徳
に
於
て
は
君
の
言
う
通
り
、
若
し
誰
か
ゞ
、
自
分
が
そ
う
で
も
な
い
の
に
、
善
い
笛
吹
き
で
あ
る
と
か
、
他
の

何
等
か
の
術
に
於
て
も
亦
そ
う
言
っ
た
と
し
た
ら
、
人
々
は
嘲
笑
し
た
り
憤
慨
し
た
り
す
る
、
又
親
身
の
者
ど
も

は
彼
の
処
に
行
っ
て
、
気
が
狂
っ
て
い
る
者
の
如
く
に
窘た
し
なめ

る
。
と
こ
ろ
が
正
義
や
他
の
政
治
的
徳
に
於
て
は
、

よ
し
人
々
が
或
者
の
不
正
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
て
も
、
而
も
若
し
其
者
自
身
が
多
く
の
人
々
の
前
で
、
自
己

の
不
利
を
も
顧
ず
、
真
実
を
語
っ
た
と
し
た
ら
、
先
の
場
合
で
は
真
実
を
語
る
こ
と
が
思
慮
の
徳
で
あ
る
と
人
々

は
考
え
て
い
る
の
に
、
此
場
合
で
は
其
を
以
て
狂
気
と
す
る
、
そ
し
て
人
々
は
、
実
際
の
如
何
に
拘
ら
ず
、
総
て

の
人
は
自
ら
は
正
義
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
又
そ
う
装
わ
な
い
者
は
狂
気
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
称

し
て
い
る
、
云
わ
ば
何
人
と
雖
も
何
等
か
の
風
に
其
徳
を
倶
有
し
て
い
な
い
者
は
無
い
と
云
う
こ
と
が
必
然
で
あ
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っ
て
、
さ
も
な
い
者
は
人
間
の
仲
間
に
は
這
入
れ
な
い
と
云
う
よ
う
に
。

▲十
三

さ
て
是
を
要
す
る
に
、
所
有
る
人
々
を
其
徳
に
関
し
て
の
議
員
と
し
て
人
々
が
承
認
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ

る
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
人
々
は
、
総
て
の
人
が
其
徳
を
倶
有
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
其
事
を
儂

は
今
述
べ
た
。
し
か
し
其
徳
は
生う
ま
れ
つ付
き
に
有
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
独
り
手
に
来
る
の
で
も
な
い
、
む
し
ろ
教
え

ら
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
又
世
話
に
よ
っ
て
来
る
者
に
は
来
る
の
で
あ
る
、
と
人
々
は
考
え
て
い
る
、
此
事
を
次

に
君
に
証
明
し
て
み
よ
う
。
さ
て
人
々
は
、
互
が
自
然
に
又
は
偶
然
に
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
限
り
の
悪
い

事
に
つ
い
て
は
、
何
人
と
雖
も
其
を
持
っ
て
い
る
者
ど
も
を
、
そ
う
云
う
者
で
な
く
す
る
為
に
、
或
は
怒
っ
た
り
、

或
は
窘た
し
なめ

た
り
、
或
は
教
え
た
り
、
或
は
懲
ら
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
人
々
は
気
の
毒
に
思
う
。

例
え
ば
醜
い
者
、
矮
小
な
る
者
、
虚
弱
な
る
者
に
対
し
て
、
如
上
の
事
の
中
の
何
れ
か
の
一
事
を
し
よ
う
と
試
み

る
程
、
理
の
分
ら
な
い
者
が
有
り
得
よ
う
か
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
儂
の
思
う
に
、
此
等
の
事
は
自
然
に
又
は
偶

然
に
人
々
に
来
た
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を
人
々
は
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
つ
ま
り
美
し
い
事
や
又
其

反
対
な
る
事
は
。
と
こ
ろ
が
世
話
や
練
習
や
教
育
に
よ
っ
て
人
々
が
持
つ
限
り
の
善
い
事
に
於
て
は
、
若
し
人
が

其
を
持
っ
て
い
な
い
で
、
む
し
ろ
其
反
対
で
あ
る
悪
い
事
を
持
っ
て
い
る
と
、
其
人
々
に
対
し
て
怒
り
や
窘
め
が

起
る
の
で
あ
る
。
不
正
や
不
敬
虔
の
行
為
や
は
其
悪
の
一
で
あ
り
、
つ
ま
り
一
括
し
て
云
え
ば
政
治
的
徳
に
反
対
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な
る
も
の
一
切
が
其
で
あ
る
。
其
場
合
に
は
誰
で
も
が
誰
で
も
を
怒
り
又
窘
め
る
、
そ
れ
は
世
話
と
学
習
と
に
よ

っ
て
徳
は
獲
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
理
由
に
よ
る
の
は
明
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
若
し
君
が
、
不
正
な
る
人
々

を
懲
ら
す
と
云
う
事
が
ど
う
云
う
意
味
の
も
の
で
あ
る
か
、
と
云
う
こ
と
を
思
念
し
て
み
さ
え
す
れ
ば
、
ソ
ク
ラ

テ
ス
、
其
事
自
体
が
君
に
、
少
く
も
人
々
は
徳
を
付
与
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
思
考
し
て
い
る
こ
と
を
、
教
示
す

る
に
相
違
な
い
。
と
云
う
の
は
、
誰
も
不
正
な
る
人
々
を
懲
ら
す
に
当
っ
て
、
彼
等
が
悪
い
事
を
し
た
か
ら
と
云

う
事
を
念
頭
に
置
い
て
、
其
故
に
懲
ら
す
の
で
は
な
い
、
苟い
や
しく
も
、
ま
る
で
野
獣
の
よ
う
に
、
道
理
も
無
く
復
讐

的
に
呵か
し
ゃ
く責

す
る
が
如
き
者
で
さ
え
な
い
な
ら
ば
。
さ
て
道
理
を
弁
え
て
懲
ら
す
こ
と
を
試
る
者
は
既
に
過
ぎ
去
っ

た
不
正
事
の
故
に
呵
責
は
し
な
い
―
―
な
ぜ
か
と
云
え
ば
少
く
も
為
さ
れ
た
事
を
未
だ
起
ら
ざ
る
状
態
に
し
よ
う

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
―
―
む
し
ろ
将
来
の
為
に
で
あ
る
、
つ
ま
り
其
者
自
身
は
再
び
、
又
其
者
が
、
懲
ら
さ

れ
る
の
を
見
て
い
る
他
の
者
ど
も
も
、
不
正
を
行
わ
な
い
よ
う
に
。１

而
も
か
〻
る
思
慮
を
持
つ
て
い
る
以
上
、
其

人
は
徳
を
教
育
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
思
惟
し
て
い
る
、
そ
こ
で
向
き
を
転
ず
る
為
に
懲
ら
す
の
で
あ
る
。
さ

て
総
て
の
個
人
的
に
で
も
社
会
的
に
で
も
責
罰
を
試
る
程
の
人
々
は
、
皆
此
信
念
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
君
の

市
民
ア
テ
ナ
イ
の
人
々
は
勿
論
、
又
他
の
人
々
も
、
不
正
を
行
っ
て
い
る
と
彼
等
が
思
う
所
の
者
ど
も
を
責
め
も

し
懲
ら
し
も
す
る
、
其
に
何
も
相
違
は
な
い
。
要
す
る
に
此
道
理
に
基
づ
い
て
、
ア
テ
ナ
イ
の
人
々
も
、
徳
は
付
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与
さ
れ
、
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
、
と
思
考
し
て
い
る
人
々
の
仲
に
這
入
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
。
こ
れ
で
君

の
市
民
達
は
、
鍛
冶
工
や
靴
工
が
政
治
的
の
事
柄
に
関
し
て
意
見
を
述
べ
た
と
し
て
も
、
其
を
承
認
し
て
い
る
の

は
当
然
で
あ
り
、
且
徳
は
教
え
ら
れ
付
与
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
、
と
思
考
し
て
い
る
と
云
う
こ
と
が
、
君
に
証

明
さ
れ
た
の
で
あ
る
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
而
も
充
分
に
、
少
く
も
儂
に
は
そ
う
見
え
る
。

▲十
四

さ
て
猶な
お

茲
に
疑
問
が
残
っ
て
い
る
、
其
は
君
が
善
い
人
々
に
つ
い
て
解
釈
の
途
に
窮
し
て
い
る
事
で
あ
る
、
即

ち
ど
う
し
て
善
い
人
々
は
、
教
師
達
か
ら
得
ら
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
子
供
を
教
育
し
て
智
者
に
す
る

が
、
彼
等
が
自
身
善
で
あ
る
所
以
の
徳
に
つ
い
て
は
、
特
に
人
よ
り
よ
り
善
き
者
に
仕
立
て
な
い
の
で
あ
る
か
、

此
事
に
つ
い
て
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
詩
話
は
も
う
よ
し
て
、
理
実
を
君
に
儂
は
語
ろ
う
。
ま
ず
次
の
事
を
思
念

し
て
見
た
ま
え
。
一
体
或
一
つ
の
者
が
有
る
か
無
い
か
、
其
を
市
民
た
る
者
は
誰
で
も
必
ず
倶
有
す
る
要
が
あ
る

よ
う
な
、
苟
く
も
都
市
が
成
立
し
得
る
為
に
は
。
此
点
に
於
て
の
み
君
に
は
当
惑
し
て
い
る
其
疑
問
が
解
か
れ
得

る
の
で
、
他
の
点
に
於
て
は
絶
対
に
解
け
な
い
の
で
あ
る
。
さ
て
若
し
其
が
有
る
な
ら
ば
、
其
一
者
は
建
築
の
徳

で
も
な
く
、
製
陶
製
靴
の
徳
で
も
な
い
、
其
は
正
義
の
徳
、
思
慮
の
徳
、
敬
虔
で
あ
る
こ
と
、
一
括
し
て
一
つ
な

る
其
者
を
儂
は
男
子
の
徳
と
呼
び
な
し
て
い
る
が
―
―
若
し
其
が
是
の
如
き
も
の
な
ら
ば
、
つ
ま
り
其
を
総
て
の

者
は
倶
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
又
其
と
倶と
も

に
総
て
の
人
は
、
若
し
何
か
他
の
事
を
学
び
或
は
行
お
う
と
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欲
す
る
に
し
て
も
、
是
の
如
く
に
（
即
ち
其
と
倶
に
）
行
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
又
其
を
欠
い
て
は
、
行
っ
て
は
な
ら

な
い
、
又
其
を
倶
有
し
て
い
な
い
者
が
有
れ
ば
、
子
供
た
る
と
男
子
た
る
と
女
子
た
る
と
を
問
わ
ず
、
懲
ら
さ
れ

て
よ
り
善
く
成
る
ま
で
、
彼
等
を
教
育
も
し
又
懲
ら
し
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
し
か
し
懲
ら
さ
れ
教
育
さ
れ

て
も
聴
き
入
れ
な
い
者
が
有
っ
た
場
合
に
は
、
其
者
は
医
し
得
な
い
者
と
し
て
、
之
を
都
市
の
外
に
追
放
す
る
か

或
は
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
―
―
さ
て
若
し
事
情
是
く
の
如
く
で
あ
る
と
し
て
、
ま
た
其
徳
は
か
〻
る
所
性
で

あ
る
の
に
、
善
き
人
々
が
他
の
事
柄
に
つ
い
て
は
子
供
等
を
教
育
す
る
が
、
其
徳
に
つ
い
て
は
教
育
し
な
い
と
し

た
ら
、
考
え
て
も
み
た
ま
え
、
善
い
人
々
と
云
う
の
は
如
何
に
も
不
思
議
な
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
か

と
云
え
ば
、
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
其
が
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
、
と
彼
等
が
思
考
し
て
い
る
こ
と
は
、

既
に
我
々
が
立
証
し
た
の
で
あ
る
、
さ
て
其
が
教
え
ら
れ
又
面
倒
を
見
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
他
の
事
柄

に
つ
い
て
は
子
供
を
教
導
す
る
、
し
か
し
よ
し
彼
等
が
其
知
識
を
持
た
な
い
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
其
に
対
し
て
刑

罰
が
死
と
云
う
訳
で
は
な
い
、
然
る
に
若
し
彼
等
の
子
供
等
が
徳
を
学
び
も
せ
ず
、
其
に
向
っ
て
面
倒
も
み
ら
れ

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
其
子
供
に
と
っ
て
其
刑
罰
は
死
か
追
放
か
で
あ
る
、
い
や
死
に
加
え
て
財
産
の
没
収
更
に

所い
わ
ゆ謂
る
一
家
の
破
滅
で
あ
る
、
其
徳
に
つ
い
て
は
教
導
も
せ
ず
、
又
所
有
る
手
段
を
尽
し
て
面
倒
も
見
な
い
と
云

う
事
が
有
り
得
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
我
々
は
其
を
信
じ
な
い
訳
に
は
ゆ
く
ま
い
。



五
一

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

▲十
五

実
際
彼
等
は
其
子
供
を
、
極
く
幼
少
な
る
時
か
ら
始
め
て
、
彼
等
の
生
き
て
い
る
限
り
、
教
育
も
し
矯
正
も
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
子
供
が
漸
く
人
々
の
話
す
言
葉
を
解
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
乳
母
や
母
、
又
パ
イ
ダ
ゴ

ー
ゴ
ス１

や
其
父
自
身
も
、
其
子
が
最
も
善
く
成
る
よ
う
に
と
骨
を
折
る
、
そ
し
て
事
毎
に
又
口
を
き
く
度
に
教
え

導
い
て
、
是
は
正
し
い
、
是
は
正
し
く
な
い
、
是
は
美
し
い
事
で
あ
る
、
是
は
醜
い
事
で
あ
る
、
是
は
敬
虔
、
是

は
不
敬
虔
、
是
は
為な

せ
、
是
は
為す

る
な
、
と
云
う
こ
と
を
明
か
に
指
示
し
て
や
る
。
そ
こ
で
素
直
に
服
従
す
れ
ば

よ
し
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
ま
る
で
捩
く
れ
曲
っ
た
材
木
を
直
く
す
る
よ
う
に
、
威
嚇
や
打
ち
ょ
う
ち
ゃ
く

擲
を
以
て
之
を
直
す
。

是
に
次
い
で
彼
等
は
教
師
達
の
許
に
子
供
を
送
っ
て
、
国
文
や
キ
タ
リ
ス
楽
よ
り
は
寧
ろ
子
供
の
良
き
躾
の
為
に

特
に
面
倒
を
み
る
よ
う
に
頼
み
込
む
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
教
師
達
は
其
面
倒
を
み
る
、
而
も
其
上
に
も
子
供
が
文

字
を
学
び
、
其
文
字
を
、
今
迄
耳
で
音
を
解
し
て
来
た
と
同
様
に
、
読
知
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
机
の
上
へ
善
い

詩
人
達
の
詩
を
彼
等
に
あ
て
が
っ
て
読
ま
せ
、
之
を
暗
記
せ
し
め
る
、
其
詩
の
中
に
は
多
く
の
訓
戒
が
含
ま
れ
て

い
る
、
ま
た
善
き
勇
ま
し
き
人
々
に
つ
い
て
の
描
写
、
讃
美
、
称
揚
が
極
め
て
多
い
、
そ
れ
は
其
子
供
が
憧し
ょ
う
け
い憬の

心
を
起
し
て
模
倣
し
、
か
〻
る
人
物
に
成
ら
う
と
意
志
す
る
よ
う
に
、
と
の
趣
旨
か
ら
で
あ
る
。、
さ
て
又
キ
タ

リ
ス
音
楽
教
師
も
他
の
方
法
を
以
て
か
〻
る
教
育
を
す
る
、
つ
ま
り
若
い
者
ど
も
が
何
等
悪
い
事
を
行
わ
な
い
よ

う
に
と
、
思
慮
の
徳
に
つ
い
て
面
倒
を
見
る
、
そ
こ
で
彼
等
に
、
彼
等
が
キ
タ
リ
ス
を
弾
く
こ
と
を
学
ぶ
と
、
ま
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五
二

た
他
の
善
い
詩
人
即
ち
抒
情
詩
人
の
歌
を
、
キ
タ
リ
ス
の
符
曲
に
編
ん
で
教
え
、
以
て
旋
律
と
調
和
と
が
子
供
の

魂
に
宿
る
よ
う
に
強
い
る
、
そ
れ
は
彼
等
が
一
層
開
化
し
た
人
々
と
成
り
、
よ
り
良
き
旋
律
と
、
よ
り
良
き
調
和

と
を
体
得
し
て
、
語
る
こ
と
に
為
す
こ
と
に
善
能
な
る
人
物
と
成
る
よ
う
に
す
る
為
で
あ
る
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、

人
の
生
活
は
つ
ね
に
良
き
旋
律
と
良
き
調
和
と
を
要
す
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
是
等
の
か
た
わ
ら
彼
等
は
其
子
供

を
体
育
教
師
の
許
に
送
る
、
そ
れ
は
子
供
等
が
よ
り
善
き
肉
体
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
善
能
な
る
精
神
に
自
己

を
捧
げ
得
る
よ
う
に
し
、
戦
争
其
他
の
行
動
に
際
し
て
肉
体
の
虚
弱
の
故
に
怠
け
る
よ
う
に
せ
し
め
ら
れ
な
い
為

で
あ
る
。
而
も
特
に
此
教
育
を
為
し
得
る
程
の
者
は
特
に
も
之
に
力
を
入
れ
る
―
―
つ
ま
り
資
産
の
有
る
者
ど
も

が
特
に
も
為
し
得
る
の
で
あ
る
―
―
そ
こ
で
彼
等
の
子
供
等
は
、
若
い
時
か
ら
始
め
て
、
極
く
早
く
か
ら
教
師
の

許
に
通
い
、
極
く
晩
く
教
師
達
か
ら
離
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
て
彼
等
が
教
師
達
か
ら
離
れ
る
と
、
今
度
は
都
市
が

彼
等
に
法
律
を
学
び
、
其
に
従
っ
て
、
つ
ま
り
彼
等
が
其
か
ら
離
れ
て
勝
手
な
行
動
を
取
ら
な
い
よ
う
に
、
其
条

文
に
従
っ
て
生
き
る
よ
う
に
迫
る
、
そ
こ
で
別
に
術
も
な
く
、
恰あ
た
かも
国
文
教
師
が
、
子
供
等
の
中
で
ま
だ
書
く
こ

と
の
で
き
な
い
者
ど
も
に
は
、
筆
を
取
っ
て
文
字
の
手
本
を
書
い
て
、
之
を
彼
等
に
与
え
、
其
字
形
の
指
導
に
従

っ
て
臨
書
せ
し
め
る
よ
う
に
、
そ
う
云
う
風
に
都
市
も
亦
善
き
古
え
の
立
法
家
達
の
発
見
し
た
其
法
文
を
手
本
と

し
て
掲
書
し
、
其
に
従
っ
て
支
配
し
又
支
配
さ
れ
る
こ
と
を
強
い
、
其
法
外
に
歩
み
出
る
者
を
懲
戒
す
る
。
此
懲



五
三

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

戒
の
名
称
を
君
等
の
処
で
も
、
又
他
の
到
る
処
で
も
、
処
罰
（
正
義
）
は
直な
お

く
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、「
正
す２

」

と
呼
ん
で
い
る
。
さ
て
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
是
の
如
き
配
慮
が
徳
に
つ
い
て
有
る
の
で
あ
る
が
、
お
〻
ソ
ク

ラ
テ
ス
、
其
で
も
君
は
、
徳
が
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を
、
不
思
議
に
思
っ
た
り
、
疑
問
に
し

た
り
し
て
い
る
の
か
。
し
か
し
驚
く
に
は
当
ら
な
い
、
反
っ
て
若
し
教
え
ら
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
し
た
ら
、

其
方
が
余
程
不
思
議
で
あ
る
。

▲十
六

然
ら
ば
如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
て
善
き
父
達
か
ら
劣
っ
た
子
供
が
出
来
る
の
で
あ
る
か
、
其
を
今
度
は
学
び
た

ま
え
。
儂
は
今
し
方
此
事
柄
、
即
ち
徳
は
、
都
市
が
存
立
す
べ
き
条
件
と
し
て
、
何
人
も
其
を
知
ら
な
い
素
人
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
云
う
こ
と
を
真
実
と
し
て
語
っ
た
が
、
別
に
驚
く
に
は
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
儂
の
言
う

こ
と
が
事
実
で
あ
る
か
―
―
い
や
全
く
は
其
通
り
な
の
で
あ
る
が
―
―
其
を
他
の
何
等
か
の
職
業
か
学
課
か
を
選

ん
で
思
慮
し
て
み
た
ま
え
。若
し
総
て
の
人
が
各
自
で
き
得
る
限
り
の
程
度
に
於
て
笛
吹
き
で
な
か
っ
た
な
ら
ば
、

都
市
が
存
立
し
得
な
い
と
し
て
、
其
場
合
に
は
個
人
的
に
も
社
会
的
に
も
総
て
の
人
は
総
て
の
人
に
此
事
を
教
え

も
し
、
又
美
し
く
笛
を
吹
か
な
い
者
を
ば
打
擲
も
し
よ
う
、
更
に
又
誰
も
此
事
を
教
え
る
こ
と
を
嗇お
し

み
は
し
ま
い
、

そ
れ
は
丁
度
今
の
場
合
何
人
も
正
義
な
る
事
、
合
法
的
な
る
事
を
、
他
の
諸
々
の
術
智
に
於
け
る
よ
う
に
、
嗇
ん

で
控
え
た
り
匿か
く

し
た
り
し
な
い
よ
う
に
―
―
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
儂
の
思
う
に
、
互
に
持
っ
て
い
る
正
義
等
の
徳
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五
四

は
我
々
相
互
に
役
立
つ
か
ら
で
あ
っ
て
、
其
故
に
総
て
の
人
は
総
て
の
人
に
好
ん
で
正
義
や
合
法
的
な
る
事
を
告

げ
も
し
教
え
も
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
若
し
そ
う
云
う
風
に
吹
笛
に
於
て
も
我
々
が
互
に
教
え
合
う
こ
と
に
熱

心
と
嗇
み
拒
ま
な
い
心
と
を
持
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
君
は
恐
ら
く
善
い
笛
吹
き
の
子
供
等

は
、
劣
っ
た
者
ど
も
の
よ
り
は
、
善
い
笛
吹
き
に
成
る
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
儂
は
そ
う
は
思
わ
な
い
、
む

し
ろ
誰
の
子
で
も
吹
笛
に
好
適
な
る
天
性
を
持
っ
て
生
れ
〻
ば
、
其
者
は
栄
え
、
名
高
い
者
と
成
り
、
其
天
性
を

欠
い
て
い
れ
ば
、
別
に
彰あ
ら
われ
な
い
、
そ
こ
で
善
い
笛
吹
き
の
子
に
悪
い
の
が
出
来
た
り
、
悪
い
の
か
ら
優
れ
た
の

が
生
れ
る
と
云
う
こ
と
も
屡
々
あ
る
。
し
か
し
所
有
る
人
々
は
、
素
人
で
何
も
吹
笛
に
つ
い
て
知
ら
な
い
者
ど
も

に
対
比
す
れ
ば
、有
能
な
る
笛
吹
き
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
今
の
場
合
で
も
君
は
こ
う
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

法
律
を
持
っ
た
人
々
の
間
に
育
て
ら
れ
た
者
ど
も
の
中
で
最
も
不
正
で
あ
る
と
君
に
見
え
る
者
で
も
、
若
し
教
育

も
裁
判
所
も
法
律
も
又
所
有
る
方
法
を
以
て
徳
の
配
慮
を
迫
る
何
等
の
強
制
も
之
を
持
っ
て
い
な
い
人
々
、
云
わ

ば
去
年
詩
人
ペ
レ
ク
ラ
テ
ス
が
レ
ー
ナ
イ
オ
ン１

に
於
て
上
演
し
た
人
物
の
様
な
「
野
生
人
」、
そ
う
云
う
人
々
に

比
較
し
て
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
は
正
し
い
且
其
事
に
つ
い
て
の
玄
人
で
あ
る
。
い
や
全
く

の
こ
と
、
若
し
君
が
あ
の
コ
ロ
ス
の
中
の
人
間
嫌
い
ど
も
の
様
な
人
々
の
間
に
生
れ
て
、
エ
ウ
リ
バ
ト
ス
や
プ
リ

ノ
ン
ダ
ス２

に
遭
っ
た
と
し
た
ら
、
其
悦
び
は
ど
ん
な
で
あ
ろ
う
、
そ
し
て
此
土
地
の
人
々
中
で
の
劣
悪
を
す
ら
望



五
五

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

み
慕
っ
て
、
悲
し
み
欺
く
に
相
違
あ
る
ま
い
。
し
か
し
現
に
君
は
贅
沢
を
言
っ
て
い
る
ん
だ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
総

て
の
人
々
が
各
自
で
き
得
る
限
り
に
於
て
徳
の
教
師
で
あ
る
為
に
、
そ
れ
で
誰
も
が
君
に
其
と
は
見
え
な
い
の
だ

か
ら
。
喩
え
ば
、
若
し
君
が
ヘ
ラ
ス
詩
の
教
師
を
探た
ず

ね
た
と
し
て
、
一
人
も
其
ら
し
い
の
が
見
当
ら
な
い
よ
う
な

も
の
で
あ
る
。
又
若
し
君
が
手
芸
家
の
息
子
に
其
技
芸
を
教
え
得
る
程
の
者
を
求
め
た
と
し
た
ら
―
―
而
も
其
技

芸
を
其
息
子
は
其
父
か
ら
は
勿
論
学
ん
だ
し
、
其
父
も
又
其
父
の
友
人
で
同
業
の
者
ど
も
〻
で
き
得
る
限
り
の
力

を
其
息
子
の
教
育
に
入
れ
て
あ
る
―
―
そ
う
云
う
息
子
ど
も
を
教
え
得
る
よ
う
な
人
を
探
ね
出
そ
う
と
す
る
な
ら

ば
、
儂
の
思
う
に
、
決
し
て
容
易
で
は
な
い
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
彼
等
の
教
師
を
見
つ
け
る
と
な
る
と
、
し
か

し
経
験
の
無
い
者
ど
も
の
を
求
め
る
こ
と
は
極
め
て
容
易
で
あ
る
。
徳
を
は
じ
め
他
の
所
有
る
事
に
於
て
も
亦
其

通
り
だ
。
と
こ
ろ
が
若
し
も
茲
に
徳
に
推
し
進
め
る
点
に
於
て
我
々
よ
り
僅
か
ば
か
り
で
も
優
れ
て
い
る
者
が
あ

る
と
す
れ
ば
、其
人
こ
そ
歓
迎
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
さ
て
儂
は
か
〻
る
人
々
の
一
員
で
あ
る
と
自
ら
信
じ
て
い
る
、

而
も
他
の
人
々
と
は
其
趣
を
異
に
し
て
、
特
に
人
々
が
美
且
善
に
向
う
こ
と
を
助
成
す
る
の
で
あ
る
、
其
も
儂
の

要
求
し
て
い
る
報
酬
の
高
に
正
当
し
て
、
い
や
更
に
多
く
の
高
を
弟
子
は
至
当
と
し
て
払
う
の
で
あ
る
。
是
に
由

っ
て
儂
は
報
酬
を
要
求
す
る
方
法
を
次
の
様
に
し
て
い
る
、
つ
ま
り
誰
で
も
儂
か
ら
学
ん
だ
場
合
、
儂
の
要
求
す

る
だ
け
の
銀
を
払
う
も
よ
し
、
ま
た
其
が
心
に
反
す
る
な
ら
ば
、
神
殿
に
行
っ
て
、
自
ら
其
学
識
の
値
打
を
評
価
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五
六

し
て
其
高
を
誓
い
、
其
だ
け
の
額
を
置
い
て
ゆ
く
も
、
任
意
に
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
儂
が

詩
話
と
理
実
と
を
以
て
君
に
語
っ
た
こ
と
は
此
様
な
こ
と
で
あ
る
、
即
ち
徳
は
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
て
、

ア
テ
ナ
イ
の
人
々
も
其
を
信
じ
て
い
る
、
更
に
善
い
父
か
ら
悪
い
息
子
が
、
悪
い
父
か
ら
善
い
息
子
が
出
来
る
の

は
別
に
驚
く
に
は
当
ら
な
い
、
此
等
の
事
で
あ
る
。
そ
こ
で
又
此
処
に
居
る
此
パ
ラ
ロ
ス
や
ク
サ
ン
チ
ポ
ス
の
同

輩
で
あ
る
ポ
リ
ク
レ
イ
ト
ス
の
息
子
達
は
父
に
は
全
く
不
肖
な
子
で
あ
る
、
又
其
他
の
芸
術
家
の
子
供
等
に
し
た

と
こ
ろ
が
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
此
事
を
誹
謗
す
る
の
は
此
処
に
い
る
此
人
達
に
対
し
て
は
決
し
て
正
当
で
は
な

い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
彼
等
の
上
に
は
猶
幾
多
の
希
望
を
我
々
は
持
つ
こ
と
が
で
き
る
、
ま
だ
若
い
の
だ
か
ら
。

▲十
七

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
是
程
の
此
様
な
講
演
を
し
て
、
説
明
を
終
っ
た
。
と
こ
ろ
が
僕
は
永
い
間
魅
せ
ら
れ
て
い
た

の
で
、
ま
だ
何
か
談
す
の
だ
ろ
う
と
、
彼
の
方
に
見
入
っ
て
い
た
、
聴
き
た
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
。
し
か
し
彼
が

実
際
に
や
め
た
の
に
気
付
い
た
の
で
、
や
っ
と
僕
自
身
に
帰
え
り
、
つ
ま
り
我
自
身
を
引
き
緊し

め
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
の
方
を
向
い
て
曰
っ
た

　

お
〻
ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
の
息
子
よ
、
僕
は
君
が
僕
を
此
処
へ
来
る
よ
う
に
仕
向
け
た
こ
と
に
つ
い
て
君
に
感
謝
す

る
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
僕
は
、
僕
が
現
に
此
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
か
ら
聴
い
た
、
此
事
柄
を
聴
き
得
た
こ
と
に
多
大
の

価
値
を
認
め
て
い
る
か
ら
だ
、
そ
れ
と
云
う
の
も
僕
は
今
日
迄
善
い
人
々
が
善
い
人
々
に
成
る
の
は
人
間
的
配
慮



五
七

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

に
よ
る
の
で
は
な
い
と
思
考
し
て
い
た
の
だ
が
、
し
か
し
今
は
其
を
信
ず
る
に
到
っ
た
。
と
こ
ろ
が
極
く
瑣
細
な

事
だ
が
、
僕
の
了
解
を
礙さ
ま
たげ
て
い
る
も
の
が
あ
る
、
だ
が
其
を
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
易
々
と
し
て
教
授
し
て
く
れ
る

こ
と
は
極
め
て
明
か
で
あ
る
、
あ
れ
程
多
く
の
事
を
す
ら
教
授
し
て
く
れ
た
ん
だ
か
ら
。
と
こ
ろ
が
若
し
も
此
様

な
事
柄
に
つ
い
て
民
衆
演
説
家
の
誰
な
り
と
〻
一
緒
に
成
る
と
、
恐
ら
く
ペ
リ
ク
レ
ス
か
ら
で
も
、
又
語
る
に
有

能
な
る
人
々
で
あ
れ
ば
、
他
の
誰
か
ら
で
も
、
此
種
の
演
説
は
之
を
聴
け
よ
う
、
が
し
か
し
若
し
其
人
に
何
事
か

を
尋
ね
る
と
、ま
る
で
書
物
と
同
様
に
、答
え
る
こ
と
も
又
自
分
で
問
う
こ
と
も
で
き
な
い
、む
し
ろ
若
し
誰
か
ゞ

演
説
中
の
何
か
瑣
細
な
事
で
も
其
を
質
問
し
て
み
た
こ
と
か
、
ま
る
で
銅
器
が
打
た
れ
て
大
き
く
反
響
し
、
人
が

其
を
押
え
る
ま
で
は
鳴
り
続
け
る
よ
う
に
、
演
説
家
も
亦
其
と
同
様
に
、
小
さ
な
事
を
問
わ
れ
て
も
、
演
説
の
競

走
場
を
す
っ
飛
ぶ
も
の
だ
。
然
る
に
此
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
現
に
証
す
る
通
り
、
長
い
且
美
し
い
言
葉
を
語
る
能

力
も
充
分
に
持
っ
て
は
い
る
が
、
ま
た
問
わ
れ
た
場
合
に
は
、
短
く
答
え
、
又
自
ら
問
う
場
合
に
は
、
其
答
を
暫

く
待
っ
て
其
を
聴
き
納
め
る
と
云
う
こ
と
も
で
き
る
、
而
も
此
能
力
は
唯
少
数
者
に
の
み
賦
与
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。

　

さ
て
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
私
に
は
或
瑣
細
な
事
が
欠
け
て
い
ま
す
、
そ
こ
で
若
し
次
の
事
を
貴
方
が
私
に

答
え
て
さ
え
く
れ
れ
ば
、
全
体
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
貴
方
は
徳
が
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
と
言
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五
八

わ
れ
ま
し
た
が
、
私
は
、
苟
く
も
人
々
の
中
の
他
の
何
人
か
に
従
っ
て
信
ず
る
も
の
な
ら
、
勿
論
貴
方
に
従
い
ま

し
ょ
う
。
し
か
し
貴
方
の
言
わ
れ
た
こ
と
で
私
の
不
審
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
其
事
を
私
の
魂
の
中
に
補
っ
て
く

だ
さ
い
。
貴
方
は
ゼ
ウ
ス
が
正
義
の
徳
と
畏
敬
と
を
人
々
に
送
っ
た
と
言
わ
れ
、
而
も
ま
た
演
説
中
処
々
で
、
正

義
の
徳
に
思
慮
の
徳
に
敬
虔
に
更
に
其
等
一
切
、
云
わ
ば
一
括
し
て
或
一
者
、
即
ち
徳
、
と
云
う
こ
と
が
貴
方
に

よ
っ
て
説
か
れ
ま
し
た
が
、
其
事
を
私
に
一
層
正
確
に
、
理
論
を
以
て
、
詳
説
し
て
く
だ
さ
い
。
一
体
徳
は
或
一

者
で
あ
っ
て
、
其
部
分
が
正
義
の
徳
や
思
慮
の
徳
や
敬
虔
や
で
あ
る
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
私
の
今
呼
び
挙
げ
た

其
等
の
所
有
る
名
称
は
、
一
者
で
あ
る
其
同
じ
者
の
（
異
な
れ
る
）
名
称
な
の
で
す
か
。
私
が
猶
望
み
求
め
て
い

る
こ
と
は
即
ち
此
事
な
の
で
す
。

▲十
八

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
其
に
答
え
る
位
は
極
め
て
容
易
な
こ
と
さ
、
つ
ま
り
徳
は
一
つ
で
あ
っ
て
、
君
の
問
う
て

い
る
其
等
は
其
部
分
で
あ
る
。

　

で
は
其
部
分
は
、
顔
の
部
分
即
ち
口
や
鼻
や
眼
や
耳
の
よ
う
な
部
分
な
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
金
の
部
分
の
様

に
、
一
が
他
よ
り
、
互
か
ら
も
、
又
全
体
か
ら
も
、
大
小
以
外
に
於
て
は
、
ち
っ
と
も
違
っ
た
と
こ
ろ
が
な
い
よ

う
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

前
の
方
の
よ
う
に
儂
に
は
見
え
る
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
つ
ま
り
其
は
顔
の
部
分
が
顔
の
全
体
に
対
す
る
関
係
と
同



五
九

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

様
で
あ
る
。

　

で
は
人
々
が
其
徳
の
部
分
を
倶
得
す
る
に
、
或
者
は
或
部
分
を
持
ち
、
或
者
は
他
の
部
分
を
で
し
ょ
う
か
、
そ

れ
と
も
誰
で
も
其
一
を
得
れ
ば
、
必
然
に
一
切
を
持
つ
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

決
し
て
そ
ん
な
事
は
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
多
く
の
人
々
は
勇
敢
で
は
あ
る
が
不
正
で
あ
り
、
又
正
し
い

者
で
も
智
で
な
い
者
が
あ
る
か
ら
。

　

す
る
と
其
等
も
亦
徳
の
部
分
な
の
で
し
ょ
う
ね
、
智
慧
も
勇
敢
も１

。

　

無
論
そ
う
さ
、
而
も
智
慧
は
部
分
の
中
で
も
最
も
大
な
る
も
の
で
あ
る
。

　

で
は
其
等
の
各
々
は
夫
々
互
に
他
な
の
で
す
か
。

　

そ
う
だ
。

　

す
る
と
其
等
の
各
々
は
独
自
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、
云
わ
ば
顔
の
諸
部
分
に
於
て
、
眼
は
耳
の

如
く
で
は
な
く
、
其
能
力
も
同
一
で
は
な
い
、
又
他
の
何
れ
も
が
、
其
能
力
に
於
て
も
又
他
の
点
に
於
て
も
、
他

の
如
く
で
は
な
い
と
同
様
に
。
そ
こ
で
徳
の
部
分
も
亦
其
様
に
、
他
が
他
の
如
く
で
は
な
い
の
で
す
ね
、
其
自
体

に
於
て
も
又
其
能
力
に
於
て
も
。
若
し
其
例
に
比
し
て
見
れ
ば
、
勿
論
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
其
通
り
で
あ
る
。
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六
〇

　

す
る
と
徳
の
部
分
あ
中
の
或
者
は
或
は
知
識
、
或
は
正
義
、
或
は
勇
敢
、
或
は
思
慮
、
或
は
敬
虔
の
如
く
で
な

い
他
の
者
で
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

彼
は
之
を
肯
定
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

さ
あ
ど
う
で
す
。
我
々
は
共
同
し
て
、
其
等
の
各
々
は
ど
ん
な
も
の
で
あ
る
か
、
を
考
察
し
よ
う
ぢ
ゃ
あ
り
ま

せ
ん
か
、
そ
し
て
先
ず
次
の
様
な
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
正
義
は
或
事
柄
で
あ
る
か
、
な
い
か
。
私
に
は
或

事
柄
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
貴
方
に
は
ど
う
で
す
か
。

　

儂
に
も
。

　

で
は
ど
う
で
す
か
。
若
し
誰
か
ゞ
私
と
貴
方
と
に
、『
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
両
人
し
て
私
に

言
っ
て
く
れ
、
君
等
が
今
呼
称
し
た
其
事
柄
、
即
ち
正
義
、
其
事
は
正
し
い
こ
と
で
あ
る
か
、
不
正
な
こ
と
で
あ

る
か
。』
と
言
っ
た
ら
、
私
は
彼
に
、
正
し
い
こ
と
だ
、
と
答
え
ま
す
が
、
貴
方
は
ど
っ
ち
へ
投
票
し
ま
す
か
、

私
と
同
じ
で
す
か
、
或
は
反
対
で
す
か
。

　

同
じ
で
あ
る
。

　

従
っ
て
正
義
の
徳
は
、
正
義
で
有
る
と
云
う
こ
と
、
と
同
じ
事
で
あ
る
、
私
は
其
質
問
者
に
こ
う
答
え
て
言
い

ま
す
が
、
貴
方
も
そ
う
で
し
ょ
う
。
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六
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タ
ゴ
ラ
ス

　

そ
う
。

　

若
し
彼
が
其
次
に
、『
さ
て
そ
れ
で
は
敬
虔
な
る
者
が
有
る２

と
君
等
は
言
う
の
か
。』
と
我
々
に
き
い
た
な
ら
、

私
の
思
う
に
、
我
々
は
其
を
肯
定
す
る
に
相
違
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
。

『
で
は
君
等
は
其
を
或
事
柄
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
だ
ね
。』
と
言
っ
た
ら
、我
々
は
肯
定
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
、

ど
う
で
し
ょ
う
。

彼
は
其
を
肯
定
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

『
で
は
其
事
柄
を
君
等
は
、
敬
虔
で
無
い
と
云
う
こ
と
、
と
同
じ
所
性
の
も
の
で
あ
る
と
言
う
の
か
、
そ
れ
と
も
、

敬
虔
で
有
る
と
云
う
こ
と
、
と
同
じ
で
あ
る
と
言
う
の
か
』
此
質
問
に
対
し
て
少
く
も
私
は
不
備
の
情
を
禁
じ
得

な
い
、
そ
し
て
言
っ
て
や
る
で
し
ょ
う
、『
気
を
付
け
て
口
を
き
き
た
ま
え
よ
、
君
、
若
し
も
敬
虔
其
自
体
が
敬

虔
で
無
い
と
し
た
ら
、
他
に
何
も
の
か
ゞ
敬
虔
で
あ
る
な
ど
と
言
え
ま
い
ぢ
ゃ
な
い
か
。』
と
。
そ
こ
で
貴
方
は

ど
う
で
す
、
貴
方
も
そ
う
は
答
え
ま
せ
ん
か
。

　

全
く
其
通
り
だ
。

▲十
九

さ
て
若
し
其
次
に
其
人
が
我
々
に
問
う
て
、『
少
し
前
に
君
等
は
ど
う
言
っ
た
か
。
私
は
一
体
正
し
く
君
等
か



六
二

ら
き
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
徳
の
諸
部
分
は
相
互
に
、
一
が
他
の
如
く
で
な
い
様
な
状
態
に
あ
る
も
の
で
あ
る
、
と

君
等
は
言
っ
た
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
た
が
。』
と
曰
っ
た
ら
、
少
く
も
私
だ
け
は
こ
う
答
え
ま
し
ょ
う
、『
外
の

こ
と
は
正
し
く
君
は
聴
い
て
い
る
が
、
僕
が
其
事
を
言
っ
た
と
思
う
の
は
、
其
は
聴
き
違
い
で
あ
る
、
な
ぜ
か
と

云
え
ば
、此
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
そ
う
答
え
た
の
で
、僕
は
其
を
聴
い
た
だ
け
で
あ
る
。』と
。
そ
こ
で
若
し
彼
が
、『
お

〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
此
人
は
真
実
を
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
、
貴
方
が
言
っ
た
の
で
す
か
、
徳
の
各
部
分
は
他
の

部
分
の
如
く
で
は
な
い
と
。
此
主
張
は
貴
方
の
主
張
な
の
で
す
か
。』
と
き
い
た
な
ら
、
何
と
其
人
に
貴
方
は
答

え
ま
す
か
。

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
其
を
承
認
す
も
の
は
必
然
で
あ
る
。

　

其
を
承
認
し
た
上
で
、さ
て
、お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、何
と
彼
に
答
え
た
も
の
で
し
ょ
う
我
々
は
、若
し
彼
が
、『
従

っ
て
敬
虔
は
、
正
義
で
有
る
が
如
き
事
柄
で
は
な
い
の
か
、
又
正
義
は
、
敬
虔
で
有
る
が
如
き
で
は
な
く
て
、
む

し
ろ
非
敬
虔
で
有
る
と
云
う
が
如
き
で
あ
る
の
か
、
敬
虔
は
ま
た
、
正
義
で
有
る
が
如
き
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ

不
正
で
有
る
と
云
う
が
如
き
事
で
あ
り
、
正
義
は
、
不
敬
虔
で
有
る
と
云
う
こ
と
と
同
じ
事
で
あ
る
の
か
。』
と

き
い
た
と
し
た
ら
。
さ
て
我
々
は
彼
に
何
と
答
え
た
も
の
で
し
ょ
う
。
と
云
う
の
も
、
私
と
し
て
は
自
身
、
少
く

も
私
自
身
の
為
に
は
、
正
義
は
敬
虔
で
あ
り
、
敬
虔
は
正
義
で
あ
る
と
言
い
た
い
の
で
す
、
そ
し
て
若
し
も
貴
方
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六
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が
私
に
許
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
、
貴
方
の
為
に
も
亦
同
じ
事
を
私
は
答
え
て
、
正
義
と
敬
虔
と
は
同
一
で
あ
る
か
、

或
は
最
も
相
似
で
あ
る
、
そ
し
て
一
切
の
中
特
に
正
義
は
敬
虔
の
如
く
、
敬
虔
は
正
義
の
如
く
で
あ
る
、
と
言
い

た
い
の
で
す
。
そ
こ
で
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
、
貴
方
は
そ
う
答
え
る
こ
と
を
拒
み
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
貴
方
に

も
亦
そ
う
と
頷
か
れ
ま
す
か
。

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
儂
に
は
そ
う
単
純
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
、
正
義
が
敬
虔
で
あ
り
敬
虔
が
正
義
で
あ
る

と
云
う
こ
と
に
同
意
の
で
き
る
程
に
は
。
寧む
し
ろそ

こ
に
は
或
相
違
が
あ
る
と
儂
に
は
思
わ
れ
る
、
し
か
し
其
が
ど
れ

程
影
響
す
る
か
、
若
し
君
が
欲
す
る
な
ら
ば
、
我
々
に
と
っ
て
正
義
は
敬
虔
で
、
敬
虔
は
正
義
で
あ
る
と
し
よ
う
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た
の
さ

　

何
ん
て
こ
っ
て
す
、
私
は
決
し
て
「
若
し
君
が
欲
す
る
な
ら
ば
」
と
か
、「
若
し
君
に
思
わ
れ
る
な
ら
ば
」
と

云
う
其
事
が
吟
味
さ
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
や
し
ま
せ
ん
、む
し
ろ
私
と
貴
方
と
が
（
吟
味
さ
れ
る
こ
と
を
）
で
す
。

此
「
我
と
汝
と
」
之
を
私
が
主
張
す
る
の
は
、
つ
ま
り
そ
う
や
っ
て
、
若
し
も
人
が
此
「
若
し
」
を
其
か
ら
取
り

去
っ
て
し
ま
え
ば
、
其
主
張
が
最
も
善
く
吟
味
さ
れ
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

だ
が
し
か
し
正
義
は
敬
虔
に
似
て
い
る
さ
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
ど
ん
な
も
の
で
も
、
ど
ん
な
も
の
た
だ
っ
て

幾
分
か
似
て
い
る
ぢ
ゃ
な
い
か
。
白
だ
っ
て
黒
に
、
又
堅
は
軟
に
少
し
は
似
て
い
る
し
、
ま
る
っ
き
り
互
に
反
対



六
四

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
他
の
も
の
だ
っ
て
そ
う
だ
。
又
先
に
他
の
能
力
を
持
っ
て
い
て
、
一
が
他
の
如
く
で
は
な
い

と
言
っ
た
顔
の
部
分
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
多
少
は
似
て
い
る
、
そ
し
て
他
は
他
の
如
く
で
あ
る
。
そ
こ
で
少
く
も

此
方
式
を
以
て
す
れ
ば
、
一
切
万
有
は
相
互
に
似
て
い
る
と
云
う
こ
と
を
、
君
の
意
志
次
第
で
は
、
君
が
証
明
も

な
し
得
る
訳
だ
。
し
か
し
或
似
た
点
を
持
っ
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
、
其
等
を
似
て
い
る
と
呼
ぶ
の
は
正
当
で
は

な
い
、
或
不
似
な
点
を
持
っ
て
い
る
も
の
を
不
似
と
言
う
こ
と
だ
っ
て
、
苟
く
も
其
似
た
点
が
極
め
て
小
さ
な
も

の
で
あ
る
場
合
に
は
。

そ
こ
で
僕
は
驚
い
て
、
彼
に
向
っ
て
曰
っ
た

　

そ
れ
で
は
貴
方
に
よ
る
と
、
正
義
と
敬
虔
と
は
相
互
に
そ
う
云
う
状
態
に
あ
る
訳
な
ん
で
す
か
、
つ
ま
り
双
方

が
互
に
小
さ
な
或
似
点
を
持
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
で
。

　

い
や
全
然
そ
う
云
う
風
だ
と
云
う
訳
ぢ
ゃ
な
い
が
、
そ
う
か
と
云
っ
て
又
君
が
信
じ
て
い
る
と
儂
に
思
わ
れ
る

程
で
も
あ
り
や
し
な
い
よ
。

　

し
か
し
貴
方
は
是
に
対
し
て
不
機
嫌
の
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
ま
す
か
ら
、
是
を
我
々
は
よ
し
に
し
て
、
貴
方

の
説
の
中
の
、
他
の
次
の
事
を
考
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▲二
十

或
こ
と
を
無
思
慮
と
呼
び
ま
す
か
。

332



六
五

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

彼
は
肯
定
し
た
。

　

此
事
柄
に
全
然
反
対
な
る
も
の
は
智
慧
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

儂
に
は
そ
う
思
わ
れ
る
。

　

人
々
が
正
し
く
且
有
益
に
行
動
す
る
な
ら
ば
、
其
場
合
に
か
く
行
動
す
る
人
々
は
深
く
思
慮
し
て
い
る
、
と
貴

方
に
は
思
わ
れ
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
其
反
対
に
で
す
か
。

　

深
く
思
慮
し
て
い
る
さ
。

　

と
こ
ろ
が
思
慮
の
徳
に
よ
っ
て

0

0

0

深
く
思
慮
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

其
は
必
然
だ
。

　

そ
れ
で
は
正
し
く
な
く
行
動
し
て
い
る
者
は
思
慮
無
く
行
動
し
て
い
る
、
そ
し
て
か
く
行
動
し
て
い
る
者
は
深

く
思
慮
し
て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
。

彼
は
僕
に
同
意
し
た
。

　

従
っ
て
思
慮
無
く
行
動
す
る
の
は
思
慮
深
く
と
は
反
対
で
し
ょ
う
。

彼
は
肯
定
し
た
。

　

そ
こ
で
思
慮
無
く
為
さ
れ
る
こ
と
は
無
思
慮
に
よ
っ
て
、
又
思
慮
深
く
為
さ
れ
る
こ
と
は
思
慮
の
徳
に
よ
っ
て



六
六

為
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

彼
は
之
を
承
認
し
た
。

　

そ
れ
で
は
或
こ
と
が
強
さ
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
な
ら
ば
、
強
く
、
又
弱
さ
に
よ
っ
て
な
ら
ば
、
弱
く
為
さ
れ
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

彼
に
は
そ
う
思
わ
れ
た
。

　

又
或
こ
と
が
速
さ
と
倶
に
0

0

な
ら
ば
、
速
く
、
又
遅
さ
と
倶
に
な
ら
ば
、
遅
く
で
し
ょ
う
。

彼
は
肯
定
し
た
。

又
若
し
同
じ
く
行
は
れ
る
な
ら
ば
、
同
に
因
っ
て

0

0

0

１
行
わ
れ
、
又
反
対
に
な
ら
ば
、
反
対
に
因
っ
て
。

彼
は
同
意
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
更
に
曰
っ
た

　

さ
あ
ど
う
で
す
、
美
な
る
者
は
有
る
で
し
ょ
う
。

彼
は
同
意
し
た
。

　

其
に
は
醜
以
外
に
何
か
反
対
な
る
も
の
が
有
り
ま
す
か
。

　

無
い
。

　

で
は
ど
う
で
す
か
、
善
な
る
者
は
有
る
で
し
ょ
う
。
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有
る
。

　

其
に
は
悪
以
外
に
何
か
反
対
が
有
り
ま
す
か
。

　

無
い
。

　

で
は
ど
う
で
す
か
、
音
声
に
は
鋭
音
な
る
者
が
有
り
ま
し
ょ
う
。

彼
は
肯
定
し
た
。

　

其
に
は
鈍
音
以
外
他
に
何
等
反
対
な
る
も
の
は
有
り
ま
す
ま
い
。

彼
は
無
い
こ
と
を
肯
定
し
た
。

　

さ
て
そ
こ
で
、
諸
々
の
反
対
な
る
も
の
の
夫
々
の
一
つ
に
は
、
唯
一
つ
の
み
が
反
対
で
あ
っ
て
、
多
く
の
も
の

が
そ
う
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

彼
は
之
に
全
く
同
意
し
た
。

　

さ
あ
ど
う
で
す
、我
々
は
我
々
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
事
柄
を
再
び
数
え
上
げ
よ
う
ぢ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。我
々

は
、
一
つ
も
の
は
唯
一
つ
に
対
し
て
の
み
反
対
で
あ
っ
て
、
多
く
に
は
反
対
で
な
い
、
と
云
う
こ
と
に
一
致
し
ま

し
た
ね
。

　

我
々
は
一
致
し
た
。



六
八

　

反
対
に
為
さ
れ
る
こ
と
は
反
対
に
由
っ
て
為
さ
れ
る
と
云
う
こ
と
に
も
。

彼
は
肯
定
し
た
。

　

又
我
々
は
、
思
慮
無
く
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
思
慮
深
く
行
わ
れ
る
こ
と
と
は
反
対
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
、
と

云
う
こ
と
に
も
同
意
し
た
で
し
ょ
う
。

彼
は
肯
定
し
た
。

　

又
思
慮
深
く
行
わ
れ
る
こ
と
は
思
慮
の
徳
に
因
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
又
思
慮
無
く
行
わ
れ
る
こ
と
は
無

思
慮
に
因
っ
て
、
と
云
う
こ
と
に
も
。

彼
は
同
意
し
た
。

　

さ
て
苟
く
も
反
対
に
為
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
反
対
に
因
っ
て
為
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
。

　

一
方
は
思
慮
の
徳
に
因
っ
て
、
他
方
は
無
思
慮
に
因
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
す
ね
。

　

そ
う
だ
。

　

反
対
に
。

　

全
く
。



六
九

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

　

で
は
互
に
反
対
な
る
も
の
に
因
っ
て
。

　

そ
う
さ
。

　

従
っ
て
無
思
慮
は
思
慮
の
徳
の
反
対
な
の
で
し
ょ
う
。

　

明
か
に
そ
う
だ
。

　

で
は
記
憶
し
て
い
ま
す
か
、
先
の
論
で
、
無
思
慮
は
智
慧
の
反
対
で
あ
る
、
と
云
う
こ
と
が
我
々
に
よ
っ
て
一

致
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
。

彼
は
頷
い
た
。

　

一
つ
は
唯
一
つ
に
の
み
反
対
で
あ
る
こ
と
も
。

　

儂
は
肯
定
す
る
。

　

そ
れ
ぢ
ゃ
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
ど
っ
ち
の
所
説
を
我
々
は
破
壞
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。
一
つ
が
唯
一
つ

に
の
み
反
対
で
あ
る
と
云
う
方
を
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
其
中
に
於
て
、
智
慧
は
思
慮
の
徳
と
は
別
異
な
も
の

で
あ
る
、
但
し
各
々
徳
の
部
分
で
あ
る
、
而
も
別
異
で
あ
る
と
云
う
以
上
に
、
其
自
体
も
其
能
力
も
不
似
で
あ
る

こ
と
、
猶
顔
の
部
分
の
如
く
で
あ
る
、
と
云
う
こ
と
が
言
わ
れ
た
其
所
説
の
方
を
で
す
か
。
ど
っ
ち
を
我
々
は
破

壊
し
ま
し
ょ
う
か
、
此
所
説
は
両
方
が
真
に
音
楽
的
に
は
言
わ
れ
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
相
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七
〇

互
に
共
鳴
し
調
和
し
て
い
な
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
苟
く
も
一
つ
に
対
し
て
唯
一
つ
の
み
が
反
対
で
あ
っ
て
、

多
く
に
で
は
な
い
と
云
う
こ
と
が
必
然
で
あ
り
、
而
も
一
つ
で
あ
り
智
慧
に
反
対
で
あ
る
無
思
慮
が
、
ま
た
思
慮

の
徳
に
も
反
対
の
よ
う
に
見
え
る
以
上
、
一
体
何
等
か
の
風
に
両
者
は
共
鳴
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
し
ち
ゃ

い
ま
す
ま
い
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
そ
れ
と
も
何
等
か
他
の
風
に
。

彼
は
不
承
々
々
に
同
意
し
た
。

　

で
は
一
つ
な
ん
で
し
ょ
う
、
思
慮
の
徳
と
智
慧
と
は
。
而
も
前
に
は
、
正
義
の
徳
と
敬
虔
と
が
殆
ど
同
一
で
あ

る
、
と
云
う
こ
と
も
亦
我
々
に
は
明
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
あ
ど
う
で
す
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
我
々
は
へ

た
ば
っ
て
し
ま
わ
な
い
で
、
彼
の
残
り
を
も
考
察
し
尽
し
て
し
ま
い
ま
し
ょ
う
。
抑
々
或
不
正
を
為
し
て
い
る
人

は
、
為
し
て
い
る
不
正
に
つ
い
て
、
深
く
思
慮
し
て
い
る
、
と
貴
方
に
は
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
少
く
も
儂
は
其
に
同
意
す
る
こ
と
を
恥
ぢ
る
、
人
々
の
多
く
は
其
を
肯
定
し
て
は
い
る
が
。

　

そ
れ
で
は
彼
等
に
向
っ
て
私
は
諭
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
貴
方
に
対
し
ま
し
ょ
う
か
。

　

君
に
其
意
志
が
有
る
な
ら
、
其
多
勢
の
意
見
に
対
し
て
問
答
し
た
ま
え
。

　

私
に
は
ど
っ
ち
で
も
別
に
変
り
は
あ
り
ま
せ
ん
、
唯
貴
方
さ
え
、
そ
う
思
わ
れ
よ
う
が
、
思
わ
れ
ま
い
が
、
答

え
て
く
れ
る
な
ら
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
私
は
特
に
其
言
わ
れ
て
い
る
内
容
を
吟
味
す
る
の
だ
し
、
恐
ら
く
実
際



七
一
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は
私
が
問
う
者
、
答
え
る
者
と
な
っ
て
、
研
究
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
か
ら
。

▲二
十
一す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
最
初
我
々
に
対
し
て
尊
大
振
っ
て
い
た
―
―
つ
ま
り
此
論
法
が
不
得
意
な
且
難
渋
な

も
の
で
あ
る
こ
と
に
苦
ん
で
い
た
の
だ
―
―
し
か
し
軈や
が

て
答
え
る
こ
と
を
承
知
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

さ
あ
ど
う
で
す
、
初
っ
か
ら
私
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
不
正
を
行
っ
て
い
る
人
々
は
深
く
思
慮
し
て
い
る
、
と

貴
方
に
は
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

そ
う
と
し
よ
う
。

　

深
く
思
慮
す
る
こ
と
を
良
く
慮
お
も
ん
ば
かる

こ
と
で
あ
る
と
貴
方
は
解
し
ま
す
か
。

彼
は
肯
定
し
た
。

　

で
は
良
く
慮
る
と
は
、
彼
等
が
為
す
不
正
事
に
つ
い
て
、
良
く
注
意
す
る
こ
と
で
あ
る
と
。

　

そ
う
と
し
よ
う
。

　

其
は
一
体
不
正
を
為
し
て
い
る
者
ど
も
が
良
く
行
っ
て
い
る
（
幸
福
）
場
合
に
で
す
か
、そ
れ
と
も
悪
く
（
不
幸
）

で
す
か
。

　

良
く
さ
。

　

さ
て
貴
方
は
善
な
る
者
が
有
る
と
主
張
し
ま
す
か
。
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七
二

　

主
張
す
る
。

　

そ
れ
で
は
人
々
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
事
、
其
が
善
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
う
だ
、ゼ
ウ
ス
！　

し
か
し
人
々
に
と
っ
て
有
益
で
な
い
も
の
を
だ
っ
て
儂
は
善
い
も
の
と
呼
ん
で
い
る
よ
。

そ
の
時
僕
に
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
心
を
荒
立
て
、
喧
嘩
腰
で
、
答
え
る
こ
と
に
戦
備
を
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

僕
は
彼
の
そ
う
云
う
情
勢
を
看
て
取
っ
た
か
ら
、
そ
こ
で
気
を
付
け
て
静
か
に
き
い
た

　

お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
で
は
人
々
の
誰
に
も
有
益
で
な
い
も
の
を
で
す
か
、
或
は
全
然
有
益
で
な
い
も
の
を
で

す
か
。
そ
う
云
う
も
の
を
す
ら
貴
方
は
善
と
呼
ば
れ
ま
す
か
。

　

そ
う
は
呼
ば
ん
さ
、
し
か
し
少
く
も
儂
は
人
々
に
と
っ
て
有
害
な
る
も
の
も
、
又
有
益
な
も
の
も
、
例
え
ば
食

物
と
か
、
飲
料
と
か
、
薬
と
か
、
ま
だ
外
に
い
く
ら
で
も
数
知
れ
ぬ
程
沢
山
な
も
の
を
知
っ
て
い
る
、
更
に
人
々

に
と
っ
て
は
利
害
が
な
い
が
、
馬
に
は
あ
る
も
の
、
又
牛
に
だ
け
の
も
の
も
、
犬
に
だ
け
の
も
の
も
、
又
其
等
の

も
の
に
は
何
で
も
な
い
が
、植
物
に
は
利
害
の
あ
る
も
の
、更
に
植
物
の
根
に
は
善
い
が
、芽
に
は
害
に
な
る
も
の
、

例
え
ば
肥
糞
は
所
有
る
植
物
の
根
の
傍
に
撒
か
れ
〻
ば
善
い
も
の
で
あ
る
が
、
若
し
君
が
新
芽
や
若
い
枝
に
で
も

ふ
り
か
け
よ
う
も
の
な
ら
、
悉
く
枯
ら
し
て
し
ま
う
、
又
オ
リ
ブ
抽
は
大
抵
の
植
物
に
は
最
も
害
が
あ
り
、
人
間

以
外
の
動
物
の
毛
に
は
特
に
刺
戟
が
強
い
、
し
か
し
人
の
毛
髪
や
肉
体
の
其
他
の
部
分
に
は
助
益
す
る
こ
と
の
多
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い
も
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
風
に
善
い
も
の
は
種
々
雑
多
で
あ
る
、
例
え
ば
今
の
例
で
も
其
油
に
人
の
肉
体
の
外
面

に
は
善
い
が
内
部
に
は
其
同
じ
も
の
が
最
も
悪
い
の
で
あ
る
、
そ
こ
で
此
事
に
よ
っ
て
医
者
は
誰
で
も
病
人
に
油

を
用
ゆ
る
事
を
禁
ず
る
、
た
ゞ
食
物
の
中
へ
極
く
小
量
だ
け
を
許
す
、
し
か
し
食
物
や
飲
料
の
中
へ
加
え
る
其
分

量
は
、
鼻
を
通
し
て
来
る
感
覚
上
の
厭
な
感
じ
を
消
し
去
る
だ
け
の
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

▲二
十
二

彼
が
此
事
を
語
り
終
る
と
、
そ
こ
に
居
た
連
中
は
、
彼
が
良
く
語
っ
た
と
ば
か
り
、
動
揺
め
い
た
。
次
い
で

僕
は
曰
っ
た

　

お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
私
は
忘
っ
ぽ
い
人
間
な
の
で
す
、
そ
こ
で
若
し
人
が
私
に
長
い
談
を
す
る
と
、
其
談
の

主
眼
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。
さ
て
若
し
も
私
が
耳
の
遠
い
者
だ
っ
た
と
し
て
、
貴
方
が
我
と
会
談
し
よ
う
と

す
る
な
ら
ば
、
他
の
人
々
に
対
す
る
よ
り
も
、
も
っ
と
大
き
な
声
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
、
其
と
同
様

に
今
貴
方
は
忘
っ
ぽ
い
人
間
に
ぶ
つ
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
私
の
為
に
答
を
切
り
詰
め
て
、
も
っ
と
短
く
し
て
く

だ
さ
い
、
苟
く
も
私
が
貴
方
に
追
従
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
し
た
ら
。

　

で
は
ど
う
短
く
答
え
ろ
と
君
は
命
ず
る
ん
だ
、
必
要
以
上
に
短
く
君
に
答
え
ろ
と
で
も
云
う
の
か
。

　

決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

必
要
な
程
度
で
よ
い
の
か
。



七
四

　

そ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
は
儂
に
と
っ
て
答
え
る
に
必
要
な
だ
け
の
程
度
で
君
に
答
え
れ
ば
よ
い
の
か
、
そ
れ
と
も
君
に
と
っ
て

か
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

私
は
こ
う
云
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
、
貴
方
は
自
身
、
思
い
の
ま
〻
に
同
じ
事
に
つ
い
て
、
全
く
言
葉
が
切

れ
な
い
様
に
、
そ
ん
な
に
長
く
語
る
こ
と
も
で
き
れ
ば
、
又
誰
も
貴
方
よ
り
短
く
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
程
に
、

そ
ん
な
に
短
く
語
る
こ
と
も
で
き
、
更
に
其
事
を
他
の
人
に
教
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
云
う
こ
と
を
で
す
。
そ
こ

で
若
し
貴
方
が
私
と
会
談
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
私
に
対
し
て
も
片
方
の
方
法
即
ち
短
言
法
を
用
い
て
く
だ
さ

い
。

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
儂
は
既
に
多
く
の
人
々
と
議
論
の
競
争
場
裡
に
立
っ
た
、
し
か
し
若
し
君
の
命
ず
る
こ
と

を
為
た
ら
、
つ
ま
り
対
論
者
が
儂
に
命
ず
る
其
方
法
で
談
論
し
た
と
す
れ
ば
、
儂
は
何
人
よ
り
優
れ
て
は
見
え
ず
、

又
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
ヘ
ラ
ス
の
人
々
の
間
に
名
を
為
し
て
は
い
な
か
っ
た
ろ
う
。

そ
こ
で
僕
は
―
―
彼
が
以
前
の
答
え
に
つ
い
て
、
自
身
自
分
に
気
に
入
ら
な
か
っ
た
、
の
み
な
ら
ず
、
敢
て
答
え

な
が
ら
談
す
こ
と
に
気
が
向
い
て
い
な
い
の
を
知
っ
た
の
で
―
―
尚
此
交
際
場
に
出
席
し
て
い
る
の
は
僕
の
任
務
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七
五

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

で
な
い
と
思
考
し
た
の
で
、
曰
っ
た

　

そ
れ
で
は
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
貴
方
の
思
い
に
反
し
て
ま
で
、
私
は
何
で
も
か
で
も
我
々
の
此
交
際
を
続

け
た
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
若
し
貴
方
が
、
私
の
附
き
随
い
得
る
様
に
、
対
談
す
る
意
志
を
持
っ
て
い
ら
れ

る
な
ら
、
そ
れ
な
ら
ば
私
【
１
字
欠
】
貴
方
と
対
談
し
ま
し
ょ
う
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
貴
方
は
、
貴
方
に
つ
い

て
言
わ
れ
て
い
る
通
り
、
又
貴
方
が
自
身
で
も
言
わ
れ
る
通
り
、
長
言
法
で
で
も
、
短
言
法
で
で
も
、
交
際
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
―
―
貴
方
は
智
者
な
の
で
す
か
ら
―
―
と
こ
ろ
が
私
に
は
、
よ
し
私
が
そ
う
あ
り
た
い
と
望
ん

で
も
、
長
く
語
る
能
力
が
無
い
の
で
す
か
ら
。
そ
こ
で
両
方
の
で
き
る
貴
方
が
む
し
ろ
我
々
に
歩
調
を
合
わ
す
べ

き
だ
っ
た
の
で
す
、
そ
う
す
れ
ば
此
交
際
は
絶
え
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
然
る
に
今
貴
方
は
其
を
欲
し
な
い
の
で

あ
る
し
、
又
私
に
は
暇
が
無
い
―
―
な
ぜ
か
と
云
え
ば
私
は
余
所
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
―
―
従
っ

て
長
口
舌
を
振
う
貴
君
の
傍
に
留
ま
る
こ
と
が
で
き
な
い
し
す
る
の
で
、
私
は
去
る
こ
と
に
し
ま
す
、
勿
論
貴
方

か
ら
あ
の
色
々
な
こ
と
を
聴
い
て
い
た
間
、
と
に
か
く
非
常
に
愉
快
だ
っ
た
の
で
す
が
。

此
事
を
言
う
と
同
時
に
僕
は
去
ろ
う
と
立
ち
上
っ
た
。
僕
が
立
ち
上
る
と
、
カ
リ
ア
ス
が
、
右
の
手
で
僕
の
手
を

捉
え
、
左
の
手
で
此
ト
リ
ボ
ン１

の
端
を
掴
ん
で
、
言
う
に
は

　

我
々
は
貴
君
を
去
ら
し
て
な
る
も
の
か
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
若
し
貴
君
が
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
此
談
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七
六

論
は
我
々
に
よ
っ
て
は
同
じ
様
に
ゆ
か
な
い
に
き
ま
っ
て
ま
す
か
ら
。
そ
こ
で
僕
は
貴
君
に
我
々
の
許
に
留
ま
る

こ
と
を
要
請
し
ま
す
。
貴
君
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
の
対
談
を
措
い
て
、
誰
一
人
か
ら
も
特
に
好
ん
で
聴
き
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
そ
こ
で
我
々
皆
を
悦
ば
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
こ
で
僕
は
―
―
已
に
去
ろ
う
と
立
ち
上
っ
て
い
た
が
―
―
曰
っ
た

　

お
〻
ヒ
ポ
ニ
コ
ス
の
子
よ
、
い
つ
も
僕
は
君
の
愛
智
心２

に
は
感
心
し
て
い
る
、
現
に
今
も
僕
は
其
を
誉
め
又
愛

し
て
い
る
、
で
あ
る
か
ら
若
し
君
が
僕
に
で
き
得
る
こ
と
を
要
請
す
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
悦
ば
し
て
も
あ
げ
た
い

の
だ
、
と
こ
ろ
が
今
の
情
態
は
、
之
を
喩
え
て
言
え
ば
、
君
が
僕
に
、
僕
の
追
従
を
強
要
し
て
い
る
ヒ
メ
ラ
の
走

者
ク
リ
ソ
ン３

と
、
或
は
競
走
者
や
飛
脚
の
誰
と
で
も
よ
い
が
、
競
走
し
て
附
い
て
行
け
、
と
要
求
す
る
と
し
て
、

僕
は
君
に
、
僕
の
方
が
君
よ
り
も
一
層
僕
自
身
に
、
走
っ
て
い
る
彼
等
に
追
従
し
ろ
、
と
迫
っ
て
い
る
、
と
言
い

た
い
有
様
な
の
で
あ
る
、
し
か
し
其
は
不
可
能
で
あ
る
、
む
し
ろ
若
し
君
が
同
じ
処
を
僕
と
ク
リ
ソ
ン
と
が
走
る

の
を
観
覧
し
た
い
な
ら
、
其
人
に
歩
調
を
緩
め
る
こ
と
を
請
わ
ね
ば
な
ら
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
僕
に
は
速

く
走
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
其
男
は
遅
く
も
で
き
る
の
だ
か
ら
。
そ
こ
で
若
し
今
君
が
僕
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と

を
聴
こ
う
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
此
人
に
請
う
が
よ
い
、
最
初
僕
に
短
く
問
わ
れ
た
事
に
彼
も
亦
短
く
答
え
た
よ
う

に
、
其
通
り
に
ま
た
今
も
答
え
て
く
れ
と
。
も
し
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
此
談
論
に
抑
々
ど
ん
な
方
式
が
有
り
得
る
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七
七

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

の
か
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
少
く
も
僕
は
、
互
に
対
談
し
て
交
際
す
る
と
云
う
こ
と
と
、
対
民
衆
的
演
説
を
す
る

と
云
う
こ
と
と
、
そ
こ
に
は
劃
た
る
差
別
が
有
る
、
と
思
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
。

　

し
か
し
、
考
え
て
ご
ら
ん
な
さ
い
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、
彼
の
望
む
通
り
に
対
談
す
る
こ

と
が
彼
に
許
さ
れ
て
あ
る
こ
と
を
、
要
求
し
て
い
る
、
其
は
正
当
な
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
し
、

又
貴
君
が
、
貴
君
の
欲
す
る
様
に
し
よ
う
、
と
言
う
と
し
て
も
。

▲二
十
三す

る
と
是
を
受
け
て
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
が
曰
っ
た

　

お
〻
カ
リ
ア
ス
、
君
の
言
う
こ
と
は
美
し
く
な
い
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
此
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
、
彼
が
長
言
法
を

心
得
て
い
な
い
と
告
白
し
、
其
点
で
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
譲
っ
て
い
る
、
し
か
し
対
論
が
で
き
、
解
答
を
与
え
又

受
け
取
る
こ
と
を
知
識
し
て
い
る
と
云
う
こ
と
を
、
彼
が
人
々
の
中
の
何
人
か
の
手
に
委
ね
る
と
し
た
ら
、
僕
は

驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
若
し
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
も
亦
、
対
論
に
於
て
は
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
劣
る
者
で
あ
る
こ
と

を
、
承
認
す
る
な
ら
ば
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
そ
れ
で
満
足
す
る
の
さ
。
し
か
し
若
し
対
当
に
や
ろ
う
と
す
る
な
ら
、

問
い
つ
答
え
つ
対
論
し
た
ら
よ
い
、
但
し
質
問
さ
れ
る
度
に
長
い
言
説
を
す
っ
飛
ば
し
、
文
句
を
叩
き
出
し
、
よ

っ
て
解
答
を
与
え
る
こ
と
を
欲
せ
ず
、
む
し
ろ
聴
い
て
い
る
者
の
多
く
が
論
の
眼
目
を
忘
却
し
て
し
ま
う
ま
で
、

引
延
さ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
苟
く
も
ソ
ク
ラ
テ
ス
が
忘
れ
る
な
ど
と
云
う
こ
と
は
な
い
、



七
八

是
は
僕
が
保
証
す
る
、
し
か
し
串じ
ょ
う
だ
ん戯に

忘
っ
ぽ
い
男
だ
と
言
っ
て
い
る
な
ら
別
だ
。
そ
こ
で
僕
に
は
ソ
ク
ラ
テ
ス

が
い
か
に
も
当
然
な
こ
と
を
言
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
各
自
は
自
己
自
身
の
見
解
を
鮮

明
に
発
表
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

す
る
と
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
次
に
、
僕
の
思
う
に
は
、
ク
リ
チ
ア
ス
が
話
し
手
で
あ
っ
た
。

　

お
〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
に
セ
ピ
ア
ス
、
カ
リ
ア
ス
は
、
私
の
思
う
に
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
方
に
与
し
て
い
る
し
、
ア

ル
キ
ビ
ア
デ
ス
は
い
つ
も
、
彼
が
何
か
に
思
い
込
む
と
、
其
方
に
加
担
す
る
、
し
か
し
我
々
は
絶
対
に
ソ
ク
ラ
テ

ス
に
も
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
も
味
方
に
組
ん
で
は
な
ら
な
い
、
む
し
ろ
公
平
に
、
此
交
際
を
中
途
で
破
ら
な
い
様
に
、

両
者
に
請
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

彼
が
此
事
を
語
る
と
、
プ
ロ
ヂ
コ
ス１

が
曰
っ
た

　

お
〻
ク
リ
チ
ア
ス
、
君
は
美
し
く
言
っ
た
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
か
〻
る
談
論
の
席
に
連
っ
た
者
ど
も
は
、
対

論
者
の
双
方
に
対
し
て
公
平
の

0

0

0

聴
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
平
等
の

0

0

0

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
―
―
其
は
同
一

義
で
は
な
い
か
ら
―
―
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
両
者
に
公
平
に
聴
く
こ
と
は
必
要
で
あ
る
が
、
各
々
に
等
し
き
を
分

っ
て
は
な
ら
な
い
、
む
し
ろ
智
な
る
者
に
は
よ
り
多
き
を
、
よ
り
無
智
な
る
者
に
は
よ
り
少
き
を
与
え
ね
ば
な
ら

な
い
か
ら
で
あ
る
。
我
輩
は
自
身
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
君
等
が
論
題
に
つ
い
て
互
に
戦
う
こ

0

0

0
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七
九

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

と0

に
同
意
す
る
よ
う
、
君
等
に
要
請
す
る
、
し
か
し
諍
う
こ
と

0

0

0

0

に
、
と
は
願
わ
な
い
―
―
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
論

戦
は
好
意
を
以
て
味
方
が
味
方
と
試
み
る
も
の
で
あ
り
、
論
諍
は
反
目
せ
る
敵
ど
も
の
互
に
行
う
と
こ
ろ
で
あ
る

か
ら
―
―
而
も
か
く
の
如
く
に
し
て
我
々
に
此
交
際
は
最
も
美
し
き
も
の
と
成
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
君
等
対
論

者
は
就な
か
ん
ず
く中か
く
の
如
く
行
動
し
て
我
々
聴
者
の
間
に
名
望
0

0

を
獲
得
す
る
と
も
、
称
揚
0

0

せ
ら
る
〻
な
―
―
な
ぜ
か
と

云
え
ば
、
名
望
は
聴
者
の
魂
の
内
に
欺き
も
う罔

を
欠
き
て
存
し
、
称
揚
は
屡
々
自
己
の
見
解
に
違
反
し
て
偽
る
者
ど
も

の
言
葉
の
中
に
在
る
か
ら
で
あ
る
。
又
我
々
聴
者
は
就
中
か
く
の
如
き
に
際
し
て
喜
悦
0

0

を
抱
く
と
も
、
快
楽
0

0

を
感

じ
て
は
な
ら
な
い
―
―
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
喜
悦
は
事
を
学
び
、
而
し
て
叡
智
を
精
神
に
倶
得
す
る
者
の
抱
く
と

こ
ろ
で
あ
り
、
快
楽
は
物
を
喰
い
、
或
は
他
の
快
を
肉
体
に
受
く
る
者
の
感
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
。

▲二
十
四

此
事
を
プ
ロ
ヂ
コ
ス
が
語
る
と
、
そ
こ
に
居
た
殆
ど
総
て
の
者
が
感
歎
し
て
し
ま
っ
た
。

此
プ
ロ
ヂ
コ
ス
の
次
に
智
者
ヒ
ピ
ア
ス
が
語
っ
た

　

お
〻
茲
に
列
席
の
諸
君
、
余
の
思
考
す
る
に
、
諸
君
は
同
胞
で
あ
り
、
親
友
で
あ
り
、
而
し
て
悉
く
皆
市
民
で

あ
る
―
―
自
然
0

0

に
於
て
、
し
か
し
法
習
0

0

１
に
於
て
ゞ
は
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
似
た
る
者
は
似
た
る
者
に
自

然
に
於
て
は
同
族
で
あ
る
、
然
る
に
法
習
は
人
々
の
暴
君
と
し
て
、
多
く
の
事
を
自
然
に
反
し
て
強
制
す
る
か
ら

で
あ
る
―
―
さ
て
我
々
は
事
物
の
自
然
性
を
知
っ
て
い
る
、
而
し
て
ヘ
ラ
ス
の
人
々
の
中
最
も
智
な
る
我
々
は
、



八
〇

此
事
に
よ
っ
て
、
今
や
ヘ
ラ
ス
の
中
な
る
智
慧
の
プ
リ
タ
ネ
イ
オ
ン２

に
、
此
都
市
の
此
最
も
大
な
る
、
最
も
裕
福

な
る
邸
宅
に
集
合
し
て
い
る
、
而
も
此
尊
厳
に
値
す
る
が
如
く
自
ら
を
示
さ
ず
、
む
し
ろ
人
々
の
中
に
於
て
最
も

劣
等
な
る
者
ど
も
の
如
く
互
に
争
う
こ
と
は
、
げ
に
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
余
は
茲
に
且
請
い
、
且
勧

め
よ
う
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
君
等
は
相
与
に
進
み
た
ま
え
、
我
等
は
審
判
官
と
な
り
、
中
庸

に
向
っ
て
一
致
す
る
よ
う
、
君
等
を
強
制
す
る
に
よ
っ
て
。
そ
こ
で
君
は
極
端
に
短
く
す
る
と
云
う
対
論
の
其
型

の
厳
密
を
求
め
な
い
が
よ
い
、
其
が
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
と
っ
て
不
愉
快
で
あ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
談
論
の
手
綱
を

離
し
や
り
緩
め
た
ま
え
、
よ
っ
て
其
言
説
が
我
々
に
と
っ
て
一
層
高
尚
に
且
一
層
型
麗
し
く
見
え
る
よ
う
に
。
又

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
帆
の
有
ら
ん
限
り
を
張
拡
し
追
手
を
孕
み
、
陸
地
を
見
失
う
迄
に
言
説
の
大
海
原
に
逃
れ
去
る

こ
と
を
避
け
ら
れ
よ
、
む
し
ろ
両
人
と
も
中
間
に
其
進
路
を
取
っ
た
ら
よ
か
ろ
う
。
さ
て
君
等
は
か
く
の
如
く
に

試
み
た
ま
え
、
而
し
て
君
等
各
自
の
言
説
を
其
中
庸
の
長
さ
に
看
守
す
べ
き
審
判
官
、
監
督
官
、
仲
裁
者
を
選
ぶ

よ
う
、
余
の
意
見
に
服
従
し
て
は
如
何
。

▲二
十
五

此
演
説
は
そ
こ
に
居
る
人
々
の
喜
び
迎
え
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
皆
其
を
褒
め
挙
げ
た
、
又
あ
の
カ

リ
ア
ス
は
僕
の
去
る
こ
と
を
許
さ
な
い
し
、
皆
し
て
僕
に
監
督
者
を
選
ぶ
こ
と
を
強
要
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
曰
っ

た
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八
一

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

　

恥
辱
ぢ
ゃ
な
い
か
、
対
論
の
審
判
者
を
選
ぶ
と
云
う
の
は
。
抑そ
も
そ
も々

若
し
選
ば
れ
た
者
が
我
々
よ
り
劣
っ
た
者
で

あ
っ
た
ら
、
劣
っ
た
者
が
優
れ
た
者
ど
も
を
監
督
す
る
と
云
う
こ
と
は
正
当
で
は
な
い
、
若
し
又
同
程
度
の
者
な

ら
、
是
亦
正
当
で
は
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
似
た
る
者
は
我
々
と
似
た
る
事
を
す
る
、
従
っ
て
其
者
は
余
分
に

選
ば
れ
た
こ
と
に
な
る
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
我
々
よ
り
優
れ
た
者
を
君
等
は
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
於

て
、
僕
の
思
う
に
、
其
は
君
等
に
は
で
き
な
い
こ
と
だ
、
此
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
よ
り
以
上
の
智
者
を
誰
か
選
ぶ
必
要

が
あ
る
ん
だ
か
ら
。
し
か
し
若
し
君
等
が
一
向
よ
り
善
く
な
い
者
を
誰
か
選
ん
で
、
而
も
そ
う
だ
と
主
張
す
る
な

ら
、
其
は
此
人
に
と
っ
て
、
云
わ
ば
彼
を
劣
っ
た
者
と
し
て
其
監
督
者
を
選
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
侮
辱
と
な
る
で

は
な
い
か
、
但
し
僕
に
は
別
に
何
の
変
り
も
な
い
。
だ
が
君
等
の
希
望
し
て
い
る
此
交
際
及
び
対
論
を
我
々
が
続

け
る
為
に
、
僕
は
こ
う
し
よ
う
と
思
う
。
若
し
此
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
答
え
る
こ
と
を
欲
し
な
い
な
ら
、
此
人
が
質

問
し
て
、
僕
が
答
え
る
こ
と
に
し
よ
う
、
し
か
し
其
場
合
に
僕
は
彼
に
、
僕
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
、
つ
ま
り
ど
う

云
う
風
に
答
を
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
其
を
示
す
よ
う
に
試
み
る
、
そ
こ
で
此
人
が
質
問
し
よ
う
と
思
う

だ
け
の
事
に
僕
が
答
え
て
し
ま
っ
た
な
ら
、今
度
は
又
此
人
が
同
じ
様
に
僕
に
解
答
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
若
し
彼
が
其
問
に
対
し
て
答
え
る
事
に
気
が
進
ま
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
ら
、
僕
も
君
等
も
共
同
し
て
、

此
交
際
を
破
壊
す
る
な
、
と
、
君
等
が
此
僕
に
し
た
と
同
じ
こ
と
を
、
彼
に
要
求
し
よ
う
。
そ
こ
で
此
事
の
為
に



八
二

は
誰
か
一
人
が
監
督
者
と
な
る
必
要
は
な
い
、
む
し
ろ
皆
が
共
同
し
て
監
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

茲
に
そ
う
す
べ
き
で
あ
る
と
皆
の
考
え
は
一
致
し
た
。
ま
た
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
特
に
望
ん
で
も
い
な
か
っ
た
が
、

而
も
猶
問
う
こ
と
及
び
、
彼
が
存
分
に
問
う
た
後
に
は
、
今
度
は
ま
た
短
く
答
え
て
、
解
答
を
与
え
る
こ
と
を
も

承
認
す
る
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

▲二
十
六そ
こ
で
彼
は
こ
ん
な
風
に
質
問
を
開
始
し
た

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
儂
の
思
考
す
る
に
、
人
間
に
と
っ
て
其
教
育
の
最
も
重
大
な
る
部
分
は
詩
に
つ
い
て
畏1

る

べ
き
者
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
、
即
ち
詩
人
達
に
よ
っ
て
言
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
其
が
正
し
く
歌
わ
れ
て
い
る

か
否
か
を
了
知
し
、
其
を
解
説
す
る
の
知
識
を
持
ち
、
又
問
わ
れ
た
る
場
合
に
は
解
答
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
然
る
に
今
は
其
論
題
は
同
一
の
事
柄
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
君
と
儂
と
が
今
語
り

合
っ
て
い
る
其
事
、
つ
ま
り
徳
に
つ
い
て
ゞ
あ
る
こ
と
を
要
す
る
、
し
か
し
其
が
詩
の
上
に
移
さ
れ
る
の
で
、
唯

其
だ
け
の
相
違
が
あ
る
訳
だ
。
さ
て
シ
モ
ニ
デ
ス
は
テ
タ
リ
ア
の
ク
レ
オ
ン１

の
息
子
の
ス
コ
パ
ス
に
向
っ
て
こ
う

云
っ
た
―
―

真
実
に　

善
き
人
に　

成
る　

の
が　

困
難
な
れ
、

手
に
足
に
心
に
ぞ
格
し
き
、
咎
無
く
作
ら
れ
た
る
者
に
。
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八
三

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

此
歌
を
君
は
知
っ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
全
体
を
言
っ
て
聴
か
そ
う
か
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

そ
れ
に
は
及
び
ま
せ
ん
、
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
そ
の
上
私
は
其
歌
を
随
分
研
究
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
感
心
だ
。
そ
れ
で
は
此
歌
が
美
し
く
且
正
し
く
作
ら
れ
て
あ
る
と
君
に
は
思
わ
れ
る
か
、
ど
う
か
。

　

全
く
美
し
く
も
亦
正
し
く
。

　

し
か
し
若
し
其
詩
人
が
自
身
、
自
分
に
反
対
し
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
君
に
は
其
が
美
し
く
作
ら

れ
て
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
。

　

そ
れ
は
美
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
っ
と
良
く
注
意
し
て
見
た
ま
え
。

　

し
か
し
、
貴
方
、
私
は
充
分
考
察
し
て
あ
る
ん
で
す
。

　

で
は
君
は
知
っ
て
い
る
ね
、
此
歌
が
進
ん
で
か
ら
、
彼
が
こ
う
言
っ
て
い
る
の
を
―
―

我
々
に
ピ
タ
コ
ス２

の
句
は
至
当
に
は
告
げ
ら
れ
て
あ
ら
ず
、

よ
し
智
者
の
言
葉
な
り
と
も
、
曰
く
、
勝
れ
て
有
る
は
困
難
、
と
。

君
は
知
っ
て
い
る
か
、
比
同
一
人
が
此
事
を
言
っ
た
の
を
、
先
の
事
と
一
緒
に
。



八
四

　

知
っ
て
い
ま
す
。

で
は
此
事
が
前
の
事
に
よ
く
相
応
し
て
い
る
と
君
に
は
思
わ
れ
る
か
。

　

少
く
も
私
に
は
そ
う
見
え
ま
す
＝
＝
同
時
に
僕
は
彼
が
何
か
本
当
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
し
た
の
で
、
更
に
言
葉
を
継
い
だ
＝
＝
し
か
し
貴
方
に
は
そ
う
見
え
な
い
の
で
す
か
。

　

ど
う
し
て
此
両
方
を
語
っ
た
彼
が
自
己
に
一
致
し
て
い
る
と
見
え
よ
う
か
。
彼
は
最
初
に
自
分
で
、
善
き
人
に

成
る
の
は
困
難
で
あ
る
真
実
に
於
て
、
と
前
提
し
て
、
而
も
其
詩
を
僅
か
ば
か
り
先
に
進
む
と
、
其
を
忘
れ
て
し

ま
い
、
ピ
タ
コ
ス
が
彼
と
同
じ
事
、
即
ち
勝
れ
た
る
者
で
あ
る
の
は
困
難
、
と
言
っ
た
の
に
、
彼
を
非
難
し
て
、

彼
自
身
と
同
じ
事
を
言
っ
て
い
る
其
彼
を
承
認
し
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
自
分
と
同
じ
事
を

言
う
者
を
非
難
す
る
場
合
に
は
、
勿
論
自
分
自
身
を
非
難
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
前
者
か
後
者
か
ど

っ
ち
か
を
正
し
く
彼
は
言
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

彼
は
此
事
を
語
っ
て
、
多
く
の
聴
衆
を
し
て
喧け
ん
ご
う囂
、
称
歎
せ
し
め
た
。
僕
は
初
め
、
ま
る
で
優
れ
た
拳
闘
家
に
殴

ら
れ
た
よ
う
に
、
彼
が
其
を
語
り
、
他
の
人
々
が
囃は
や

し
立
て
た
時
に
は
、
眼
が
暝
ん
で
、
眩
が
し
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
―
―
ま
ず
君
に
正
直
な
こ
と
を
言
え
ば
、
其
詩
人
が
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
、
其
を
考
察
す
る
余
裕
を
得

る
為
に
―
―
プ
ロ
ヂ
コ
ス
の
方
を
向
い
た
、
そ
し
て
彼
を
呼
ん
で
曰
っ
た



八
五

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

　

お
〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
、
シ
モ
ニ
デ
ス
は
貴
君
の
市
民
で
す
、
そ
こ
で
あ
の
人
に
貴
君
は
加
勢
す
る
義
務
が
あ
る
。

私
は
貴
君
を
助
け
に
呼
び
寄
せ
た
い
と
思
う
の
で
す
、
丁
度
ホ
メ
ロ
ス３

が
、
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
が
ア
キ
レ
ス
に
包

囲
さ
れ
た
時
に
シ
モ
エ
イ
ス
を
救
助
に
呼
ん
だ
話
を
し
て
、
歌
っ
た
よ
う
に

我
が
親
し
き
同
胞
よ
、
我
等
両
人
し
て
此
勇
士
の
力
を
ば

抑
え
よ
う
。

し
か
し
私
は
貴
君
を
呼
び
寄
せ
た
い
、
此
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
我
々
に
対
し
て
シ
モ
ニ
デ
ス
を
打
ち
摧く
だ

く
と
い
け
な

い
か
ら
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
今
は
シ
モ
ニ
デ
ス
の
為
に
貴
君
の
文
学
的
知
識
に
よ
る
訂
正
を
必
要
と
し
て
い
る
の

で
す
か
ら
―
―
何
し
ろ
其
知
識
に
よ
っ
て
貴
君
は
欲
す
る

0

0

0

と
志
す
0

0

と
や
、
又
現
に
貴
君
の
説
い
た
多
く
の
美
し
い

こ
と
に
つ
い
て
、
其
等
は
同
一
義
で
は
な
い
、
と
区
別
を
立
て
得
る
の
で
す
か
ら
。
さ
て
そ
こ
で
貴
君
は
私
と
同

様
に
思
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
察
し
て
く
だ
さ
い
、
と
云
う
の
は
シ
モ
ニ
デ
ス
は
自
身
、
自
分
に
反
対
な
る
こ

と
を
言
っ
て
い
る
と
は
見
え
な
い
か
ら
で
す
。
お
〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
、
貴
君
は
一
つ
貴
君
の
意
見
を
前
以
っ
て
明
し

て
く
だ
さ
い
、
貴
君
に
は
成
る
0

0

と
有
る
0

0

４
と
は
同
一
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
互
に
異
っ
て
い
ま
し

ょ
う
か
。

す
る
と
プ
ロ
ヂ
コ
ス
は
曰
っ
た
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八
六

　

異
っ
て
い
る
と
も
、
ゼ
ウ
ス
！

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

最
初
の
詩
句
で
は
、
シ
モ
ニ
デ
ス
自
身
が
自
分
の
意
見
を
明
か
に
述
べ
て
、
善
き
人
に
真
実
に
於
て
は
成
る
の

が
困
難
で
あ
る
、
と
言
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

す
る
と
プ
ロ
ヂ
コ
ス
が
曰
っ
た

　

君
の
言
う
こ
と
は
尤
だ
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

し
て
み
る
と
、
彼
が
ピ
タ
コ
ス
を
非
難
し
た
の
は
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
思
っ
て
い
る
よ
う
に
、
自
分
と
同
じ
こ

と
を
言
っ
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
て
、
異
っ
て
い
る
為
に
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
ピ
タ
コ
ス
は
、
勝
れ
た

る
者
に
成
る
の
は
困
難
、
と
は
言
っ
て
い
な
い
、
有
る
の
は
、
と
言
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、

此
プ
ロ
ヂ
コ
ス
が
言
っ
て
い
る
通
り
、
有
る
と
成
る
と
は
決
し
て
同
一
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
そ
こ
で
若
し
有
る
と

成
る
と
が
同
一
で
な
い
な
ら
ば
、
シ
モ
ニ
デ
ス
は
自
身
、
自
分
に
反
対
な
事
を
言
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

真
に
恐
ら
く
此
プ
ロ
ヂ
コ
ス
を
は
じ
め
他
の
多
く
の
人
々
は
、ヘ
シ
オ
ド
ス
に
従
っ
て
、こ
う
言
う
で
し
ょ
う
、「
善

き
者
と
成
る
の
は
困
難
で
あ
る
―
―
徳
の
前
に
神
々
は
汗
を
置
い
た
が
故
に
、
し
か
し
若
し
人
が
其
の
頂
き
に
到

(340C)



八
七

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

っ
た
場
合
に
は
―
―
其
を
所
有
す
る
に
―
―
よ
し
困
難
な
る
も
の
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
其
後
は
い
と
ゞ
容
易
な
る

も
の
で
あ
る
、５」
と
。

▲二
十
七プ
ロ
ヂ
コ
ス
は
此
事
を
聴
い
て
僕
を
称
揚
し
た
。
と
こ
ろ
が
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
言
う
に
は

　

君
の
其
訂
正
は
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
君
が
訂
正
し
よ
う
と
し
た
其
事
柄
よ
り
更
に
大
き
な
誤
認
を
持
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

す
る
と
私
は
下
手
な
細
工
を
し
た
訳
で
す
ね
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
つ
ま
り
私
は
可
笑
し
な
医
者
な
の
で
す
、

癒
そ
う
と
し
て
其
病
気
を
一
層
悪
く
す
る
な
ん
て
。

　

そ
の
通
り
だ
。

　

ど
ん
な
風
に
で
す
か
。

　

殆
ど
君
は
此
詩
人
に
つ
い
て
学
ん
だ
所
が
無
い
で
は
な
い
か
、
若
し
其
通
り
で
あ
っ
て
、
徳
を
所
有
す
る
こ
と

が
何
か
劣
っ
た
こ
と１

で
で
も
あ
る
よ
う
に
、
彼
が
思
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
。
し
か
し
其
事
は
所
有
る
事
柄
の
中

で
最
も
困
難
な
こ
と
な
の
だ
、
誰
だ
っ
て
そ
う
思
わ
ぬ
者
は
あ
る
ま
い
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

ゼ
ウ
ス
！
都
合
の
よ
い
時
も
時
、
我
々
の
此
対
論
の
席
に
此
プ
ロ
ヂ
コ
ス
が
居
合
わ
せ
て
く
れ
た
。
な
ぜ
か
と



八
八

云
え
ば
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
プ
ロ
ヂ
コ
ス
の
智
慧
、
其
は
神
的
な
も
の
で
す
が
、
古
く
か
ら
有
っ
た
の
で
、

シ
モ
ニ
デ
ス
に
始
っ
た
に
は
相
違
な
い
が
、
或
は
一
層
古
い
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
貴
方
は
他
の
多
く
の
事
柄
に

は
経
験
が
深
い
が
、
此
事
に
は
全
く
無
経
験
で
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
、
私
が
此
プ
ロ
ヂ
コ
ス
の
弟
子
で
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
識
っ
て
い
る
よ
う
な
訳
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
も
「
困
難
」
と
云
う
言
葉
を
シ
モ
ニ
デ
ス

は
、
貴
方
が
解
し
て
い
る
と
等
し
い
意
味
に
は
、
解
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
、
貴
方
は
学
ん
で
い
な
い
よ
う
に

私
に
は
思
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
「
畏1

る
べ
き
」
と
云
う
こ
と
に
つ
い
て
も
【
、】
此
プ
ロ
ヂ
コ
ス
は
、
若
し
私
が
貴

方
や
他
の
人
を
誉
め
て
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
智
な
る
畏1

る
べ
き
人
で
あ
る
、
と
言
う
度
毎
に
、
い
つ
も
私
に
警
告

し
教
え
て
、
私
が
善
い
こ
と
を
畏1

る
べ
き
こ
と
と
呼
ぶ
の
を
恥
と
は
思
わ
な
い
か
、
と
問
責
す
る
の
で
す
。
そ
し

て
言
う
に
は
、『
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
畏1

る
べ
き
と
は
悪
い
と
云
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
。
そ
こ
で
人
は
誰
で
も
又

ど
ん
な
場
合
で
も
「
畏1

る
べ
き
富
」
と
か
「
畏1

る
べ
き
平
和
」
と
か
「
畏1

る
べ
き
健
康
」
と
は
決
し
て
言
わ
な
い
、

む
し
ろ
「
畏1

る
べ
き
病
」
と
か
「
畏1

る
べ
き
戦
争
」
と
か
「
畏1

る
べ
き
貧
」
と
は
言
う
、
其
は
つ
ま
り
畏1

る
べ
き

も
の
は
悪
い
も
の
だ
か
ら
だ
。』
と
。
同
様
に
「
困
難
」
と
云
う
こ
と
も
亦
ケ
オ
ス
の
人
々
は
、
シ
モ
ニ
デ
ス
も
、

悪
い
こ
と
と
し
て
取
っ
て
い
る
か
、
或
は
他
の
意
味
に
解
し
て
い
る
の
で
、
其
を
貴
方
は
学
ん
で
い
な
い
の
で
す
。

そ
こ
で
我
々
は
プ
ロ
ヂ
コ
ス
に
き
〻
ま
し
ょ
う
、
シ
モ
ニ
デ
ス
の
方
言
を
此
人
に
問
う
の
は
正
当
で
す
か
ら
。
お
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八
九

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
、
ど
う
云
う
意
味
に
シ
モ
ニ
デ
ス
は
此
「
困
難
」
を
解
し
た
の
で
す
か
。

　

悪
い
と
云
う
意
味
に
さ
。

　

す
る
と
此
事
に
由
っ
て
、
お
〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
、
彼
は
ピ
タ
コ
ス
が
、
勝
れ
て
有
る
は
困
難
、
と
曰
っ
た
の
を
非

難
し
た
の
で
す
ね
、
つ
ま
り
彼
が
、
勝
れ
て
有
る
は
悪
い
、
と
言
っ
た
よ
う
に
聴
い
た
の
で
。

す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
曰
っ
た

　

し
か
し
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
君
は
、
シ
モ
ニ
デ
ス
が
唯
其
だ
け
を
意
味
に
解
し
、
而
も
ピ
タ
コ
ス
を
、
彼
が

レ
ス
ボ
ス２

の
者
で
、
従
っ
て
粗
野
な
方
言
の
間
に
育
っ
た
為
に
、
言
語
を
正
し
く
使
い
分
け
る
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
と
云
う
こ
と
で
、
侮
辱
し
た
の
だ
、
と
思
っ
て
い
る
の
か
。

　

お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
貴
方
は
現
に
此
プ
ロ
ヂ
コ
ス
の
言
を
聴
い
た
筈
で
す
。
之
に
反
対
し
て
貴
方
は
何
か
主

張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

　

お
〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
、
そ
ん
な
訳
の
こ
と
ぢ
ゃ
な
い
。
儂
は
良
く
知
っ
て
い
る
の
だ
、
シ
モ
ニ
デ
ス
だ
っ
て
「
困

難
」
と
云
う
こ
と
を
、
我
々
他
の
人
々
が
其
を
悪
い
と
云
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
容
易
で
な
い
、
つ
ま
り
多

く
の
障し
ょ
う
が
い礙を
通
っ
て
成
就
す
る
こ
と
と
し
て
使
っ
て
い
る
、
其
意
味
に
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た



九
〇

　

私
だ
っ
て
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
シ
モ
ニ
デ
ス
は
其
意
味
に
解
し
て
い
る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
、
又
此
プ

ロ
ヂ
コ
ス
も
其
は
知
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
串じ
ょ
う
だ
ん戯を

言
っ
て
、
貴
方
が
自
分
自
身
の
説
に
加
勢
が
で
き

る
か
ど
う
か
、
貴
方
を
試
し
て
見
よ
う
と
思
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
シ
モ
ニ
デ
ス
が
「
困
難
」

を
「
悪
い
」
と
解
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
直
ぐ
其
次
の
句
が
立
派
に
証
拠
立
て
て
い
ま
す
か
ら
。３

彼
は
言
っ
て
い

ま
す

神
の
み
独
り
是
を
持
つ
べ
し
、
賞
と
し
て
。

し
か
し
彼
は
決
し
て
是
を
、
勝
れ
て
有
る
は
悪
い
、
と
解
し
て
、
更
に
神
が
独
り
是
を
持
つ
と
誓
い
、
唯
神
に
の

み
是
を
賞
と
し
て
頒
ち
与
え
た
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
此
プ
ロ
ヂ
コ
ス
は
シ
モ
ニ
デ
ス
を
無

躾
け
な
者
で
、
決
し
て
ケ
オ
ス
の
人
間４

で
は
な
い
と
言
う
で
し
ょ
う
か
ら
。
し
か
し
私
は
、
シ
モ
ニ
デ
ス
が
此
歌

に
於
て
考
え
て
い
る
と
私
に
思
わ
れ
る
こ
と
を
、
貴
方
に
談
し
て
み
た
い
の
で
す
、
若
し
貴
方
が
、
貴
方
の
言
っ

て
い
る
其
事
、
つ
ま
り
詩
に
つ
い
て
私
が
ど
ん
な
者
で
あ
る
か
、
私
を
試
し
て
み
よ
う
と
思
わ
れ
る
な
ら
。
し
か

し
貴
方
の
希
望
に
よ
っ
て
は
、
私
が
貴
方
か
ら
聴
き
ま
し
ょ
う
。

す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
僕
の
此
言
を
聴
い
て

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
君
の
思
い
通
り
に
。
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九
一

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

と
曰
っ
た
。
ま
た
プ
ロ
ヂ
コ
ス
と
ヒ
ピ
ア
ス
と
の
両
人
は
熱
心
に
其
を
慫し
ょ
う
よ
う慂し

た
し
、他
の
人
々
も
亦
希
望
し
た
。

▲二
十
八そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

さ
て
、
其
で
は
此
歌
に
つ
い
て
の
私
の
見
解
を
諸
君
に
詳
述
す
る
こ
と
を
私
は
試
み
よ
う
。

　

抑
々
哲
学
は
ク
レ
テ
や
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン１

に
於
て
ヘ
ラ
ス
の
人
々
の
間
に
最
も
古
い
、
且
最
も
拡
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
又
非
常
に
多
く
の
ソ
ピ
ス
テ
ス
達
が
か
の
地
に
は
居
る
。
し
か
し
彼
等
は
自
己
を
隠
し
立
て
〻
、
無
学

者
で
あ
る
よ
う
に
装
う
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
其
は
丁
度
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
言
っ
た
あ
の
ソ
ピ
ス
テ
ス
達
と
同
様

に
、
智
慧
を
以
て
彼
等
が
ヘ
ラ
ス
の
人
々
を
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
の
知
れ
渡
る
こ
と
を
恐
れ
、
む
し
ろ
彼
等
は
戦

う
こ
と
即
ち
勇
敢
に
於
て
勝
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ん
が
為
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
若
し
彼
等
の
勝
れ
て
い
る
点
が
人

に
知
れ
る
と
、
総
て
の
人
々
が
其
事
、
即
ち
智
慧
、
を
練
習
す
る
に
相
違
な
い
と
思
慮
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
彼
等
は
其
を
包
み
匿
し
て
し
ま
っ
て
、
其
諸
都
市
に
入
込
ん
で
い
る
ラ
コ
ニ
主
義
者２

ど
も
を
す
っ
か
り
欺あ
ざ
むい

て
い
る
、
そ
こ
で
其
者
ど
も
は
彼
等
の
真
似
を
し
て
、
耳
の
打
合
い
を
し
た
り
、
仕
合
の
革
鞭
を
持
ち
歩
い
て
、

体
育
を
励
み
、
短
か
い
上
着
を
引
掛
け
た
り
し
て
い
る
、
つ
ま
り
其
等
の
事
柄
に
よ
っ
て
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
の
人
々

は
ヘ
ラ
ス
の
人
々
を
支
配
し
て
い
る
と
信
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
の
人
々
は
、
何
等
の
拘
束
な
く
彼
等
の
許
に
居
る
ソ
ピ
ス
テ
ス
達
と
一
緒
に
成
ろ
う



九
二

と
思
い
、
も
は
や
隠
れ
て
一
緒
に
成
る
こ
と
を
厭
う
に
到
る
と
、
其
等
の
ラ
コ
ニ
主
義
者
を
追
放
し
て
し
ま
う
し
、

又
若
し
誰
か
他
国
の
訪
客
が
泊
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
其
訪
客
に
隠
れ
て
ソ
ピ
ス
テ
ス
達
と
一
緒
に
成
る
、
更
に

ま
た
彼
等
は
、
彼
等
が
教
育
し
て
い
る
事
柄
を
若
者
ど
も
が
忘
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
丁
度
ク
レ
テ
の
人
々
の
す

る
様
に
、
若
者
ど
も
の
誰
一
人
を
す
ら
他
の
都
市
に
出
向
く
こ
と
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
而
も
其
都
市
に
於
て

教
育
に
大
な
る
考
慮
を
払
っ
て
い
る
者
ど
も
は
決
し
て
男
子
ば
か
り
で
は
な
い
、
女
子
も
亦
そ
う
で
あ
る
。
さ
て

諸
君
は
、
私
の
言
っ
て
い
る
此
事
が
真
実
で
あ
っ
て
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
の
人
々
は
哲
学
や
談
論
に
向
っ
て
最
も
善

く
教
育
さ
れ
て
い
る
と
云
う
こ
と
を
、次
の
事
で
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。茲
に
何
人
か
ゞ
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
の
人
々

の
中
で
も
特
に
劣
っ
て
い
る
者
と
一
緒
に
成
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
其
人
は
談
論
に
於
て
な
る
ほ
ど
永
い
間
彼
が
如

何
に
も
劣
っ
て
見
え
る
こ
と
を
発
見
す
る
で
あ
ろ
う
、
と
こ
ろ
が
一
度
語
ら
れ
て
い
る
事
柄
が
了
知
さ
れ
る
に
到

る
と
、
忽
ち
語
る
に
足
る
而
も
短
い
引
締
っ
た
言
葉
を
、
さ
な
が
ら
投
鎗
の
名
手
の
如
く
、
投
げ
込
む
、
す
る
と

其
対
論
者
は
ま
る
で
子
供
に
も
等
し
い
有
様
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
か
く
の
如
き
言
葉
を
語
り
得
る
と
云
う
こ
と
は
完
全
に
教
育
し
上
げ
ら
れ
た
る
人
々
の
能
く
す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
従
っ
て
此
事
即
ち
ラ
コ
ニ
ゼ
イ
ン
と
は
体
育
の
愛
好
と
云
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
特
に
も
智

慧
を
愛
好
（
哲
学
）
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
云
う
こ
と
を
知
了
し
て
い
る
人
々
は
、
現
在
の
人
々
の
中
に
も
有
り
、



九
三

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

又
古
え
の
人
々
の
間
に
も
有
る
。
ミ
レ
ト
ス
の
タ
レ
ス
、
ミ
チ
レ
ネ
の
ピ
タ
コ
ス
、
プ
リ
エ
ネ
の
ビ
ア
ス
、
我
々

の
市
民
の
ソ
ロ
ン
、
リ
ン
ド
ス
の
ク
レ
オ
ブ
ロ
ス
、
ケ
ナ
イ
の
ミ
ソ
ン
及
び
彼
等
の
中
で
第
七
番
目
に
呼
ば
れ
て

い
る
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
の
キ
ロ
ン３

、
彼
等
は
即
ち
其
人
々
の
中
に
数
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
此
人
々
は
昔
ラ
ケ
ダ
イ

モ
ン
の
人
々
の
為
す
教
育
の
熱
心
家
で
あ
り
、
崇
拝
者
で
あ
り
、
弟
子
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
彼
等
の
智
慧
は
そ
う

云
う
も
の
で
、
つ
ま
り
彼
等
の
各
々
に
よ
っ
て
言
わ
れ
た
言
葉
は
短
い
、
記
憶
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
、
此
事
は

誰
で
も
知
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
彼
等
は
又
相
与
に
デ
ル
ポ
イ
の
神
殿
に
赴
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
口
々
に
言

っ
て
い
る
あ
の
言
葉
、「
汝
自
ら
を
知
れ
」
と
「
極
端
を
慎
め
」
の
句
を
書
き
記
し
、
よ
っ
て
智
慧
の
初
物
の
供

物
を
ア
ポ
ロ
ン
に
捧
げ
た
の
で
あ
る
。
何
の
目
的
で
私
は
此
事
を
語
っ
た
の
で
あ
る
か
。
其
は
此
事
即
ち
ラ
コ
ニ

式
の
短
言
法
こ
そ
が
古
え
の
人
々
の
哲
学
が
と
っ
た
其
様
式
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
ま
た
ピ
タ
コ
ス
の
、
智
者
達
に
よ
っ
て
称
揚
さ
れ
て
来
た
此
句
、「
勝
れ
て
有
る
は
困
難
。」
も
庶
人
の
間

に
広
く
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
シ
モ
ニ
デ
ス
は
、
智
慧
の
上
で
名
声
を
望
ん
だ
者
で
あ
っ
た
為
に
、
若

し
此
句
を
、
名
声
あ
る
闘
技
者
を
で
も
倒
す
様
に
、
打
ち
破
っ
て
其
を
凌
駕
し
さ
え
す
れ
ば
、
自
分
は
其
当
時
の

人
々
の
間
に
名
声
を
博
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
こ
で
此
句
に
向
い
、
而
も
此
理
由
か
ら
し
て
其
を
打
ち
倒

す
こ
と
を
た
く
ら
ん
で
、
彼
は
此
歌
全
体
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
私
に
は
そ
う
見
え
る
の
で
あ
る
。
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四

▲二
十
九

抑
々
私
の
言
っ
た
こ
と
が
真
実
で
あ
る
か
、
其
を
我
々
は
皆
し
て
相
与
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
と
っ
つ
け
此

歌
の
第
一
句
が
眉
唾
も
の
で
あ
る
よ
う
に
見
え
は
し
ま
い
か
、
若
し
も
彼
が
、
善
き
人
と
成
る
は
困
難
で
あ
る
、

と
言
お
う
と
思
っ
て
、
而
も
そ
こ
へ
「
の
が
」
を
投
入
し
て
い
る
と
云
う
の
は
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
此
詞
は
一
つ

の
言
い
表
し
に
投
入
さ
れ
て
い
る
と
は
見
え
な
い
、
よ
し
人
が
、
ピ
タ
コ
ス
の
言
葉
に
対
し
て
云
わ
ば
論
諍
し
て

シ
モ
ニ
デ
ス
が
言
っ
た
の
で
あ
る
と
、
解
釈
し
な
い
と
し
た
と
こ
ろ
で
、
つ
ま
り
ピ
タ
コ
ス
が
『
勝
れ
て
有
る
は

困
難
。』
と
言
っ
た
に
対
し
、
之
を
論
駁
し
て
彼
が
『
そ
う
で
は
な
い
、
善
き
人
に
成
る
の
が
0

0

困
難
な
の
で
あ
る
、

お
〻
ピ
タ
コ
ス
、
真
実
に
は
。』
と
言
っ
た
の
で
あ
る
と
。
し
か
し
、
真
実
に

0

0

0

善
き
者
に
、
と
で
は
な
い
、
此
「
善

き
」
に
冠
ら
し
め
て
「
真
実
に
」
を
言
っ
た
の
で
は
な
い
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
人
々
の
中
で
或
者
ど
も
は
真
実
に

善
く
、
ま
た
或
者
ど
も
は
善
く
は
あ
る
が
、
真
実
に
で
は
な
い
と
云
う
こ
と
に
な
る
、
是
は
あ
ま
り
馬
鹿
げ
て
い

る
し
、
又
シ
モ
ニ
デ
ス
の
謂
お
う
と
し
た
所
で
も
あ
る
ま
い
、
む
し
ろ
此
「
真
実
に
」
は
此
歌
の
中
で
其
位
置
が

違
っ
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
彼
は
次
の
様
な
風
に
ピ
タ
コ
ス
の
句
を
前
提
と
し
て
言
っ
て
い

る
訳
に
な
る
、
今
我
々
が
ピ
タ
コ
ス
其
人
を
発
言
者
と
し
、
シ
モ
ニ
デ
ス
を
対こ
た

え
る
者
と
仮
定
す
る
と
し
て
、
先

ず
彼
が
『
お
〻
人
々
よ
、
勝
れ
て
有
る
は
困
難
。』
と
言
う
と
、
今
度
は
彼
が
、『
お
〻
ピ
タ
コ
ス
、
貴
方
の
言
は

真
で
は
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
有
る
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
善
き
者
に
成
る
の
が
、
手
に
足
に
心
に
ぞ
格
し
き
、
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咎
無
く
作
ら
れ
た
る
者
に
、
其
が
困
難
で
あ
る
、
真
実
に
は
。』
と
対
え
た
か
の
よ
う
な
次
第
で
あ
る
。
こ
う
云

う
風
に
理
由
あ
っ
て
其
「
の
が
」
を
彼
は
投
入
し
た
の
で
あ
り
、「
真
実
に
」
は
最
後
に
位
置
す
る
の
が
正
し
い

よ
う
に
見
え
る
、
の
み
な
ら
ず
此
先
の
歌
全
体
が
、
此
意
味
で
此
句
が
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
証
拠
立
て
〻
い

る
の
で
あ
る
。
勿
論
良
く
作
ら
れ
て
い
る
箇
処
は
多
い
、
従
っ
て
此
歌
の
中
の
一
句
々
々
に
つ
い
て
、
如
何
に
良

く
作
ら
れ
て
い
る
か
を
明
か
に
説
き
示
す
こ
と
は
―
―
な
ぜ
か
と
云
え
ば
如
何
に
も
優
美
に
且
念
が
入
れ
て
あ
る

か
ら
―
―
し
か
し
其
を
か
〻
る
点
に
即
し
て
説
明
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
長
過
ぎ
る
嫌
い
が
あ
る
、
そ
こ
で
今
は
む

し
ろ
其
全
体
の
型
と
、
此
歌
全
体
を
通
じ
て
何
よ
り
も
特
に
ピ
タ
コ
ス
の
言
葉
に
対
抗
し
て
い
る
、
其
意
図
と
を

我
々
は
考
究
し
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。

▲三
十

さ
て
此
後
で
彼
は
僅
か
ば
か
り
説
明
し
て
言
っ
て
い
る
、
今
其
を
談
話
の
形
で
言
っ
た
と
し
て
み
る
と
―
―

　

善
き
人
に
成
る
の
が
困
難
で
あ
る
真
実
に
は
、
而
も
僅
か
な
時
の
間
の
み
成
り
得
る
に
過
ぎ
な
い
、
し
か
し
成

っ
て
其
状
態
に
停
り
、
貴
方
の
言
う
様
に
、
善
き
人
で
有
る
の
は
、
お
〻
ピ
タ
コ
ス
、
不
可
能
で
あ
り
又
人
間
事

で
は
な
い
、
む
し
ろ
神
の
み
独
り
此
賞
を
持
つ
の
で
あ
る
。

人
は
し
か
し
悪
し
か
ら
ず
有
る
を
得
ず
、

彼
を
ば
施
す
術
も
無
き
運
命
は
打
ち
倒
さ
ん
。
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で
は
何
人
を
施
す
術
も
無
き
運
命
は
船
の
操
縦
に
於
て
打
ち
倒
す
か
。
勿
論
素
人
を
で
は
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え

ば
素
人
は
い
つ
も
引
き
倒
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
譬
え
ば
誰
も
横
に
な
っ
て
い
る
者
を
投
げ
倒
す
訳
に
は
ゆ
か

な
い
が
、
し
か
し
立
っ
て
い
る
者
を
投
げ
倒
し
て
横
た
わ
ら
し
め
る
の
で
あ
る
、
横
に
な
っ
て
い
る
者
を
で
は
な

い
、
そ
れ
と
同
様
に
施
す
術
を
知
っ
て
い
る
者
を
施
す
術
も
無
き
運
命
は
打
ち
倒
す
が
、
常
に
施
す
術
を
知
ら
ぬ

者
を
で
は
な
い
、
又
舵
取
り
を
大
嵐
は
襲
っ
て
施
す
術
を
知
ら
ざ
ら
し
め
る
し
、
又
農
夫
を
険
悪
な
る
天
候
が
到

来
し
て
施
す
術
を
知
ら
な
く
し
て
し
ま
う
の
で
あ
ろ
う
、
又
医
者
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
勝

れ
た
る
者
に
は
悪
く
成
る
余
地
が
有
る
か
ら
で
あ
る
、
恰
も
ま
た
或
詩
人
が

さ
て
善
き
人
は
時
に
は
悪
し
く
、
時
に
は
勝
れ
た
り

と
言
っ
て
、
是
を
証
拠
立
て
〻
い
る
通
り
。
し
か
し
悪
い
者
に
は
悪
く
成
る
余
地
が
な
い
、
む
し
ろ
常
に
そ
う
有

る
の
が
必
然
で
あ
る
。そ
こ
で
施
す
術
を
知
れ
る
智
な
る
善
き
者
を
施
す
術
も
無
き
運
命
は
打
ち
倒
す
か
ら
し
て
、

「
悪
し
か
ら
ず
有
る
を
得
な
い
」。
と
こ
ろ
が
、
お
〻
ピ
タ
コ
ス
、
貴
方
は
「
勝
れ
た
る
者
で
有
る
は
困
難
」
と
言

わ
れ
る
が
、
し
か
し
勝
れ
た
る
者
に
成
る
の
は
、
困
難
に
は
相
違
な
い
が
、
可
能
で
あ
る
、
し
か
し
有
る
の
は
不

可
能
な
の
で
あ
る
。

な
ぜ
か
と
云
え
ば
何
人
も
幸
福
な
れ
ば
（
良
行
）
善
く
、
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不
幸
な
れ
ば
（
悪
行
）
悪
ろ
し
。

さ
て
何
が
文
学
に
つ
い
て
の
善
き
行
為
（
幸
福
）
で
あ
る
か
、
何
が
文
学
に
向
っ
て
善
き
人
を
作
る
か
。
勿
論
其

学
識
で
は
な
い
か
。
又
何
た
る
良
き
行
為
が
善
き
医
者
を
作
る
の
で
あ
る
か
。
云
う
迄
も
な
く
病
者
の
看
護
に
つ

い
て
の
学
識
で
あ
る
。「
悪
く
ば
（
不
幸
）
悪
ろ
し
」。
さ
て
何
人
が
悪
き
医
者
と
成
る
の
で
あ
る
か
。
勿
論
先
ず

医
者
で
あ
り
、
而
も
善
き
医
者
で
あ
っ
た
者
に
起
る
の
で
あ
る
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
其
者
に
し
て
復
悪
く
成
り
得

る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
我
々
医
術
の
素
人
は
、
悪
く
行
為
し
た
と
て
医
者
に
も
、
或
は
大
工
に
も
、
又
か
〻

る
事
の
何
に
も
、
成
り
得
な
い
の
で
あ
る
、
そ
こ
で
悪
く
行
為
し
て
も
、
医
者
で
な
け
れ
ば
、
勿
論
悪
い
医
者
に

は
成
ら
な
い
。
こ
う
云
う
訳
で
善
き
人
は
、
或
は
時
節
、
或
は
悩
み
、
或
は
病
、
或
は
他
の
何
等
か
の
事
変
に
よ

っ
て
悪
く
な
る
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
唯
是
の
み
が
不
幸
（
悪
行
）
な
の
で
あ
る
か
ら
、
即
ち
知
識
よ
り
離
奪
さ

れ
る
こ
と
が
。
し
か
し
悪
い
人
は
決
し
て
悪
く
は
成
ら
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
常
に
悪
い
の
で
あ
る
か
ら
。
そ

こ
で
人
が
悪
く
成
る
条
件
と
し
て
は
、
先
ず
其
前
に
善
に
成
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
歌

の
此
部
分
は
此
事
に
加
え
て
、
更
に
次
の
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
、
即
ち
善
き
人
で
有
り
、
善
で
最
後

ま
で
完
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
し
か
し
善
く
成
る
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
又
其
者
に
し
て
ま
た
悪
く
成
り
得

る
の
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を
。
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し
か
し
最
も
長
く
最
も
善
き
者
と
し
て
有
り

神
々
の
愛
で
た
ま
う
人
々
は
。

▲三
十
一

此
等
の
こ
と
一
切
を
彼
は
ピ
タ
コ
ス
に
向
っ
て
言
っ
た
の
で
あ
る
、
更
に
此
歌
が
進
む
に
つ
れ
て
、
此
事
を

一
層
明
か
に
し
て
い
る
。
即
ち
彼
は
言
っ
て
い
る
―
―

是
故
に
我
は
成
り
能
わ
ざ
る
事
を
希
求
し
て
、

空
し
く
も
行
い
得
ざ
る
希
望
に
人
生
の
一
期
を
ば
投
げ
入
れ
ま
い
。

純
に
咎
な
き
者
を
し
も
、
際
無
き
地
よ
り
穀
物
収
む
る
我
等
の
中
に
、

我
が
見
出
し
な
ば
、
君
等
に
我
は
叫
び
報
せ
ん
。

更
に
言
っ
て
い
る
―
―
か
く
し
て
歌
全
体
を
通
し
て
彼
は
ピ
タ
コ
ス
の
言
葉
に
挑
戦
し
て
い
る
の
で
あ
る
―
―

何
人
を
も
我
は
誉
め
又
愛
し
よ
う

好
ん
で　

何
等
の
恥
ず
べ
き
事
を

為
さ
ざ
る
者
な
ら
ば
。
運
命
に
は
神
々
も
争
う
た
ま
う
な
し
。

是
も
亦
同
じ
事
に
向
っ
て
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
シ
モ
ニ
デ
ス
は
好
ん
で
何
等
の
悪
を

為
さ
ぬ
者
ど
も
を
、
ま
る
で
他
方
に
は
故
意
に
悪
を
為
す
者
が
有
る
か
の
よ
う
に
、
其
人
々
を
誉
め
る
と
言
明
す
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る
程
、
其
程
無
学
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
云
う
に
、
凡
そ
智
な
る
人
々
は
誰
一
人
、
何
人
も
好
ん

で
罪
過
を
犯
し
、
好
ん
で
恥
ず
べ
き
悪
事
を
作
す
も
の
で
あ
る
、
と
は
思
考
し
て
い
な
い
、
む
し
ろ
恥
ず
べ
き
悪

を
作
す
者
は
皆
本
意
な
ら
ず
し
て
作
す
と
云
う
こ
と
を
、
彼
等
は
善
く
知
っ
て
い
る
、
私
は
大
体
此
事
を
信
じ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
シ
モ
ニ
デ
ス
も
亦
、
好
ん
で
悪
を
作
さ
ぬ
者
ど
も
の
讃
歎
者
で
あ
る
、
と
言
っ
た

の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
此
「
好
ん
で
」
は
自
分
自
身
の
方
に
つ
け
て
言
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、

美
し
く
も
善
き
人
は
屡
々
自
己
を
強
要
し
て
、
例
え
ば
人
は
よ
く
常
規
を
逸
し
た
母
と
か
父
と
か
祖
国
と
か
或
は

そ
う
云
う
何
者
か
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
か
〻
る
者
の
友
と
な
り
又
称
讃
者
と
な
る
、
さ
て
劣
っ
た
人
々
は
、

か
〻
る
者
を
持
つ
場
合
に
、
云
わ
ば
両
親
や
祖
国
の
劣
悪
な
点
を
好
ん
で
見
且
咎
め
て
は
、
之
を
暴
露
し
又
誹
謗

す
る
、
其
は
彼
等
の
面
倒
を
見
な
く
と
も
、
人
々
が
其
事
を
非
難
し
た
り
、
罪
し
な
い
用
心
な
の
で
あ
る
、
そ
こ

で
彼
等
を
彌い
よ
い
よ々

咎
め
立
て
、
敢
て
已
む
を
得
ぬ
程
度
以
上
に
悪
意
を
加
え
る
の
で
あ
る
、
然
る
に
善
き
人
々
は
其

を
隠
し
立
て
〻
誉
め
る
こ
と
を
余
儀
無
く
す
る
、
そ
し
て
仮た
と
い令
彼
等
が
不
正
な
目
に
遭
っ
て
、
両
親
や
祖
国
に
対

し
て
怒
る
場
合
で
も
、
自
ら
慰
さ
め
和
解
し
て
、
其
上
に
も
此
自
分
等
に
関
係
浅
か
ら
ぬ
者
ど
も
を
愛
し
又
誉
め

る
よ
う
に
自
己
を
強
制
す
る
の
で
あ
る
、
と
彼
は
思
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
シ
モ
ニ
デ
ス
自
身
も
亦
、

私
の
思
う
に
、
自
ら
屡
々
専
制
君
主
や
か
〻
る
他
の
人
を
誉
め
又
讃
美
し
た
が
、
し
か
し
其
は
好
ん
で
で
は
な
く
、
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自
分
を
強
い
て
で
あ
る
、
と
思
考
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
事
を
ま
た
ピ
タ
コ
ス
に
向
っ
て
も
言
っ
て
い

る
―
―

　

私
は
、
お
〻
ピ
タ
コ
ス
、
唯
私
が
咎
め
る
こ
と
を
好
む
者
で
あ
る
が
故
に
、
其
故
に
貴
方
を
咎
め
て
い
る
の
で

は
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば

我
に
は
足
れ
り
、
悪
く
も
な
し

仕
末
に
困
る
程
に
も
あ
ら
ず

都
市
を
益
す
る
法
規
を
心
得

健
か
な
る
者
に
し
あ
ら
ば
。
…
…
彼
を
ば
我
は

非
難
し
ま
い
、

と
云
う
の
も
…
我
は
非
難
を
好
む
者
な
ら
ず
…
…

な
ぜ
か
と
云
え
ば
数
知
れ
ぬ

馬
鹿
者
ど
も
の
苗び
ょ
う
え
い裔な
れ
ば
。

そ
こ
で
若
し
も
咎
め
る
こ
と
を
喜
ぶ
者
が
あ
れ
ば
、
彼
等
を
咎
め
る
に
遑
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

何
者
も
げ
に
美
し
、
彼
等
に
醜
き
は
混
り
て
あ
ら
じ
。
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＝
＝
彼
は
此
句
を
、
恰
も
一
切
は
白
く
、
其
に
は
黒
が
混
っ
て
い
な
い
と
言
う
か
の
如
き
意
味
で
言
っ
た
の
で
は

な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
其
で
は
あ
ま
り
に
可
笑
し
い
で
あ
ろ
う
、
む
し
ろ
彼
は
中
程
な
る
者
ど
も
を
認
め
、
従

っ
て
咎
め
な
い
と
云
う
こ
と
を
言
っ
た
訳
で
あ
る
。
彼
は
更
に
言
葉
を
継
い
で
＝
＝
そ
こ
で
私
は
「
純
に
咎
な
き

者
を
し
も
、
際
無
き
地
よ
り
穀
物
収
む
る
我
等
の
中
に
」、
探
ね
て
は
い
な
い
が
、「
見
出
し
な
ば
、
君
等
に
私
は

叫
び
報
せ
ん
」。
従
っ
て
少
く
も
是
故
に
私
は
何
人
を
も
誉
め
ま
い
、
し
か
し
中
等
で
あ
っ
て
、
何
等
悪
を
作
さ

な
い
者
で
あ
れ
ば
、
私
は
そ
れ
で
満
足
し
て
い
る
、
そ
こ
で
私
は
何
人
を
も
愛
し
又
誉
め
よ
う

0

0

0

0

＊
＝
＝
而
も
茲
で

彼
は
ミ
チ
レ
ネ
の
人
々
の
方
言
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
、
其
は
特
に
ピ
タ
コ
ス
に
向
っ
て
こ
う
云
う
為
な
の
で

あ
る
、
即
ち
＝
＝
「
何
人
を
も
誉
め
又
愛
し
よ
う
、
好
ん
で
、
―
―
此
好
ん
で
と
云
う
処
で
句
読
を
切
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
あ
る
―
―
何
等
恥
ず
べ
き
事
を
為
さ
ゞ
る
者
な
ら
ば
」、
し
か
し
不
本
意
な
が
ら
私
が
誉
め
又

愛
す
る
人
々
も
居
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
若
し
貴
方
が
至
当
で
あ
り
異
質
な
る
こ
と
を
中
庸
に
語
っ
た
の
で
あ
っ

た
な
ら
ば
、
お
〻
ピ
タ
コ
ス
、
貴
方
を
私
は
決
し
て
咎
め
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
貴
方
は
極
端
に
、

而
も
最
も
重
大
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
誤
り
を
犯
し
て
い
て
、
真
実
を
語
っ
た
と
思
っ
て
い
る
、
其
故
に
こ
そ
貴

方
を
私
は
咎
め
る
の
で
あ
る
。

▲三
十
二お

〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
是
等
の
こ
と
を
シ
モ
ニ
デ
ス
は
考
え
て
此
歌
を
作
っ
た
の
で
あ
る
、
と
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一
〇
二

私
に
は
思
わ
れ
る
の
で
す
。

す
る
と
ヒ
ピ
ア
ス
が
曰
っ
た

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
な
か
な
か
良
く
君
は
此
歌
に
つ
い
て
説
明
を
や
っ
て
の
け
た
ね
、
と
こ
ろ
が
我
輩
も
亦
是

に
つ
い
て
一
説
を
持
っ
て
い
る
、
そ
れ
も
立
派
な
も
の
な
の
だ
が
、
若
し
君
達
が
希
望
と
あ
れ
ば
、
講
演
し
よ
う
。

す
る
と
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
が
曰
っ
た

　

そ
う
、
し
か
し
、
お
〻
ヒ
ピ
ア
ス
、
ま
た
に
し
ま
し
ょ
う
。
今
は
先
に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
が
互

に
誓
約
し
た
事
を
果
す
必
要
が
あ
る
、
そ
こ
で
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
若
し
質
問
す
る
意
志
で
い
る
な
ら
、
ソ
ク
ラ
テ

ス
が
答
え
、
若
し
ま
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
答
え
る
つ
も
り
な
ら
、
他
方
が
質
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

僕
は
少
く
も
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
ど
っ
ち
で
も
彼
の
好
む
方
を
譲
る
、
が
し
か
し
若
し
彼
に
此
意
志
が
あ
る
な
ら

ば
、
我
々
は
歌
や
詩
に
つ
い
て
の
考
察
は
や
め
に
し
よ
う
、
そ
し
て
我
が
最
初
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
貴
方
に

質
問
し
た
其
事
柄
に
つ
い
て
、
貴
方
と
与
に
考
察
し
な
が
ら
、
私
は
最
後
ま
で
進
み
た
い
の
で
す
。
と
云
う
の
は
、

詩
に
つ
い
て
対
談
す
る
と
云
う
こ
と
は
、
劣
等
な
下
品
な
人
々
の
酒
宴
と
、
さ
ま
で
変
り
の
な
い
よ
う
に
私
に
は

思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
其
人
々
は
、
其
無
教
育
の
故
に
自
分
達
同
士
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
彼



一
〇
三

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

等
相
互
の
音
声
、
談
論
に
よ
っ
て
は
酒
席
に
偕か
い
ら
く楽

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
為
に
、
笛
妓
の
市
価
を
高
か
ら
し
め
、

多
額
の
金
を
払
っ
て
他
の
音
声
で
あ
る
笛
の
音
を
用
い
る
、
そ
し
て
其
音
の
力
を
借
り
て
宴
楽
す
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
美
し
く
も
善
き
教
養
あ
る
飲
手
が
揃
っ
た
場
面
に
於
て
は
、
貴
方
は
そ
こ
に
一
人
の
笛
妓
、
舞
妓
、
琵
琶

妓
を
も
見
出
だ
し
得
な
い
ば
か
り
か
、
彼
等
は
彼
等
同
士
で
、
其
等
の
道
化
も
巫ふ

ざ

け
山
戯
も
更
に
用
い
る
こ
と
な
く
、

唯
自
分
達
だ
け
の
音
声
に
よ
っ
て
交
際
偕
楽
す
る
に
充
分
な
る
力
を
持
ち
、
彼
等
同
士
で
順
番
に
秩
序
も
乱
さ
ず

或
は
語
り
、
或
は
聴
く
の
を
観
る
で
し
ょ
う
、
よ
し
か
な
り
多
量
に
酒
を
飲
み
は
す
る
が
。
こ
う
云
う
風
に
此
種

の
交
際
は
、
若
し
其
人
々
が
自
ら
、
我
々
の
多
く
が
互
に
認
め
合
っ
て
い
る
よ
う
な
、
そ
う
云
う
人
物
を
以
て
任

じ
て
い
る
な
ら
ば
、
他
の
詩
人
達
の
音
声
を
何
等
必
要
と
し
な
い
、
彼
等
を
引
張
っ
て
来
て
多
く
の
人
々
が
談
論

を
試
み
、
或
人
々
は
此
事
を
其
詩
人
は
考
え
て
い
た
と
言
い
、
又
他
の
人
々
は
ま
た
異
っ
た
事
を
主
張
し
た
と
こ

ろ
で
、
明
確
を
期
待
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
を
論
議
す
る
だ
け
で
、
彼
等
の
言
っ
た
事
に
つ
い
て
直
接
其
詩

人
達
に
聞
く
訳
に
は
ゆ
か
な
い
、
そ
こ
で
彼
等
は
此
種
の
交
際
に
は
別
れ
を
告
げ
る
、
そ
し
て
自
ら
彼
等
自
身
に

よ
っ
て
、
自
分
達
同
士
の
談
論
の
間
に
、
互
に
吟
味
し
、
吟
味
さ
せ
て
、
彼
等
同
士
で
交
際
す
る
の
で
あ
る
。
此

様
な
人
々
を
我
と
貴
方
と
は
学
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
と
私
は
思
う
の
で
す
、
そ
し
て
此
詩
人
達
を
措
い
て
、
我
々
同

士
に
よ
り
、
真
理
と
我
々
自
身
と
を
吟
味
し
な
が
ら
、
互
に
談
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
若
し
貴
方
が
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一
〇
四

な
お
質
問
し
よ
う
と
思
わ
れ
る
な
ら
ば
、
私
は
悦
ん
で
貴
方
の
為
に
答
え
る
役
を
引
受
け
ま
す
、
而
も
更
に
願
わ

く
ば
、
貴
方
は
私
の
為
に
、
我
々
が
中
途
で
研
究
を
打
切
っ
た
あ
の
問
題
に
つ
い
て
、
其
結
末
を
つ
け
る
よ
う
に

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
僕
は
此
事
及
び
他
に
も
此
様
な
事
を
談
し
た
、
し
か
し
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
ど
っ
ち
を
す
る

と
も
明
か
に
し
な
か
っ
た
。
す
る
と
ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
が
カ
リ
ア
ス
の
方
を
向
い
て
曰
っ
た

　

お
〻
カ
リ
ア
ス
、
君
に
は
、
現
に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
美
し
い
行
動
を
取
っ
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
か
、
解
答
を

与
え
る
と
も
、
与
え
な
い
と
も
、
明
か
そ
う
と
思
わ
な
い
で
も
。
僕
に
は
決
し
て
そ
う
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ

本
来
な
ら
対
論
す
べ
き
だ
、
が
し
か
し
、
さ
も
な
け
れ
ば
対
論
す
る
意
志
は
無
い
と
言
い
切
る
必
要
が
あ
る
、
そ

う
す
れ
ば
我
々
は
此
人
に
其
を
承
認
も
し
得
る
し
、
又
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
誰
か
他
の
者
と
、
或
は
ま
た
他
の
希
望
者

が
誰
で
も
他
の
人
と
、
談
論
す
る
こ
と
も
で
き
る
訳
だ
か
ら
。

す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
に
は
こ
う
言
わ
れ
、ま
た
カ
リ
ア
ス
を
始
め
居
合
わ
せ
た
他
の
人
々

殆
ど
総
て
か
ら
は
要
請
さ
れ
た
の
で
、
羞
か
し
く
な
っ
た
、
少
く
も
僕
に
は
そ
う
思
わ
れ
た
、
そ
こ
で
不
承
々
々

に
も
対
論
す
る
こ
と
を
諾
し
、
自
分
が
答
え
る
か
ら
質
問
せ
よ
と
命
じ
た
。

▲三
十
三そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
私
が
貴
方
と
他
意
あ
っ
て
対
論
す
る
の
で
あ
る
と
思
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
、
全
く
私
は



一
〇
五

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

唯
私
が
日
頃
解
決
し
得
な
い
で
い
る
問
題
に
つ
い
て
貴
方
と
与
に
考
察
し
た
い
だ
け
な
の
で
す
。
誠
に
尤
な
こ
と

を
ホ
メ
ロ
ス
は
此
句
の
中
に
言
っ
て
い
る
、
と
私
は
思
っ
て
い
る
の
で
す

倶
に
両
人
で
進
み
な
ば
、
他
は
他
の
者
に
知
ら
し
め
む
。１

な
ぜ
か
と
云
え
ば
我
々
人
間
は
、
皆
が
一
致
す
れ
ば
、
如
何
な
る
事
業
、
主
張
、
企
図
に
向
っ
て
も
、
一
層
良
く

進
み
得
る
か
ら
で
す
。「
し
か
し
若
し
唯
独
り
に
て
思
う
時
」、
直
ぐ
に
も
人
は
処
々
方
々
を
、
己
の
考
え
を
述
べ

又
与
に
事
を
確
め
る
べ
き
人
を
探
し
て
、
其
人
に
遭
遇
す
る
迄
、
歩
き
ま
わ
る
。
そ
う
云
う
訳
で
私
も
亦
其
為
に

貴
方
と
、
他
の
人
と
よ
り
も
、
特
に
談
論
し
た
い
の
で
す
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
私
は
、
貴
方
が
最
も
善
く
、
優
れ

た
る
人
の
当
然
考
察
に
齎
す
諸
問
題
に
つ
い
て
、
而
し
て
特
に
も
徳
に
つ
い
て
、
考
察
し
得
る
と
、
見
込
ん
だ
か

ら
で
す
。
一
体
貴
方
の
外
に
誰
が
あ
り
ま
す
か
。
其
貴
方
た
る
や
、
啻
に
自
身
が
、
恰
も
自
分
は
優
れ
て
い
る
が
、

他
の
人
々
を
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
の
如
く
に
、
美
し
く
も
善
き
者
で
あ
る
ば
か
り
で
は
無
い
、
と
思

っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。
し
か
し
貴
方
は
自
身
が
善
き
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
ま
た
他
の
人
々
を
も
善
く
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
而
も
此
程
ま
で
に
貴
方
は
自
ら
信
ず
る
こ
と
が
篤
い
、
そ
こ
で
他
の
人
々

は
其
術
を
隠
蔽
し
て
い
る
の
に
、
貴
方
は
堂
々
と
全
ヘ
ラ
ス
の
人
々
に
向
っ
て
自
己
を
宣
伝
し
、
自
ら
ソ
ピ
ス
テ

ス
と
名
乗
り
、
自
己
を
教
育
と
徳
と
の
教
師
と
し
て
提
供
し
、
其
労
銀
を
得
る
こ
と
を
要
求
し
た
抑
々
最
初
の
人
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一
〇
六

な
の
で
す
か
ら
。
そ
こ
で
此
問
題
に
つ
い
て
ど
う
し
て
貴
方
に
救
援
を
求
め
、
質
問
し
、
相
談
し
な
い
で
い
ら
れ

ま
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
な
い
訳
に
は
ゆ
き
ま
す
ま
い
。
よ
っ
て
私
は
今
、
最
初
に
質
問
し
た
あ
の
事
に
つ
い
て
、

其
或
点
は
之
を
、
再
び
初
っ
か
ら
、
貴
方
に
よ
っ
て
想
い
起
さ
せ
て
も
ら
い
、
其
或
点
は
之
を
倶
に
考
究
し
た
い

希
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
の
思
う
に
、
其
問
題
は
即
ち
次
の
如
く
で
あ
っ
た
―
―
智
慧
と
思
慮
と
勇
敢
と
正
義

と
敬
虔
と
、
茲
に
五
つ
の
名
目
が
有
る
が
、
一
体
此
等
は
一
つ
の
事
柄
に
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も

此
等
の
名
目
の
各
々
に
は
或
独
自
の
有
性
が
根
柢
に
横
た
わ
っ
て
お
り
、其
各
々
の
事
柄
は
各
自
の
能
力
を
有
し
、

従
っ
て
其
等
の
一
は
他
の
如
く
で
は
無
い
の
で
あ
る
か
。
さ
て
貴
方
は
、
其
等
の
名
自
は
一
者
の
上
に
加
え
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
其
等
の
名
目
の
各
々
は
独
自
の
事
柄
に
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
し
か
し
其
等
の
総

て
は
徳
の
部
分
で
あ
っ
て
、
而
も
金
の
部
分
が
相
互
に
も
、
ま
た
其
等
が
其
部
分
で
あ
る
其
全
体
に
も
同
様
で
あ

る
が
如
く
で
は
な
く
、む
し
ろ
顔
の
部
分
が
、其
等
が
其
部
分
で
あ
る
其
全
体
に
も
、相
互
に
も
不
同
で
あ
り
、各
々

独
自
の
能
力
を
有
っ
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
、
と
言
わ
れ
た
。
其
等
が
以
前
の
通
り
に
、
今
も
貴
方
に
そ
う
思
わ

れ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
う
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
、
若
し
又
何
等
か
相
違
し
て
な
ら
ば
、
其
を
限
定
的
に
言
っ
て
く

だ
さ
い
。
私
と
し
て
は
、
よ
し
今
貴
方
が
別
な
主
張
を
し
て
も
、
決
し
て
貴
方
に
苦
情
を
持
ち
込
み
は
し
ま
せ
ん

か
ら
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
あ
の
時
に
は
貴
方
が
私
を
試
す
つ
も
り
で
あ
の
事
を
言
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
も
、
私



一
〇
七

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

は
別
に
不
思
議
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
ら
。

▲三
十
四で
は
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
儂
は
君
に
こ
う
言
お
う
―
―
其
等
総
て
は
徳
の
部
分
で
あ
る
、
而
し
て
其
中
の
四

つ
は
先
ず
殆
ど
相
互
に
相
等
し
い
、
し
か
し
勇
敢
は
其
等
総
て
か
ら
極
め
て
甚
し
く
相
違
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
儂
が
真
実
を
語
っ
て
い
る
こ
と
を
君
は
次
の
点
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
、
乃す
な
わち
多
く
の
人
々
は
極

め
て
不
正
、
不
敬
虔
、
無
躾
、
無
学
に
し
て
而
も
殊
に
最
も
勇
敢
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を
観
察
し
て
み
た
ま
え
―

―
　

待
っ
て
く
だ
さ
い
―
―
と
僕
は
曰
っ
た
―
―
貴
方
の
其
主
張
は
考
究
す
る
値
打
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
抑
々
勇
敢

な
る
人
々
を
貴
方
は
特
に
（
無
懼１

【
む
く
】）
大
胆
な
る
者
で
あ
る
と
謂
う
の
で
す
か
。

　

無
論
、
ま
た
多
く
の
人
々
が
進
む
事
を
恐
れ
て
い
る
事
に
向
っ
て
進
む
者
ど
も
と
も
謂
う
。

　

さ
て
そ
れ
で
は
、
徳
は
美
な
る
者
で
あ
る
と
貴
方
は
謂
い
、
そ
し
て
美
な
る
其
も
の
の
教
師
と
し
て
貴
方
は
貴

方
自
身
を
、
提
供
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

勿
論
最
も
美
し
き
者
で
あ
る
と
謂
っ
て
い
る
、
苟
く
も
儂
が
狂
気
し
て
い
な
い
限
り
。

　

で
は
其
の
或
部
分
は
醜
、
或
部
分
は
美
な
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
全
然
美
な
の
で
す
か
。

　

全
た
き
美
で
あ
る
、
特
に
も
有
ら
ん
限
り
に
於
て
。
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一
〇
八

　

さ
て
貴
方
は
知
っ
て
い
ま
す
か
、
泉
水
の
中
へ
大
胆
に
飛
込
む
者
は
何
人
で
す
か
。

　

知
っ
て
い
る
さ
、
水
泳
家
だ
。

　

し
か
し
其
は
彼
等
が
其
を
知
識
し
て
い
る
が
故
に
他
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
は
そ
う
だ
。

　

で
は
騎
馬
戦
に
於
て
大
胆
に
行
動
す
る
者
は
何
人
で
す
か
、
騎
兵
で
す
か
、
馬
に
乗
れ
な
い
者
で
す
か
。

　

騎
兵
さ
。

　

楯
を
持
っ
て
は
何
人
で
す
か
、
楯
兵
で
す
か
、
他
の
者
で
す
か
。

　

楯
兵
。
更
に
其
等
以
外
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
に
つ
い
て
も
、
若
し
君
が
其
点
を
探
究
す
る
な
ら
ば
、
知
識
し
て
い

る
者
が
知
識
し
て
い
な
い
者
よ
り
、
よ
り
大
胆
で
あ
り
、
彼
等
自
身
と
雖
も
学
ん
だ
時
に
は
学
ば
な
か
っ
た
以
前

よ
り
一
層
大
胆
で
あ
る
。

　

し
か
し
何
人
か
を
貴
方
は
既
に
見
知
っ
て
い
る
の
で
す
か
、
其
等
の
所
有
る
事
柄
に
於
て
、
其
を
知
識
し
て
い

な
い
者
で
、
而
も
其
に
向
っ
て
大
胆
な
る
行
動
を
取
る
よ
う
な
人
を
。

　

そ
れ
は
そ
う
さ
、
儂
は
頗
る
大
胆
な
る
者
ど
も
を
見
知
っ
て
い
る
。

　

で
は
其
大
胆
な
る
者
は
又
勇
敢
な
る
者
な
の
で
す
か
。
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そ
う
だ
と
す
れ
ば
勇
敢
と
は
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
、な
ぜ
か
と
云
え
ば
其
者
ど
も
は
気
違
い
な
の
だ
か
ら
。

　

す
る
と
貴
方
は
勇
敢
な
る
人
々
を
ど
う
言
お
う
と
謂
う
の
で
す
か
、
大
胆
な
る
人
々
で
あ
る
と
謂
う
の
で
は
な

い
の
で
す
か
。

　

と
に
か
く
そ
う
謂
う
の
だ
。

　

で
は
其
人
々
、
つ
ま
り
そ
う
云
う
よ
う
に
大
胆
な
る
人
々
は
勇
敢
な
る
者
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
狂
人
と
見
え

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
又
先
の
場
合
の
か
の
最
も
智
な
る
人
々
は
最
も
大
胆
で
あ
り
、
而
も
最
も
大

胆
で
あ
っ
て
最
も
勇
敢
な
の
で
し
ょ
う
。
更
に
此
主
張
に
基
づ
い
て
、
智
慧
は
勇
敢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、儂
が
君
に
答
え
て
言
っ
た
事
を
君
は
良
く
記
憶
し
て
い
な
い
の
だ
。
少
く
も
儂
は
君
か
ら
、

勇
敢
な
る
人
々
は
大
胆
な
る
者
で
あ
る
か
、
と
き
か
れ
た
の
に
対
し
て
、
其
に
は
同
意
し
た
。
し
か
し
大
胆
な
る

人
々
が
勇
敢
な
る
者
で
あ
る
か
と
云
う
其
質
問
を
受
け
た
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
若
し
君
が
あ
の
時

に
其
質
問
を
発
し
た
の
で
あ
っ
た
ら
、
全
体
が
で
は
な
い
と
言
っ
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
勇
敢
な
る
人
々
は
大
胆

な
る
者
で
は
な
い
と
云
う
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
儂
の
下
し
た
応
答
に
於
て
儂
の
言
明
し
方
は
正
し
く
な
か
っ
た
と

云
う
こ
と
を
君
は
決
し
て
証
拠
立
て
は
し
な
か
っ
た
の
だ
。
む
し
ろ
知
識
し
て
い
る
者
は
、
自
身
、
知
識
し
な
か

っ
た
自
身
よ
り
も
、
又
か
〻
る
他
の
人
々
よ
り
も
、
一
層
大
胆
で
あ
る
と
云
う
こ
と
を
君
は
明
か
に
し
、
此
点
に
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於
て
勇
敢
と
智
慧
と
は
同
一
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
其
方
法
を
以
て
進
め
ば
強
さ
も
亦
智
慧
で
あ
る
と

君
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
先
ず
最
初
に
若
し
君
が
此
道
に
出
て
儂
に
、
強
き
人
々
は
有

能
な
る
人
々
で
あ
る
か
、
と
質
問
す
る
な
ら
ば
、
儂
は
肯
定
す
る
だ
ろ
う
、
次
い
で
、
相す

ま撲
う
こ
と
を
知
識
し
て

い
る
人
々
は
、
相す
も
う撲
を
知
識
し
て
い
な
い
人
々
よ
り
有
能
で
あ
り
、
其
人
々
自
身
も
亦
自
身
よ
り
、
学
ん
だ
時
に

は
学
ぶ
以
前
よ
り
、
有
能
で
あ
る
か
、
と
き
く
な
ら
、
儂
は
其
を
肯
定
す
る
だ
ろ
う
、
此
事
を
同
意
す
る
な
ら
ば
、

君
は
其
同
一
証
明
法
を
使
用
し
て
、
儂
の
意
見
に
従
っ
て
智
慧
は
強
さ
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
事
が
君
に
は
許
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
儂
は
此
場
合
、
有
能
な
る
人
々
は
強
い
者
で
あ
る
と
は
決
し
て
言
明
し
て
い
な
い
、
但

し
強
い
人
々
は
有
能
な
る
者
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
能
力
と
強
さ
と
は
同
一
で

は
な
い
か
ら
だ
、
む
し
ろ
其
一
方
は
知
識
か
ら
来
る
の
で
あ
る
、
つ
ま
り
能
力
は
、
更
に
狂
気
及
び
激
情
か
ら
も
、

と
こ
ろ
が
強
さ
は
肉
体
の
天
性
及
び
養
生
か
ら
で
あ
る
。
同
様
に
先
の
場
合
で
も
大
胆
と
勇
敢
と
は
同
一
で
は
な

い
、
従
っ
て
勇
敢
な
る
人
々
は
大
胆
な
る
者
で
あ
る
と
云
う
結
論
は
出
る
が
、
し
か
し
大
胆
な
る
人
々
は
勇
敢
で

あ
る
と
は
言
え
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
大
胆
は
、
能
力
の
如
く
、
術
智
か
ら
も
激
情
か
ら
も
狂
気
か
ら
も
人
々

に
は
来
る
の
で
あ
る
が
、
勇
敢
は
魂
の
天
性
及
び
養
生
か
ら
来
る
の
で
あ
る
か
ら
。

▲三
十
五お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
貴
方
は
、
人
々
の
或
者
ど
も
は
良
く
生
き１

、
或
者
ど
も
は
悪
く
（
幸
不
幸
）、
と
言
い
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ま
す
か
。

彼
は
肯
定
し
た
。

　

そ
れ
で
は
一
体
、
若
し
も
苦
し
み
喞か
こ

っ
て
生
き
る
な
ら
ば
、
其
人
は
良
く
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
貴
方
に

は
思
わ
れ
ま
す
か
。

彼
は
否
定
し
た
。

　

で
は
ど
う
で
す
か
、
若
し
快
く
生
き
て
一
生
を
終
っ
た
な
ら
ば
。
か
く
生
き
た
人
は
良
く
生
き
た
、
と
貴
方
に

は
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
。

　

少
く
も
儂
に
は
そ
う
思
わ
れ
る
。

　

従
っ
て
快
く
生
き
る
こ
と
は
善
、
不
快
に
は
悪
で
あ
る
。

す
る
と
彼
は
曰
っ
た

　

苟
く
も
美
し
き
事
に
快
楽
し
て
生
き
る
な
ら
。

　

全
く
で
す
か
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
貴
方
も
亦
、
多
く
の
人
々
と
同
様
に
、
快
き
こ
と
の
或
者
は
悪
、
苦
し
き
こ

と
の
或
者
は
善
と
呼
ぶ
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
私
は
こ
う
云
う
意
味
で
質
問
し
て
い
る

の
で
す
、
抑
々
快
き
も
の
で
あ
る
と
云
う
点
に
於
て
、
其
点
に
於
て
其
は
善
で
は
無
い
の
で
す
か
、
若
し
其
か
ら
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何
か
他
の
こ
と
が
結
果
せ
ぬ
な
ら
ば
、
亦
復
苦
し
き
こ
と
は
、
其
と
全
く
同
様
に
、
苦
し
き
も
の
で
あ
る
限
り
、

悪
で
は
無
い
の
で
す
か
。

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
儂
に
は
分
か
ら
な
い
よ
、
君
の
き
く
よ
う
に
そ
う
簡
単
に
、
快
き
こ
と
は
悉
く
善
、
苦
し

き
こ
と
は
悪
で
あ
る
、
と
儂
が
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
ど
う
か
と
云
う
こ
と
は
。
し
か
し
啻
に
其
答
え
と

し
て
の
み
な
ら
ず
、
儂
の
全
余
生
の
為
に
も
、
快
き
こ
と
に
は
善
で
な
い
の
も
有
り
、
ま
た
苦
し
き
こ
と
に
は
悪

で
な
い
の
も
有
り
、
そ
う
な
の
も
有
り
、
更
に
第
三
に
悪
で
も
善
で
も
、
何
れ
で
も
な
い
の
も
有
る
、
と
答
え
て

お
く
の
が
、
儂
に
は
一
層
安
全
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

快
き
も
の
を
貴
方
は
、
快
楽
を
倶
有
す
る
か
或
は
快
楽
を
作
り
出
す
も
の
と
呼
び
ま
す
か
。

　

そ
れ
は
そ
う
だ
。

　

私
が
、
快
き
こ
と
で
あ
る
限
り
に
於
て
、
其
は
善
で
は
な
い
の
か
、
と
言
う
の
は
、
つ
ま
り
其
快
楽
を
問
う
て
、

其
が
善
で
は
な
い
の
か
、
と
云
う
意
味
な
の
で
す
。

　

君
の
毎
度
言
う
通
り
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
我
々
は
其
を
考
察
0

0

し
よ
う
、
そ
し
て
若
し
其
考
察
が
合
理
的
で
あ

る
と
思
わ
れ
、
且
快
と
善
と
が
同
一
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
な
れ
ば
、
我
々
は
其
を
承
認
し
よ
う
、
し
か
し
若
し
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そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
我
々
は
否
定
す
る
迄
で
あ
る
。

　

で
は
貴
方
が
其
考
察
の
導
者
に
な
る
気
で
す
か
、
そ
れ
と
も
私
が
先
導
し
ま
し
ょ
う
か
。

　

君
が
先
導
す
る
の
が
当
然
だ
、
此
論
を
君
が
始
め
た
ん
だ
か
ら
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

さ
あ
、
次
の
様
に
で
も
し
て
み
た
な
ら
ば
、
其
事
柄
が
我
々
に
判
明
し
て
く
る
で
し
ょ
う
か
。
今
人
が
健
康
や

肉
体
の
他
の
或
状
態
に
つ
い
て
外
形
か
ら
人
を
診
療
す
る
場
合
に
、
顔
と
手
の
先
を
見
て
か
ら
、『
さ
あ
私
に
胸

と
背
と
を
出
し
て
見
せ
て
く
れ
、
一
層
は
っ
き
り
診
察
し
得
る
よ
う
に
。』
と
曰
う
、
其
と
同
様
に
私
も
亦
此
考

察
に
向
っ
て
そ
う
云
う
こ
と
を
望
む
の
で
す
。
善
と
快
と
に
つ
い
て
、
貴
方
が
言
わ
れ
る
様
な
、
そ
う
云
う
状
態

に
貴
方
が
あ
る
の
を
見
て
、
私
は
是
非
こ
う
云
う
こ
と
を
言
い
た
い
の
で
す
―
―
さ
あ
、
で
は
私
に
、
お
〻
プ
ロ

タ
ゴ
ラ
ス
、
貴
方
の
精
神
の
此
点
を
更
に
赤
裸
々
に
明
か
し
て
く
だ
さ
い
、
ど
う
云
う
状
態
に
貴
方
は
あ
る
の
で

す
か
、
知
識
に
つ
い
て
。
其
が
貴
方
に
も
亦
、
多
く
の
人
々
に
と
同
様
に
思
わ
れ
る
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
他
の

風
に
。
知
識
に
つ
い
て
多
く
の
人
々
に
は
其
が
こ
ん
な
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
、つ
ま
り
強
き
導
者
で
も
、

支
配
者
で
も
な
い
と
。
更
に
其
が
か
〻
る
者
で
あ
る
と
彼
等
は
考
え
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
多
く
の
場
合
人
間
に

は
知
識
が
内
在
し
て
い
る
が
、
其
知
識
は
其
人
を
支
配
す
る
者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
他
の
者
、
云
わ
ば
或
時
に
は

352
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激
情
、
或
時
に
は
快
楽
、
或
時
に
は
苦
痛
、
又
時
に
は
恋
愛
、
多
く
の
場
合
に
は
恐
怖
が
左
右
す
る
、
何
ん
て
こ

と
は
無
い
、
知
識
に
つ
い
て
は
、
奴
隷
に
つ
い
て
と
全
く
同
様
に
、
其
は
他
一
切
の
者
に
よ
っ
て
引
摺
り
廻
さ
れ

る
者
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
抑
々
貴
方
に
も
其
が
そ
う
云
う
者
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す

か
、
そ
れ
と
も
知
識
は
美
に
し
て
人
間
を
支
配
す
る
者
で
あ
り
、
苟
く
も
人
が
善
な
る
事
、
美
な
る
事
を
認
識
す

る
場
合
に
は
、
知
識
が
命
ず
る
こ
と
以
外
の
何
事
か
を
為
す
よ
う
に
、
何
者
か
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
る
と
云
う
こ

と
は
な
く
、
む
し
ろ
叡
智
は
人
間
に
と
っ
て
援
助
す
る
に
充
分
な
る
者
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

勿
論
君
の
言
う
通
り
に
思
わ
れ
る
さ
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
の
み
な
ら
ず
、
苟
く
も
何
人
か
に
と
っ
て
そ
う
な
ら
ば
、

儂
に
と
っ
て
も
亦
、
智
慧
と
知
識
が
所
有
る
人
間
的
事
柄
の
中
に
於
て
最
も
力
強
き
も
の
で
は
無
い
と
主
張
す
る

が
如
き
は
、
恥
ず
べ
き
こ
と
だ
。

　

如
何
に
も
美
し
く
貴
方
は
言
わ
れ
、
ま
た
真
実
を
語
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
貴
方
も
知
ら
る
〻
通
り
、
人
々
の
多

く
は
私
と
貴
方
に
は
従
い
ま
せ
ん
、
む
し
ろ
、
多
く
の
者
ど
も
は
最
も
善
き
こ
と
を
知
り
、
而
も
其
を
実
行
す
る

こ
と
が
彼
等
に
と
っ
て
出
来
得
る
場
合
に
も
、
之
を
意
志
し
な
い
で
、
む
し
ろ
他
の
事
を
為
す
も
の
で
あ
る
、
と

言
っ
て
い
ま
す
。
又
私
が
今
迄
度
々
、
其
原
因
は
何
で
あ
る
か
、
と
問
う
た
所
の
其
人
々
は
皆
、
快
楽
や
苦
痛
に

よ
っ
て
屈
伏
さ
れ
、
又
は
私
が
今
言
っ
た
事
の
中
の
孰い
ず

れ
か
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
て
、
其
を
為
せ
る
者
ど
も
は
為
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し
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

儂
の
思
う
に
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
人
々
と
云
う
も
の
は
多
く
の
其
他
の
事
柄
に
つ
い
て
も
正
し
く
は
言
わ
ぬ

者
な
の
さ
。

　

さ
あ
、
私
と
倶
に
其
人
々
を
説
服
し
て
、
彼
等
の
所
謂
る
、
快
楽
に
よ
っ
て
屈
伏
さ
れ
、
其
事
に
因
っ
て
、
よ

し
最
善
の
事
を
認
識
す
る
と
も
、
其
を
実
行
し
な
い
と
云
う
、
其
状
態
が
其
人
々
に
於
て
如
何
な
る
も
の
で
あ
る

か
、
と
云
う
こ
と
を
教
え
て
お
や
り
な
さ
い
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
恐
ら
く
、
若
し
我
々
が
「
君
等
は
正
し
く
言
っ

て
は
い
な
い
、
人
々
よ
、
む
し
ろ
偽
っ
て
い
る
。」
と
曰
え
ば
、
彼
等
は
我
々
に
質
問
し
て
、『
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ

ス
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
若
し
も
此
状
態
が
快
楽
に
服
従
す
る
こ
と
で
な
い
な
ら
ば
、
一
体
ど
ん
な
事
な
の
か
、
君
等

は
其
を
ど
ん
な
事
で
あ
る
と
言
う
の
か
。
両
人
で
我
々
に
談
し
て
く
れ
。』
と
曰
う
で
し
ょ
う
か
ら
。

　

何
だ
っ
て
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
我
々
は
其
多
く
の
人
々
の
意
見
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
彼
等
は
手

当
り
次
第
の
出で
た
ら
め

鱈
目
を
言
う
も
の
な
ん
だ
。

　

し
か
し
私
は
、
勇
敢
に
つ
い
て
、
其
が
徳
の
其
他
の
部
分
と
の
関
係
に
於
て
ど
ん
な
状
態
に
あ
る
か
と
云
う
こ

と
を
発
見
す
る
の
に
、
此
事
は
我
々
に
何
等
か
益
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
、
と
思
う
の
で
す
。
そ
こ
で
若
し
、
今
し

方
我
々
に
よ
い
と
思
わ
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
私
が
其
事
が
最
も
善
く
判
明
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
所
以
の
道
に
、
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私
が
先
導
す
る
と
云
う
こ
と
が
、
依
然
と
し
て
我
々
の
間
に
留
っ
て
い
る
、
と
貴
方
に
思
わ
れ
る
な
ら
ば
、
附
い

て
来
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
若
し
貴
方
に
其
気
が
無
く
ば
、
よ
し
に
し
ま
し
ょ
う
、
其
方
が
貴
方
に
好
い
の
な
ら
。

す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
曰
っ
た

　

君
の
言
う
所
に
も
一
理
あ
る
、
君
が
始
め
た
様
に
、
其
を
遂
行
し
た
ま
え
。

▲三
十
六そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

現
に
繰
り
返
し
て
若
し
彼
等
が
我
々
に
『
君
等
は
其
事
を
ど
う
で
あ
る
と
謂
う
の
か
、
快
楽
に
服
従
し
て
い
る

と
我
々
が
主
張
し
て
い
た
事
を
。』
と
問
う
な
ら
ば
、
少
く
も
私
は
彼
等
に
対
し
て
こ
う
言
う
で
し
ょ
う
。「
さ
あ

聴
き
た
ま
え
、
僕
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
は
君
等
に
説
明
し
て
み
る
か
ら
。
さ
て
、
諸
君
、
君
等
に
と
っ
て
此
事
が

起
り
来
る
の
は
、
か
〻
る
人
々
に
於
て
ゞ
あ
る
、
例
え
ば
、
よ
く
有
る
こ
と
だ
が
、
喰
う
事
、
飲
む
事
、
淫
事
に

因
っ
て
、
其
等
が
快
き
事
で
あ
る
が
故
に
、
征
服
さ
れ
、
よ
し
其
が
煩
わ
し
い
事
で
あ
る
と
知
っ
て
も
、
尚
其
を

為
す
が
如
き
人
々
に
於
て
、
と
し
か
言
え
ま
い
。」

　

彼
等
は
其
を
肯
定
す
る
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
私
と
貴
方
と
は
更
に
彼
等
に
問
う
で
し
ょ
う
、「
其
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
っ
て
煩
わ
し
い
こ
と
で
あ

る
と
君
等
は
言
う
の
か
。
其
等
の
事
の
孰
れ
も
が
現
在
直
ち
に
快
楽
を
供
し
、
従
っ
て
快
き
こ
と
で
あ
る
が
為
で
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あ
る
か
、
そ
れ
と
も
未
来
に
於
て
病
気
や
貧
困
を
作
っ
た
り
、
其
他
か
〻
る
多
く
の
事
の
因
を
為
す
が
為
で
あ
る

か
。
或
は
若
し
も
か
〻
る
事
の
何
一
つ
を
も
未
来
に
将
来
せ
ず
、
唯
喜
ば
し
む
る
だ
け
で
あ
る
な
ら
ば
、
其
で
も

尚
其
は
悪
い
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
人
を
其
状
態
に
於
て
苟
く
も
何
等
か
の
風
に
喜
ば
し
む
る
が
為
に
。」
し

か
し
我
々
は
彼
等
が
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
其
現
在
の
快
楽
を
作
り
出
す
点
に
即
し
て
其
等
が
悪
い
こ
と
で
は

な
く
、
む
し
ろ
未
来
に
起
り
来
る
事
、
病
気
や
其
他
の
事
の
為
の
故
に
で
あ
る
、
と
答
え
る
以
外
に
何
と
か
言
い

得
る
と
は
思
い
ま
す
ま
い
。

す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
言
っ
た

　

其
多
く
の
人
々
は
其
事
を
答
え
る
、
と
儂
は
思
う
。

「
さ
て
、
病
気
を
作
り
出
す
も
の
は
苦
し
さ
を
作
り
出
す
、
貧
困
を
作
り
出
す
も
の
も
亦
苦
し
さ
を
作
り
出
す
の

で
あ
ろ
う
。」
私
の
思
う
に
、
彼
等
は
之
を
承
認
す
る
で
し
ょ
う
。

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
之
に
同
意
し
た
。

「
そ
こ
で
、諸
君
、君
等
に
は
、僕
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
が
言
っ
て
い
る
こ
と
、即
ち
其
等
が
悪
い
こ
と
で
あ
る
の
は
、

唯
々
苦
し
さ
に
終
極
し
、
人
を
他
の
快
楽
よ
り
奪
い
去
る
が
為
の
故
の
み
で
あ
っ
て
、
其
他
に
は
何
等
の
理
由
も

な
い
、
と
云
う
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。」
す
る
と
彼
等
は
之
を
承
認
す
る
で
し
ょ
う
。



一
一
八

我
々
両
人
は
之
に
意
見
が
一
致
し
た
。

　

さ
て
更
に
今
度
は
彼
等
に
反
対
の
方
の
事
を
若
し
我
々
が
き
い
て
、「
諸
君
、
君
等
は
ま
た
苦
し
き
こ
と
を
善

い
こ
と
で
あ
【「
る
」】
と
言
っ
て
い
る
が
、
其
は
次
の
事
を
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
即
ち
、
例
え
ば
体
操
、

出
征
、
医
者
に
よ
る
、
つ
ま
り
灸や
い
と
や
き焼、
切
断
、
服
薬
、
絶
食
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
治
療
、
其
等
は
善
い
こ
と
で
は

あ
る
が
、
苦
し
い
こ
と
だ
、
と
。」
そ
う
曰
っ
た
ら
、
彼
等
は
肯
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

彼
に
も
そ
う
思
わ
れ
た
。

「
さ
て
君
等
は
ど
っ
ち
の
理
由
で
其
等
を
善
い
こ
と
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
か
、
現
在
の
時
に
於
て
極
端
な
苦
悩
及
び

痛
傷
を
供
す
る
が
為
の
故
に
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
未
来
の
時
に
到
っ
て
其
等
か
ら
肉
体
の
健
全
及
び
良
好
、
都

市
の
救
済
及
び
他
者
の
支
配
及
び
富
が
起
り
来
る
が
為
の
故
に
で
あ
る
か
。」
私
の
思
う
に
、
彼
等
は
後
の
理
由

を
認
め
る
で
し
ょ
う
。

彼
に
も
そ
う
思
わ
れ
た
。

「
そ
れ
で
は
其
等
が
善
な
る
所
以
は
、
全
く
其
が
快
楽
と
、
苦
痛
か
ら
の
離
脱
及
び
転
向
と
に
終
極
す
る
を
以
て

に
他
な
る
ま
い
。
そ
れ
と
も
何
か
他
の
結
果
（
目
的
）、
其
を
目
指
し
て
君
等
が
其
等
を
善
と
呼
ん
で
い
る
、
其

を
君
等
は
告
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
快
楽
及
び
苦
痛
以
外
に
。」
私
の
思
う
に
、
彼
等
は
で
き
な
い
と
言
う
で
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し
ょ
う
。

　

で
き
な
い
と
儂
に
も
思
わ
れ
る
―
―
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
曰
っ
た
。

「
そ
こ
で
君
等
は
快
楽
を
、
善
で
あ
る
と
し
て
、
追
い
求
め
、
苦
痛
は
、
之
を
悪
と
し
て
、
逃
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。」

彼
も
同
意
し
た
。

「
従
っ
て
此
事
は
悪
で
あ
る
と
君
等
は
思
考
し
て
い
る
の
だ
、
即
ち
苦
痛
は
、
而
し
て
快
楽
は
善
と
、
な
ぜ
な
ら

ば
喜
ぶ
と
云
う
其
事
を
す
ら
時
に
は
、
即
ち
其
が
、
其
が
有
す
る
限
り
の
快
楽
以
上
の
快
楽
を
奪
う
か
、
或
は
其

中
に
有
る
快
楽
以
上
の
苦
痛
を
供
給
す
る
場
合
に
於
て
は
、
悪
で
あ
る
と
君
等
は
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
な
ぜ

な
ら
ば
其
喜
ぶ
と
云
う
事
自
体
を
悪
と
呼
ぶ
に
若
し
何
か
他
の
理
由
が
有
り
、
何
か
他
の
結
果
を
目
指
し
て
の
こ

と
な
ら
ば
、
君
等
は
其
を
我
々
に
も
告
げ
得
る
筈
で
あ
る
か
ら
、
而
も
其
は
為
し
得
な
い
に
相
違
な
い
。」

　

彼
等
は
で
き
ま
い
と
儂
に
は
思
わ
れ
る
―
―
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
曰
っ
た
。

「
更
に
復
悩
む
と
云
う
こ
と
其
事
に
つ
い
て
も
亦
同
一
事
情
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
、
此
悩
む
と
云
う
こ
と
其
事

を
も
君
等
は
時
に
は
、
つ
ま
り
其
内
に
在
る
苦
痛
よ
り
も
大
な
る
苦
痛
を
除
去
し
、
或
は
其
苦
痛
よ
り
大
な
る
快

楽
を
提
供
す
る
場
合
に
於
て
は
、
善
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
な
ぜ
な
ら
ば
君
等
が
其
悩
む
と
云
う
其
事
を

善
と
呼
ぶ
に
際
し
て
、
若
し
君
等
が
、
僕
が
主
張
し
て
い
る
事
以
外
の
何
か
他
の
結
果
を
目
指
し
て
い
る
な
ら
ば
、
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二
〇

我
々
に
其
を
告
げ
得
る
訳
で
あ
る
か
ら
、
而
も
君
等
は
で
き
な
い
に
相
違
な
い
。」

　

君
の
主
張
は
真
実
だ
―
―
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
曰
っ
た
。

「
更
に
も
亦
―
―
と
僕
は
曰
っ
た
―
―
諸
君
、
若
し
君
等
が
僕
に
『
一
体
全
体
何
の
為
に
此
事
に
つ
い
て
君
は
多

く
の
事
を
而
も
種
々
な
る
方
面
か
ら
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
。』
と
問
う
な
ら
ば
、
少
く
も
僕
は
曰
お
う
、
僕

の
考
を
よ
く
察
し
て
く
れ
、
と
。
と
云
う
の
も
第
一
、
君
等
が
呼
ん
で
快
楽
に
服
従
し
て
い
る
と
云
う
其
事
が
一

体
何
で
有
る
か
、
を
判
明
さ
せ
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
ぢ
ゃ
な
い
ん
だ
、
而
も
如
上
の
事
の
上
に
其
全
き
説
明
は

依
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
し
か
し
猶
今
に
到
っ
て
其
事
を
覆
え
す
こ
と
も
で
き
る
、
若
し
君
等
が
何
等
か

の
理
由
に
よ
っ
て
、
善
は
快
楽
な
ら
ざ
る
他
の
も
の
で
あ
り
、
悪
は
苦
し
さ
な
ら
ざ
る
他
の
も
の
で
あ
る
、
と
主

張
し
得
る
な
ら
ば
。
或
は
君
等
は
苦
痛
無
く
一
生
を
快
く
暮
ら
す
こ
と
を
以
て
満
足
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
さ
て
し

か
し
若
し
其
を
以
て
満
足
し
、
而
も
君
等
は
、
其
に
終
極
し
な
い
或
他
の
こ
と
が
善
或
は
悪
で
あ
る
、
と
主
張
し

得
な
い
な
ら
ば
、
次
の
事
を
聴
き
た
ま
え
。
僕
は
つ
ま
り
君
等
に
言
う
の
で
あ
る
、
其
が
そ
う
云
う
次
第
な
ら
ば
、

君
等
の
言
は
可
笑
し
い
も
の
に
成
る
と
、
若
し
君
等
が
、
屡
々
人
間
は
悪
い
こ
と
を
、
悪
い
こ
と
で
あ
る
と
、
知

り
な
が
ら
、
而
も
猶
、
よ
し
其
を
せ
ず
に
す
む
場
合
で
も
、
快
楽
に
よ
っ
て
引
廻
さ
れ
、
敲た
た

き
出
さ
れ
て
、
其
を

行
う
も
の
で
あ
る
、
と
言
う
場
合
に
は
。
更
に
亦
君
等
は
こ
う
も
言
っ
て
い
る
、
即
ち
人
間
は
善
き
事
を
知
る
と

355
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雖
も
、現
在
の
快
楽
の
故
に
、其
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
て
、其
善
事
を
行
う
こ
と
を
意
志
し
な
い
も
の
で
あ
る
、と
。

▲三
十
七し
か
し
其
が
可
笑
し
な
こ
と
で
あ
る
と
云
う
こ
と
は
、
若
し
も
我
々
が
多
く
の
名
目
、
つ
ま
り
快
・
苦
・
善
・

悪
を
同
時
に
使
用
し
な
い
で
、
む
し
ろ
其
等
は
二
つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
単
に

二
つ
の
名
目
を
以
て
其
を
呼
称
し
、
最
初
に
は
善
と
悪
と
を
以
て
し
、
次
に
は
快
と
苦
と
を
以
て
す
る
な
ら
ば
、

極
め
て
明
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
か
く
決
定
し
て
お
い
て
、
我
々
は
、
人
間
は
悪
い
こ
と
を
悪
い
こ
と
〻

知
っ
て
い
て
も
、
而
も
其
を
行
う
、
と
言
っ
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
若
し
誰
か
と
我
々
に
『
ど
う
云
う
訳
で
』
と
問

う
な
ら
ば
、
我
々
は
、
征
服
さ
れ
て
、
と
言
お
う
。『
何
に
よ
っ
て
』
と
其
男
は
我
々
に
き
こ
う
、
し
か
し
此
場

合
に
我
々
が
、
快
楽
に
よ
っ
て
、
と
言
う
こ
と
は
許
さ
れ
て
な
い
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
其
事
柄
は
既
に
快
楽
な
る

名
目
の
代
り
に
他
の
、
善
と
云
う
名
目
を
取
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
こ
で
我
々
は
彼
に
答
え
て
、
征
服
さ
れ
て
、
と

言
う
と
し
よ
う
、
す
る
と
『
何
に
よ
っ
て
』
と
彼
は
言
う
で
あ
ろ
う
。
ゼ
ウ
ス
！　

善
に
よ
っ
て
、
と
我
々
は
答

え
る
。
そ
こ
で
若
し
も
我
々
に
質
問
し
て
い
る
者
が
人
の
悪
い
男
で
あ
る
と
し
た
ら
、
吹
き
出
し
て
言
う
に
相
違

な
い
、『
よ
く
も
珍
妙
な
事
を
君
等
は
言
っ
て
い
る
ね
、
若
し
人
が
悪
い
こ
と
を
、
悪
い
こ
と
で
あ
る
と
知
り
、

而
も
其
を
な
す
必
要
も
な
い
の
に
、
行
う
の
は
、
善
い
こ
と
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
る
か
ら
だ
、
な
ん
て
言
う
の
は

―
―
彼
は
更
に
言
葉
を
継
い
で
―
―
抑
々
其
善
い
こ
と
は
君
等
の
内
に
於
て
其
悪
い
こ
と
に
勝
つ
資
格
を
有
っ
て
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い
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
い
る
の
か
。』
我
々
は
勿
論
、
其
資
格
を
有
っ
て
い
な
い
、
と
答
え
る
、
さ
も
な
け
れ

ば
、
快
楽
に
服
従
し
て
い
る
と
我
々
が
言
っ
て
い
る
其
人
間
は
過
ち
を
犯
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か

ら
。『
如
何
な
る
点
に
於
て
―
―
と
彼
は
恐
ら
く
言
お
う
―
―
其
善
き
こ
と
は
其
悪
い
こ
と
に
対
し
て
無
価
値
な

の
で
あ
る
か
、或
は
其
悪
い
こ
と
が
其
善
き
こ
と
に
対
し
て
。其
一
方
が
よ
り
大
、其
他
方
が
よ
り
小
で
あ
る
場
合
、

或
は
よ
り
多
く
、
片
方
が
よ
り
少
い
場
合
で
あ
る
か
、
又
は
其
他
の
点
に
於
て
ゞ
あ
る
か
。』
我
々
は
其
点
以
外

の
事
を
言
う
こ
と
は
で
き
ま
い
。
す
る
と
彼
は
曰
お
う
、『
従
っ
て
此
征
服
さ
れ
る
と
云
う
こ
と
を
君
等
は
、
よ

り
少
い
善
の
代
り
に
よ
り
大
な
る
悪
を
取
る
こ
と
で
あ
る
、
と
謂
っ
て
い
る
訳
で
あ
る
の
は
明
白
で
あ
る
。』
是

は
其
通
り
で
あ
る
。
さ
て
我
々
は
一
転
し
て
再
び
今
度
は
其
同
一
事
柄
に
対
し
て
快
と
苦
と
の
名
目
を
以
て
し
よ

う
、
そ
し
て
言
お
う
、
即
ち
人
間
は
―
―
先
に
は
悪
い
こ
と
を
と
言
っ
た
が
、
今
度
は
こ
う
言
お
う
―
―
苦
し
き

こ
と
を
、
苦
し
き
こ
と
と
知
る
と
雖
も
、
快
き
こ
と
に
よ
っ
て
征
服
さ
れ
て
、
行
う
、
と
。
勿
論
其
快
き
こ
と
は

勝
つ
資
格
を
有
っ
て
は
い
な
い
の
だ
。
し
か
し
快
楽
が
苦
痛
に
対
し
て
有
つ
無
資
格
と
し
て
は
他
に
ど
ん
な
こ
と

が
あ
る
か
、
相
互
の
過
超
及
び
欠
劣
に
他
な
る
ま
い
。
つ
ま
り
其
等
は
相
互
に
よ
り
大
及
び
よ
り
小
、
よ
り
多
く

及
び
よ
り
少
く
、
よ
り
以
上
及
び
よ
り
以
下
に
成
る
も
の
で
あ
る
。
さ
て
若
し
或
人
が
、『
だ
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、

現
在
の
快
き
こ
と
は
後
の
時
に
到
っ
て
来
る
快
き
こ
と
及
び
苦
し
き
こ
と
よ
り
も
遥
に
強
い
。』
と
曰
う
な
ら
ば
、

356



一
二
三

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

僕
は
答
え
る
で
あ
ろ
う
、
ま
さ
か
快
楽
と
苦
痛
以
外
の
何
等
か
の
点
に
於
て
で
は
あ
る
ま
い
ね
、
他
の
点
に
於
て

と
云
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
か
ら
。
む
し
ろ
秤
る
こ
と
の
上
手
な
人
の
様
に
、
快
き
こ
と
は
其
で
綜
合
し
又
苦
し

き
こ
と
は
其
で
綜
合
し
、
更
に
近
き
も
の
と
遠
き
も
の
と
を
秤
に
か
け
て
、
ど
っ
ち
が
よ
り
多
い
か
を
言
い
た
ま

え
。
そ
こ
で
若
し
快
き
こ
と
を
君
が
秤
れ
ば
、
常
に
よ
り
大
に
し
て
よ
り
多
い
方
が
択
ば
る
べ
き
で
あ
り
、
若
し

も
苦
し
き
こ
と
と
苦
し
き
こ
と
と
な
ら
ば
、
よ
り
少
い
、
よ
り
小
な
る
方
が
で
あ
る
。
し
か
し
若
し
も
君
が
快
き

こ
と
を
苦
し
き
こ
と
に
対
し
て
秤
り
、
而
も
悩
ま
し
き
こ
と
が
快
き
こ
と
に
よ
っ
て
超
過
さ
れ
る
な
ら
ば
、
近
き

も
の
が
遠
き
も
の
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
と
、
遠
き
も
の
が
近
き
も
の
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
と
、
そ
ん
な
こ
と
は
度

外
視
し
て
、
其
快
き
こ
と
の
内
在
し
て
い
る
方
の
其
行
動
が
な
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
若
し
亦
快
き
こ
と
が
悩
ま
し

き
こ
と
に
よ
っ
て
な
ら
ば
、
な
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
此
等
の
事
は
他
の
何
等
か
の
状
態
に
は
あ
り
得
ま
い
、
と

僕
は
曰
う
で
あ
ろ
う
、
諸
君
。（
君
等
は
ど
う
思
う
か
）」
私
は
彼
等
が
反
対
を
主
張
し
得
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い

ま
す
。

あ
の
人
に
も
亦
同
様
に
思
わ
れ
た
。

「
実
際
に
此
事
が
此
通
り
で
あ
れ
ば
、
僕
は
曰
お
う
、
君
等
は
僕
に
次
の
事
を
答
え
て
く
れ
。
君
等
に
於
て
其
視

覚
に
同
一
の
大
さ
の
物
が
近
く
で
は
よ
り
大
き
く
、
遠
く
か
ら
は
よ
り
小
さ
く
現
わ
れ
る
か
、
ど
う
か
」
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彼
等
は
肯
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

「
又
濃
密
な
る
物
や
多
数
な
る
物
も
同
様
で
あ
る
か
。
又
同
一
の
音
声
も
近
く
で
は
よ
り
大
き
く
、
遠
く
か
ら
は

よ
り
小
さ
く
。」

　

彼
等
は
そ
う
と
言
う
で
あ
ろ
う
。

「
さ
て
若
し
も
我
々
に
と
っ
て
良
く
行
う
（
幸
福
）
と
云
う
こ
と
が
、
大
な
る
長
さ
の
も
の
を
行
い
、
択
び
、
小

な
る
は
之
を
逃
れ
、
行
わ
な
い
と
云
う
其
事
に
存
し
た
と
仮
定
し
た
ら
、
そ
も
我
々
に
は
如
何
な
る
も
の
が
生
活

の
救
助
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
か
。
一
体
度
量
の
術
で
あ
る
か
、
現
象
の
力
で
あ
る
か
。
或
は
此
力
は
我
々
を
迷

わ
し
、
同
一
物
の
取
択
に
於
て
上
を
下
へ
と
転
変
せ
し
め
、
大
及
び
小
な
る
物
を
行
い
又
は
選
択
す
る
に
際
し
て

後
悔
せ
し
む
る
、
是
に
反
し
て
度
量
の
術
は
其
現
象
の
力
を
奪
い
、
真
実
を
明
か
に
し
、
以
て
魂
を
し
て
、
真
実

の
上
も
留
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、安
息
を
保
持
せ
し
め
、か
く
て
生
活
を
救
済
す
る
の
で
は
な
い
か
。」抑
々
其
人
々

は
是
に
対
し
て
我
々
を
救
済
す
る
術
は
度
量
の
術
で
あ
る
と
同
意
を
表
す
る
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
他
の
術
を

以
て
答
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　

度
量
の
術
を
以
て
（
と
彼
等
は
答
え
る
）
―
―
と
彼
は
同
意
し
て
曰
っ
た
。

「
で
は
何
か
、
若
し
も
奇
数
と
偶
数
の
選
択
の
中
に
、
時
に
は
よ
り
多
き
を
、
時
に
は
よ
り
少
き
を
、
或
は
其
一
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類
を
同
一
類
に
対
し
て
、
或
は
異
類
を
異
類
に
対
し
て
、
近
か
ろ
う
が
、
遠
か
ろ
う
が
、
其
を
正
確
に
択
ぶ
場
合

に
、
そ
こ
に
我
々
に
と
っ
て
生
活
の
救
済
が
あ
る
と
仮
定
し
た
な
ら
ば
、
何
が
我
々
に
と
っ
て
生
活
を
救
済
す
る

か
。
抑
々
知
識
で
は
な
い
か
。
抑
々
或
度
量
的
な
る
も
の
で
は
な
い
か
、
苟
く
も
其
術
が
超
過
と
欠
乏
と
に
つ
い

て
で
あ
る
に
於
て
は
。
而
も
奇
数
と
偶
数
に
つ
い
て
で
あ
る
以
上
、
其
は
算
数
の
術
に
他
な
る
ま
い
。」
其
人
々

は
我
々
に
同
意
す
る
で
し
ょ
う
か
、
ど
う
で
し
ょ
う
。

彼
等
は
同
意
す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
も
亦
思
わ
れ
た
。

「
さ
あ
来
た
、
諸
君
、
快
楽
と
苦
痛
と
の
、
よ
り
多
き
又
よ
り
少
き
、
よ
り
大
な
る
又
よ
り
小
な
る
、
よ
り
遠
き

又
よ
り
近
き
其
等
の
選
択
の
中
に
我
々
に
と
っ
て
生
活
の
救
済
が
有
る
こ
と
が
明
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一

体
第
一
に
其
が
度
量
的
と
は
見
え
な
い
か
、
相
互
の
超
過
と
欠
乏
と
而
し
て
等
量
と
の
考
察
で
あ
る
以
上
。」

　

必
然
。

「
若
し
度
量
的
な
ら
ば
、
必
然
に
術
で
あ
り
知
識
で
あ
る
。」

　

彼
等
は
同
意
す
る
で
あ
ろ
う
。

「
其
が
一
体
ど
ん
な
術
で
あ
り
知
識
で
あ
る
か
、
此
問
題
は
又
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
だ
が
其
が
知
識
で
あ

る
と
云
う
其
だ
け
で
、
君
等
が
我
々
に
質
問
し
た
あ
の
事
に
つ
い
て
、
僕
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
が
説
明
し
な
け
れ
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ば
な
ら
な
い
、
其
説
明
に
対
し
て
は
充
分
で
あ
る
。
君
等
は
質
問
し
た
ん
だ
、
ま
さ
か
忘
れ
は
し
ま
い
、
我
々
が

互
に
、
何
一
つ
と
し
て
知
識
よ
り
も
強
い
も
の
は
な
い
、
む
し
ろ
其
は
、
常
に
、
其
が
内
在
し
て
い
る
処
、
快
楽

や
其
他
の
一
切
に
打
ち
勝
っ
て
い
る
、
と
一
致
し
た
、
然
る
に
君
等
は
、
快
楽
は
屡
々
智
あ
る
人
間
に
打
ち
勝
つ

も
の
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
、
而
も
我
々
が
君
等
に
同
意
し
な
か
っ
た
時
に
、
其
後
で
君
等
は
我
々
に
質
問
し
た
、

『
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
若
し
も
其
状
態
が
快
楽
に
服
従
し
て
い
る
こ
と
で
な
い
な
ら
ば
、
で
は

一
体
其
は
何
だ
、
其
を
何
で
あ
る
と
君
等
は
主
張
す
る
の
か
、
我
々
に
両
人
し
て
言
っ
て
く
れ
。』
と
。
そ
こ
で

若
し
も
あ
の
時
に
直
ぐ
に
も
君
等
に
我
々
が
「
無
智
」
と
曰
っ
た
ら
、
君
等
は
我
々
を
笑
殺
し
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
今
に
到
っ
て
若
し
君
等
が
我
々
を
笑
殺
す
る
な
ら
ば
、
君
等
自
身
を
も
笑
殺
す
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
。
と
云

う
の
は
君
等
は
同
意
し
て
し
ま
っ
た
ん
だ
か
ら
―
―
知
識
を
欠
け
る
が
故
に
快
楽
及
び
苦
痛
の
選
択
に
つ
い
て
過

て
る
者
ど
も
は
過
ち
を
犯
し
て
い
る
の
だ
―
―
勿
論
其
等
（
快
苦
）
は
善
及
び
悪
で
あ
る
―
―
両
し
て
単
に
知
識

の
と
云
う
に
止
ま
ら
ず
、猶
先
に
其
上
に
も
度
量
的
と
君
等
が
同
意
し
て
い
る
、其
の
欠
乏
に
よ
っ
て
で
あ
る
、と
。

そ
こ
で
過あ
や
まて
る
行
為
は
知
識
を
欠
け
る
も
の
で
あ
り
、
つ
ま
り
無
智
の
故
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
、
兎
に
角
君
等
は

自
身
で
も
知
っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
従
っ
て
快
楽
に
服
従
し
て
い
る
と
云
う
こ
と
は
其
な
の
で
あ
る
、
即
ち
無
智

而
も
最
大
の
。
而
も
其
医
者
で
あ
る
と
此
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
も
更
に
プ
ロ
ヂ
コ
ス
も
ヒ
ピ
ア
ス
も
言
っ
て
い
る
の
で
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あ
る
、
然
る
に
君
等
は
、
其
が
無
智
以
外
の
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
故
に
、
自
身
は
勿
論
、
君
等
の
息
子

ど
も
を
も
其
等
の
事
の
教
師
で
あ
る
此
等
の
ソ
ピ
ス
テ
ス
達
の
許
へ
送
ら
な
い
、
其
は
教
え
ら
れ
得
る
も
の
だ
と

も
思
わ
な
い
で
、
む
し
ろ
君
等
は
、
銀
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い
て
、
其
を
此
人
々
に
払
わ
な
い
、
そ
こ
で
個
人

的
に
も
社
会
的
に
も
悪
く
行
為
（
不
幸
）
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」

▲三
十
八

此
等
の
こ
と
を
先
ず
其
多
く
の
人
々
に
我
々
が
答
え
て
し
ま
っ
た
と
し
て
、
さ
て
、
お
〻
ヒ
ピ
ア
ス
に
プ
ロ

ヂ
コ
ス
、
諸
君
に
私
は
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
と
与
に
き
〻
ま
す
が
―
―
此
問
題
は
諸
君
に
共
通
な
こ
と
で
あ
る
べ
き
で

す
か
ら
―
―
一
体
私
は
真
実
を
語
っ
て
い
る
と
諸
君
に
は
思
わ
れ
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
誤
っ
て
い
る
と
。

其
所
説
は
特
に
も
真
実
で
あ
る
と
総
て
の
人
々
に
は
思
わ
れ
た
。

　

そ
れ
で
は
諸
君
は
、
快
は
善
、
苦
は
悪
で
あ
る
こ
と
に
同
意
な
訳
で
す
ね
。
し
か
し
私
は
此
プ
ロ
ヂ
コ
ス
の
名

目
の
界
説
を
要
請
し
た
い
の
で
す
が
、
一
体
貴
君
は
其
を
快
と
謂
お
う
と
さ
れ
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
所
悦
と
、
そ

れ
と
も
所
喜
と
、
そ
れ
と
も
か
〻
る
も
の
を
、
ど
ん
な
点
か
ら
、
ど
ん
な
風
に
貴
君
は
命
名
し
た
い
気
で
す
か
、

お
〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
、
其
を
私
に
、
私
の
欲
し
て
い
る
点
に
対
照
し
て
、
答
え
て
く
だ
さ
い
。

す
る
と
プ
ロ
ヂ
コ
ス
は
笑
っ
て
、
そ
れ
で
よ
い
と
同
意
し
た
、
亦
他
の
人
々
も
。

　

さ
て
そ
れ
で
は
、
諸
君
、
次
の
様
な
こ
と
は
ど
う
で
す
か
。
此
事
に
関
す
る
、
つ
ま
り
苦
な
く
し
て
快
く
生
き

358
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る
こ
と
に
関
す
る
一
切
の
行
為
は
、抑
々
美
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
而
し
て
美
し
き
行
動
は
善
で
あ
り
、

又
有
益
で
し
ょ
う
。

皆
に
は
そ
う
思
わ
れ
た
。

　

従
っ
て
若
し
快
が
善
な
ら
ば
、
如
何
な
る
人
で
も
、
彼
が
な
し
て
い
る
こ
と
以
外
の
他
の
こ
と
が
其
よ
り
善
で

あ
り
、
而
も
可
能
な
こ
と
で
あ
る
と
、
知
っ
て
も
、
思
っ
て
も
、
更
に
是
を
な
し
得
る
場
合
で
も
、
尚
其
（
悪
い
）

こ
と
を
為
す
筈
は
な
い
。
そ
し
て
其
自
己
に
負
け
る
と
云
う
こ
と
は
無
智
に
他
な
ら
な
い
し
、
己
に
克
つ
こ
と
は

智
慧
に
他
な
ら
な
い
。

総
て
の
人
々
に
そ
う
思
わ
れ
た
。

　

さ
て
ど
う
で
す
。
一
体
次
の
如
き
こ
と
を
貴
君
方
は
無
智
と
謂
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
、誤
れ
る
思
想
を
持
ち
、

極
め
て
重
大
な
る
事
柄
に
関
し
て
誤
っ
て
い
る
と
云
う
こ
と
を
。

此
事
も
皆
に
そ
う
思
わ
れ
た
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

そ
こ
で
少
く
も
悪
い
こ
と
に
向
っ
て
は
勿
論
、
悪
い
こ
と
で
あ
る
と
思
う
こ
と
に
向
っ
て
も
、
好
ん
で
人
は
赴

く
も
の
で
は
な
い
、
そ
し
て
善
き
こ
と
を
棄
て
〻
、
悪
い
と
思
う
事
に
向
っ
て
赴
く
こ
と
を
意
志
す
る
と
云
う
こ

(358D)
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と
は
、
人
間
の
本
性
の
中
に
は
無
い
様
に
思
わ
れ
る
、
更
に
若
し
も
二
つ
の
悪
の
中
孰
れ
か
を
撰
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
に
は
、
よ
り
小
な
る
方
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
誰
も
よ
り
大
な
る
方
を
撰
び
は
し
ま
い
。

其
等
一
切
の
こ
と
は
我
々
総
て
に
そ
う
と
思
わ
れ
た
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

で
は
ど
う
で
す
か
。
諸
君
は
或
こ
と
を
怖
れ
及
び
恐
れ
と
呼
び
ま
す
か
。
抑
々
私
の
謂
っ
て
い
る
こ
と
を
、
お

〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
、
私
は
貴
君
に
向
っ
て
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
其
事
を
悪
に
対
す
る
警
戒
と
謂
う
の
で
す
、

よ
し
其
を
諸
君
が
怖
れ
と
呼
ぼ
う
が
、
恐
れ
と
呼
ぼ
う
が
。

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
も
、
ヒ
ピ
ア
ス
に
も
、
其
は
怖
れ
で
あ
り
又
恐
れ
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
た
、
し
か
し
プ
ロ
ヂ
コ

ス
に
は
、
怖
れ
で
は
あ
る
が
、
恐
れ
で
は
な
い
と
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

お
〻
プ
ロ
ヂ
コ
ス
、
其
は
別
に
問
題
に
は
成
り
ま
せ
ん
、
む
し
ろ
次
の
如
く
な
の
で
す
。
若
し
以
前
の
事
が
真

実
で
あ
れ
ば
、
一
体
人
々
の
中
で
誰
が
、
彼
が
怖
れ
て
い
る
其
事
に
向
っ
て
進
も
う
と
意
志
す
る
で
し
ょ
う
か
、

そ
う
で
な
い
方
へ
進
み
得
る
の
に
。む
し
ろ
一
致
さ
れ
た
事
か
ら
其
は
意
味
を
成
さ
な
い
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
彼
が
怖
れ
て
い
る
こ
と
を
、
彼
は
悪
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
、
そ
し
て
彼
が
悪
で
あ
る
と
思



一
三
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っ
て
い
る
其
事
に
は
、
何
人
と
雖
も
故
意
に
其
に
向
っ
て
進
み
又
其
を
取
ら
な
い
と
云
う
こ
と
が
、
一
致
さ
れ
て

い
る
の
で
す
か
ら
。

此
事
も
皆
に
そ
う
思
わ
れ
た
。

▲三
十
九そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

其
等
の
事
が
そ
う
根
柢
に
置
か
れ
た
上
で
、
プ
ロ
ヂ
コ
ス
に
ヒ
ピ
ア
ス
、
我
々
に
対
し
て
此
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
、

彼
が
最
初
に
答
え
た
あ
の
事
が
、
ど
う
正
当
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
弁
明
す
べ
き
で
あ
る
。
但
し
最
初
に
と
云
っ

て
も
、
抑
々
の
最
初
に
で
は
な
い
、
其
時
に
は
、
徳
の
部
分
は
五
つ
有
る
が
、
其
夫
々
は
夫
々
の
如
く
で
無
く
、

各
自
は
独
特
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
、
と
彼
は
言
っ
た
、
し
か
し
其
事
を
私
は
謂
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
む

し
ろ
其
後
で
彼
が
言
っ
た
事
を
で
す
。
其
後
に
彼
は
言
っ
た
、先
ず
四
つ
の
も
の
は
相
互
に
殆
ど
同
様
で
あ
る
が
、

唯
一
つ
即
ち
勇
敢
は
其
他
か
ら
極
め
て
多
く
相
違
し
て
い
る
、
而
も
次
い
で
彼
は
言
っ
た
、
私
が
次
の
証
拠
に
よ

っ
て
其
を
知
ろ
う
―
―
『
と
云
う
の
は
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
君
は
、
人
々
が
最
も
不
敬
虔
、
最
も
不
正
、
最
も

無
躾
、
最
も
無
智
で
あ
っ
て
、
而
も
最
も
勇
敢
で
あ
る
の
を
、
見
察
し
て
み
た
ま
え
、
其
に
よ
っ
て
君
は
、
勇
敢

が
徳
の
其
他
の
部
分
か
ら
特
に
相
違
し
て
い
る
こ
と
を
、
知
る
で
あ
ろ
う
。』
と
。
直
ぐ
其
時
既
に
其
答
に
一
驚

し
た
―
―
更
に
諸
君
と
分
析
研
究
す
る
に
至
っ
て
、
尚
一
層
驚
い
た
が
―
―
そ
こ
で
私
は
、
勇
敢
な
る
人
々
は
大

359
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ゴ
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胆
な
る
者
ど
も
と
呼
ぶ
か
を
き
い
た
、
す
る
と
彼
は
、『
ま
た
少
く
も
進
む
者
と
も
』
と
曰
っ
た
。
お
〻
プ
ロ
タ

ゴ
ラ
ス
、
貴
方
は
其
事
を
答
え
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
か
。

彼
は
同
意
し
た
。

　

さ
あ
、
我
々
に
言
っ
て
く
だ
さ
い
、
何
に
向
っ
て
進
む
者
で
勇
敢
な
る
人
々
は
あ
る
、
と
貴
方
は
言
わ
れ
る
の

で
す
か
。
臆
病
な
人
々
が
進
む
其
事
に
向
っ
て
で
し
ょ
う
か
。

彼
は
否
定
し
た
。

　

で
は
そ
う
で
な
い
事
に
向
っ
て
。

　

そ
う
さ
。

　

一
体
臆
病
な
人
々
は
無
懼
安
心
な
事
に
向
っ
て
進
み
、勇
敢
な
る
人
々
は
畏1

る
べ
き
事
に
向
っ
て
、で
す
か
。（
そ

れ
と
も
其
反
対
で
す
か
）

　

お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
人
々
に
よ
っ
て
は
そ
う
言
わ
れ
て
い
る
。

　

貴
方
の
言
わ
れ
る
所
は
尤
で
す
。
し
か
し
私
は
其
事
を
き
い
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
、
む
し
ろ
貴
方
は
、

何
に
向
っ
て
進
む
者
で
あ
る
と
其
勇
敢
な
る
人
々
を
言
わ
れ
る
の
で
す
か
。
一
体
畏1

る
べ
き
事
に
、
其
が
畏1

る
べ

き
事
で
あ
る
と
思
考
し
て
、
向
う
の
で
す
か
、
そ
れ
と
も
畏1

る
べ
き
で
な
い
事
に
で
す
か
。



一
三
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し
か
し
少
く
も
其
事
は
、
君
の
語
っ
て
来
た
所
論
の
中
に
於
て
、
既
に
意
味
を
成
し
得
な
い
こ
と
と
し
て
証
明

さ
れ
た
の
だ
。

　

其
も
貴
方
は
正
し
く
言
わ
れ
た
。
従
っ
て
若
し
其
事
が
正
し
く
証
明
さ
れ
た
の
な
ら
ば
、
何
人
と
雖
も
、
彼
が

畏1

る
べ
き
事
で
あ
る
と
思
考
す
る
事
に
向
っ
て
は
進
ま
な
い
の
で
あ
る
、
自
己
に
負
け
る
と
云
う
こ
と
が
無
智
で

あ
る
と
発
見
さ
れ
た
以
上
は
。

彼
は
同
意
し
た
。

　

し
か
し
総
て
の
人
々
が
無
懼
安
心
の
で
き
る
其
事
に
向
っ
て
、
総
て
の
人
々
は
進
む
、
臆
病
者
も
勇
敢
な
る
者

も
、
而
し
て
少
く
も
此
事
に
よ
っ
て
、
同
一
の
事
に
向
っ
て
臆
病
者
も
勇
敢
な
る
者
も
進
む
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
臆
病
者
と
、
勇
敢
な
る
者
と
の
進
む
の
は
全
然
反
対
で
あ
る
。
第
一
、
戦
争
に
向
っ
て

或
者
は
進
み
、
或
者
は
進
も
う
と
し
な
い
。

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

一
体
其
が
進
む
に
美
と
し
て
、
或
は
醜
と
し
て
。

　

美
と
し
て
。

　

さ
て
若
し
美
な
ら
ば
又
善
で
あ
る
、
と
以
前
の
論
で
我
々
は
一
致
し
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
美
し
き
行
為
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は
悉
く
善
で
あ
る
と
我
々
は
一
致
し
た
の
で
す
か
ら
。

　

君
の
言
う
所
は
真
実
だ
、
そ
し
て
常
に
少
く
も
儂
に
は
そ
う
思
わ
れ
て
い
る
。

　

其
は
正
当
で
す
。
し
か
し
貴
方
は
、
ど
っ
ち
の
人
々
が
戦
争
に
行
こ
う
と
意
志
し
な
い
、
と
言
わ
れ
る
の
で
す

か
、
其
が
美
で
あ
り
善
で
あ
る
の
に
。

　

臆
病
者
さ
。

　

さ
て
、
苟
く
も
其
が
美
で
あ
り
善
で
あ
る
な
ら
ば
、
又
快
で
し
ょ
う
。

　

少
く
も
其
は
一
致
さ
れ
て
い
る
。

　

で
は
一
体
臆
病
者
は
、
知
っ
て
い
な
が
ら
、
大
い
に
美
し
く
、
善
く
、
亦
快
な
る
事
に
向
っ
て
行
こ
う
、
と
意

志
し
な
い
の
で
す
か
。

　

し
か
し
其
事
を
若
し
も
我
々
が
主
張
す
れ
ば
、
以
前
か
ら
の
一
致
を
破
壊
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
勇
敢
な
る
者
は
ど
う
で
す
か
。
彼
は
大
い
に
美
し
く
、
善
く
、
快
な
る
事
に
向
っ
て
進
ま
な
い
の
で
す
か
。

　

進
む
と
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、
勇
敢
な
る
人
々
は
全
然
、
よ
し
恐
る
〻
場
合
で
も
、
醜
く
い
恐
れ
を
恐
れ
は
し
ま
い
、
又
醜
く
い
無
懼

邁
進
を
無
懼
邁
進
し
は
し
ま
い
。

360
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必
然
。

　

若
し
も
醜
く
き
も
の
で
な
い
な
ら
、
美
し
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

彼
は
同
意
し
た
。

　

若
し
美
な
ら
ば
、
又
善
で
し
ょ
う
。

　

そ
う
さ
。

　

さ
て
、
臆
病
者
も
、
無
懼
邁
進
す
る
者
も
、
狂
気
な
者
も
、
其
と
は
全
然
反
対
に
、
醜
く
い
恐
れ
を
恐
れ
、
醜

く
い
無
懼
邁
進
を
無
懼
邁
進
す
る
の
で
し
ょ
う
。

彼
は
肯
定
し
た
。

　

し
か
る
に
彼
等
が
醜
く
い
悪
い
事
に
無
懼
邁
進
す
る
の
は
、
無
知
、
無
学
に
因
る
に
他
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　

其
通
り
だ
。

　

で
は
ど
う
で
す
か
。
臆
病
者
が
臆
病
な
る
所
以
の
其
者
は
、
其
を
貴
方
は
勇
敢
と
云
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
臆
病

と
呼
ぶ
の
で
し
ょ
う
。

　

少
く
も
儂
は
、
臆
病
と
呼
ぶ
。

　

彼
等
は
明
か
に
畏1

る
べ
き
事
に
つ
い
て
の
無
智
の
故
に
臆
病
で
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

(360C)



一
三
五

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

彼
は
同
意
し
た
。

　

臆
病
で
あ
る
所
以
の
者
は
臆
病
で
あ
る
、
と
貴
方
に
よ
っ
て
同
意
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

彼
は
そ
う
だ
と
言
っ
た
。

　

で
は
、
畏1

る
べ
き
事
と
畏1

る
べ
き
で
な
い
事
と
に
つ
い
て
の
無
智
は
臆
病
で
し
ょ
う
。

彼
は
頷
い
た
。
そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

そ
こ
で
実
際
に
勇
敢
は
臆
病
の
反
対
で
あ
る
。

彼
は
肯
定
し
た
。

　

さ
て
、
畏1

る
べ
き
事
と
畏1

る
べ
き
で
な
い
事
と
の
智
慧
は
、
其
等
に
つ
い
て
の
無
智
の
反
対
で
し
ょ
う
。

其
時
に
も
彼
は
尚
頷
い
た
。

　

而
も
其
等
の
無
智
は
臆
病
で
す
ね
。

其
時
は
や
っ
と
の
こ
と
で
頷
い
た
。

　

従
っ
て
畏1

る
べ
き
事
と
畏1

る
べ
き
で
な
い
事
と
の
智
慧
は
勇
敢
な
の
で
し
ょ
う
、
其
等
の
無
智
に
反
対
な
の
で

す
か
ら
。

其
時
は
も
は
や
彼
は
頷
こ
う
と
も
し
な
い
で
、
默
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た
の
さ
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ど
う
し
た
ん
で
す
か
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
私
の
き
い
て
い
る
事
を
肯
定
も
し
な
い
し
、
否
定
も
し
な
い
と

云
う
の
は
。

　

自
分
独
り
で
鳬け
り

を
つ
け
た
が
い
〻
。

　

し
か
し
唯
一
つ
だ
け
尚
貴
方
に
き
い
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
貴
方
に
は
尚
最
初
の
様
に
、
或
人
々
は
最
も
無

智
で
は
あ
る
が
、
最
も
勇
敢
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

　

君
は
実
に
し
つ
こ
い
ね
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
儂
が
答
え
る
者
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
。
だ
が
君
に
満
足
を
与
え
よ

う
、
儂
は
言
う
よ
、
一
致
し
た
事
か
ら
し
て
其
は
意
味
を
成
さ
な
い
と
儂
に
は
思
わ
れ
る
さ
。

▲四
十

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

決
し
て
私
は
他
意
あ
っ
て
此
等
一
切
を
き
い
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
す
、
唯
々
徳
に
関
す
る
其
等
の
事
が
ど

う
云
う
も
の
で
あ
る
か
、
更
に
其
事
、
即
ち
徳
、
は
一
体
何
で
有
る
か
、
之
を
考
察
し
た
い
と
希
望
し
て
い
る
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
と
云
う
の
は
、
若
し
も
其
一
事
（
徳
自
体
）
が
明
確
に
成
る
に
於
て
は
、
か
の
事
、
即
ち
私
と
貴

方
と
が
、
私
は
其
は
教
え
ら
れ
得
な
い
、
又
貴
方
は
教
え
ら
れ
得
る
と
主
張
し
な
が
ら
、
互
に
永
い
間
議
論
を
戦

わ
し
た
其
問
題
（
徳
之
可
教
・
不
可
教
）
も
、全
く
明
か
に
な
る
に
相
違
な
い
こ
と
を
、私
は
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

然
る
に
我
々
の
此
論
の
現
在
の
状
態
は
、
人
が
我
々
を
非
難
し
嘲
笑
す
る
か
の
如
く
、
私
に
は
思
れ
ま
す
、
そ
こ

361
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で
若
し
其
人
が
口
を
き
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
う
言
う
で
し
ょ
う
、『
実
に
君
等
は
妙
な
人
間
だ
ね
、
ソ
ク
ラ
テ
ス

に
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
。
君
は
初
め
に
徳
は
教
え
ら
れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
な
が
ら
、
今
は
君
自
身
に
反
対

な
事
に
熱
中
し
、
一
切
の
事
柄
は
、
正
義
と
思
慮
の
徳
も
、
更
に
勇
敢
も
、
其
は
知
識
で
あ
る
、
と
云
う
こ
と
を

証
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
し
か
し
其
方
法
を
以
て
す
れ
ば
、
特
に
も
徳
は
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
か
に
な
っ
て
来
よ
う
。
な
ぜ
か
と
云
え
ば
、
若
し
も
徳
が
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
が
主
張
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
様

に
、
知
識
以
外
の
或
他
の
事
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
明
か
に
其
は
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
今
や
、

君
の
熱
望
し
て
い
る
通
り
に
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
其
が
全
く
の
知
識
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
成
る
な
ら
ば
、
教

え
ら
れ
得
な
い
方
が
不
思
議
の
至
り
に
な
る
。
又
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
し
て
も
、
先
に
は
教
え
ら
れ
得
る
も
の
で
あ

る
と
前
提
し
な
が
ら
、
今
は
全
く
反
対
に
、
其
は
何
で
も
よ
い
、
兎
に
角
知
識
以
外
の
事
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に

し
よ
う
と
熱
望
し
て
い
る
者
と
殆
ど
変
り
が
な
い
。
而
も
若
し
も
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
就
中
教
え
ら
れ
得
る
も
の

で
は
無
く
な
る
で
あ
ろ
う
。』
と
。

　

さ
て
私
は
、
お
〻
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
、
其
等
一
切
が
上
を
下
へ
と
顛
倒
し
、
恐
ろ
し
く
掻
き
乱
さ
れ
て
い
る
の
を

見
る
と
、
特
に
も
其
等
の
事
を
明
確
な
ら
し
め
た
い
希
望
を
持
つ
の
で
す
、
そ
こ
で
如
上
の
諸
論
を
展
開
し
来
っ

た
我
々
は
更
に
徳
に
向
い
、
其
が
何
ん
で
有
る
か
、
の
解
決
に
向
っ
て
出
発
し
、
茲
に
其
に
つ
い
て
、
教
え
ら
れ
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得
る
か
、
教
え
ら
れ
得
な
い
か
を
、
も
う
一
度
し
っ
か
り
考
察
し
た
く
思
い
ま
す
。
而
も
あ
の
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
が

貴
方
の
話
の
通
り
、
あ
の
分
配
に
際
し
て
我
々
を
疎
か
に
し
た
と
同
様
に
、
此
考
察
に
際
し
て
も
、
度
々
過
っ
て
、

我
々
を
陥
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
私
に
は
あ
の
詩
話
に
於
て
も
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
（
後
慮
）
よ
り
は
プ

ロ
メ
テ
ウ
ス
（
前
慮
）
の
方
が
遥
に
気
に
入
り
ま
し
た
、
そ
こ
で
彼
と
同
志
に
な
っ
て
、
私
も
亦
前
以
て
考
慮
を

め
ぐ
ら
し
、
私
自
身
の
全
生
涯
の
為
に
其
等
一
切
の
問
題
を
論
攻
し
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
、
而
も
若
し
貴
方

に
意
が
有
る
の
で
し
た
ら
、
私
が
最
初
に
も
言
っ
た
通
り
に
、
貴
方
と
倶
に
其
等
を
研
究
す
る
の
が
、
特
に
も
悦

ば
し
い
の
で
す
。

す
る
と
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
曰
っ
た

　

儂
は
、
お
〻
ソ
ク
ラ
テ
ス
、
君
の
熱
心
と
論
の
展
開
と
を
称
揚
す
る
。
と
に
か
く
儂
は
自
分
で
別
に
悪
い
人
間

で
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
し
、
特
に
も
人
を
中
傷
す
る
こ
と
を
好
む
者
で
は
な
い
、
そ
こ
で
又
君
に
つ
い
て
も
、

儂
が
会
っ
て
い
る
人
々
の
中
で
、
殊
更
に
も
其
年
輩
の
人
々
の
中
で
、
君
に
は
全
く
感
心
し
て
い
る
、
と
今
迄
も

多
く
の
人
々
の
前
で
公
言
し
た
、
し
か
し
今
も
言
っ
て
お
こ
う
、
よ
し
君
が
智
慧
に
於
て
屈
指
な
人
物
の
列
に
入

る
と
し
て
も
、
儂
は
別
に
不
思
議
と
は
思
わ
な
い
、
と
。
だ
が
其
等
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
若
し
君
が
希
望
な
ら

ば
、
我
々
は
又
い
つ
か
研
究
す
る
こ
と
に
し
よ
う
、
し
か
し
今
は
已
に
他
の
事
に
移
り
向
う
時
で
あ
る
。



一
三
九

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス

そ
こ
で
僕
は
曰
っ
た

　

で
は
そ
う
為
な
け
れ
ば
な
り
ま
す
ま
い
、
其
方
が
貴
方
に
良
い
と
思
わ
れ
る
な
ら
ば
。
又
私
に
し
て
も
、
先
に

言
っ
た
方
へ
赴
く
べ
き
時
は
と
う
に
来
て
い
る
の
で
す
、た
ゞ
此
美
し
い
カ
リ
ア
ス
を
満
足
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
、

留
っ
て
い
た
次
第
で
す
か
ら
。

此
等
の
事
を
言
い
も
し
、
又
聴
き
も
し
て
、
我
々
は
去
っ
た
。

（
終
り
）
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一
四
〇

プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
篇
注

第
一
節

１　

ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
（
紀
元
前
四
五
〇
―
四
〇
四
）
は
親
族
ペ
リ
ク
レ
ス
の
主
権
者
た
り
し
時
代
に
、
ク
レ
イ
ニ
ア
ス

の
子
と
し
て
、
ア
テ
ナ
イ
に
生
る
、
政
治
家
に
し
て
将
軍
た
り
、
其
行
動
及
び
運
命
は
ギ
リ
シ
ャ
史
に
見
ゆ
。
富
貴
と

容
姿
の
美
と
多
才
と
に
恵
ま
れ
、
更
に
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
の
交
際
を
楽
し
み
得
た
に
も
拘
ら
ず
、
彼
は
遂
に
道
義
的
欠
陥

の
為
に
破
壊
さ
れ
終
り
し
光
彩
の
顕
著
な
る
例
と
し
て
後
世
に
其
名
を
遺
し
て
し
ま
っ
た
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
彼
と
の
関

係
を
時
人
は
当
時
流
行
の
男
色
関
係
と
見
た
、
而
し
て
プ
ラ
ト
ン
は
之
を
、
但
し
弁
護
的
否
定
的
に
、
描
写
し
て
い
る
。

２　

狩
り
。
美
少
年
を
追
う
こ
と
を
狩
り
と
云
っ
て
い
た
。

３　

あ
の
男
は
。aJnhvr 

の
読
み
を
取
っ
て
訳
出
し
た
、
但
し
原
典
の
批
判
に
は
関
係
な
し
。

４　
【
髯
萌
え
出
で
し
…
】
関
接
引
用
文
、
オ
デ
ィ
セ
イ
ア
第
十
歌
二
七
九
行
、
イ
リ
ア
ス
第
二
十
四
歌
三
四
八
行
。
其
第

十
歌
の
詩
に
曰
く

か
く
て
我
、
聖
な
る
谿た

に

間
を
登
り
つ
〻
、
毒
草
の
数
々
知
れ
る

キ
ル
ケ
の
大
な
る
住
居
に
到
ら
ん
と
し
け
る
時
、
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金
の
杖
持
つ
ヘ
ル
メ
ス
は
我
に
ぞ
遭
え
り

住
居
に
赴
く
其
路
に
、
其
姿
は
若
き
丈
夫
に
似
て

髴
萌
え
出
で
つ
、
其
若
さ
こ
そ
げ
に
優
美
の
極
み
な
れ
。

オ
デ
ィ
セ
ウ
ス
は
茲
に
ヘ
ル
メ
ス
よ
り
解
毒
薬
を
得
て
キ
ル
ケ
の
与
え
し
毒
杯
を
乾
す
こ
と
が
で
き
た
、
次
に
見
ゆ
る

ア
ル
キ
ビ
ア
デ
ス
の
援
助
、
後
に
現
わ
れ
る
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
魅
力
、
智
慧
深
き
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
オ
デ
ィ
セ
ウ
ス
と
の

対
比
、
引
喩
の
妙
は
我
々
に
想
像
の
翼
を
生
ぜ
し
め
る
。

５　

ア
ブ
デ
ラ
。ア
イ
ガ
イ
オ
ン
に
面
せ
る
ト
ラ
キ
ア
南
岸
の
一
市
、デ
モ
ク
リ
ト
ス
及
び
此
哲
人
の
生
地
と
し
て
名
高
し
。

６　

一
緒
に
成
る
。師
事
す
る
の
意
、原
義
に
従
っ
て
訳
す
、其
は
、此
字
は
他
面
エ
ロ
ス
的
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に
用
い
ら
れ
、

プ
ラ
ト
ン
も
亦
此
意
を
前
意
の
中
に
多
少
含
ま
し
め
て
用
ゆ
る
こ
と
多
き
を
以
て
の
故
で
あ
る
。

７　

交
際
。
原
義
、
一
緒
に
居
る
こ
と
、
先
の
一
緒
に
成
る
と
同
様
、
師
の
下
で
学
ぶ
の
意
有
り
、
転
じ
て
は
学
究
的
討

論
交
際
を
も
意
味
し
、
更
に
亦
エ
ロ
ス
的
性
交
の
意
を
有
す
。

８　

パ
イ
ス
。
奴
隷
、
奴
僕
、
従
者
の
こ
と
、
原
義
は
子
供
。

９　

此
一
句
【
感
謝
が
二
重
で
あ
る
】、
諺
的
言
い
廻
し
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。



一
四
二

第
二
節

１　

ア
ポ
ロ
ド
ロ
ス
。
此
は
シ
ム
ポ
シ
オ
ン
の
話
者
た
る
ソ
ク
ラ
テ
ス
狂
と
は
同
名
異
人
と
の
こ
と
。

２　

オ
イ
ノ
エ
。
ア
テ
ナ
イ
の
西
北
方
、
キ
タ
イ
ロ
ン
山
側
の
地
。

３　

サ
チ
ロ
ス
。
勿
論
パ
イ
ス
の
名
で
あ
る
が
、
其
面
貌
恐
ら
く
は
バ
ク
コ
ス
神
の
従
者
サ
チ
ロ
ス
（
近
欧
語Satyr

）
に

似
て
い
る
所
よ
り
此
名
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

４　

語
る
に
最
も
智
。
ヘ
ラ
ス
語
的
表
現
、
意
訳
す
れ
ば
雄
弁
な
る
こ
と
。
是
に
知
る
べ
し

0

0

0

0

0

0

、
ヘ
ラ
ス
語
の
智 sofovV 

と

は
大
に
し
て
は
賢
、
小
に
し
て
は
一
芸
に
堪
能
な
る
を
意
味
す
る
こ
と
を
。（
此
字
に
出
づ
る
ソ
ピ
ス
テ
ス
（
智
者
）
の

第
二
十
八
節
と
第
八
節
と
に
語
ら
れ
た
る
意
を
対
照
せ
よ
）

５　

中
庭
。
ア
ウ
レ
ー
と
云
う
。
ヘ
ラ
ス
往
時
の
家
屋
は
中
央
に
露
天
の
此
中
庭
を
有
し
、
諸
室
之
を
繞め

ぐ

り
て
之
に
開
い

て
い
る
、
大
家
に
有
っ
て
は
此
に
桂
廊
を
繞
ら
す
、
猶
カ
リ
ア
ス
邸
の
描
写
に
見
る
が
如
し
。

第
三
節

１　

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
（
四
六
〇
―
三
七
七
）
コ
ス
島
の
人
、
医
者
、
特
に
も
医
学
の
鼻
祖
と
し
て
名
高
し
。
ア
ス
ク
レ
ピ

ア
ダ
イ
と
は
医
薬
神
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
子
孫
な
る
意
に
し
て
、
医
師
の
姓
称
の
如
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
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２　

ポ
リ
ク
レ
イ
ト
ス
（
五
世
紀
）。
彫
刻
家
、
シ
キ
オ
ン
の
産
、
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
の
東
北
部
に
位
す
る
ア
ル
ゴ
ス
に

於
て
一
家
を
起
す
、
其
作
と
し
て
「
鎗ド

リ
フ
ォ
ロ
ス

持
て
る
者
」、
ア
ル
ゴ
ス
の
神
殿
に
建
て
ら
れ
た
る
女
神
ヘ
ラ
の
金
象
牙
像
等
最

も
名
高
し
。

３　

ペ
イ
デ
ィ
ア
ス
（
四
九
〇
―
四
三
〇
）
は
ア
テ
ナ
イ
の
彫
刻
家
、
ア
ル
ゴ
ス
に
行
き
ア
ゲ
ラ
デ
ス
の
指
導
を
受
く
。

ア
テ
ナ
及
び
ゼ
ウ
ス
の
神
像
を
以
て
知
ら
る
。
ペ
リ
ク
レ
ス
の
尊
重
を
受
け
、
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
の
偉
観
を
完
成
し
た
、

其
後
彼
自
身
の
肖
像
を
ア
テ
ナ
神
像
の
楯
に
刻
み
し
に
よ
る
不
信
神
と
、
托
さ
れ
た
る
公
財
の
消
費
と
の
廉
を
以
て
死

刑
の
宣
告
を
受
け
た
。
一
説
に
は
刑
を
エ
リ
ス
に
逃
れ
、
そ
こ
で
金
象
牙
の
ゼ
ウ
ス
像
を
エ
リ
ス
人
の
為
に
作
成
せ
り

と
も
云
う
。

４　

ソ
ピ
ス
テ
ス
【
ソ
フ
ィ
ス
ト
】。sofisthvV 
と
は
其
意
哲
学
史
に
見
ゆ
る
如
し
。
但
し
所
謂
る
詭
弁
家
の
訳
は
当
ら
ず
、

注
意
を
要
す
。
今
其
字
義
に
つ
い
て
一
言
す
る
に
、
此
人
称
名
詞
は
動
詞 sofivzesqai, sofizein 

よ
り
作
ら
れ
、
前
者

に
従
へ
ば
「
自
己
を
智
と
為
せ
る
者
」
即
ち
「
智
者
」（
是
れ
恐
ら
く
は
古
来
の
義
）
或
は
「
物
の
理
を
考
察
す
る
者
」、

後
者
に
従
へ
ば
「
智
と
為
す
者
」「
教
師
」
の
意
で
あ
る
、
而
し
て
此
「
智
」
の
意
味
は
前
注
に
云
え
る
如
し
。

５　

キ
タ
リ
ス
。
所
謂
る
楽
器
ギ
タ
ー
で
あ
る
。

６　

自
由
で
あ
る
者
。
奴
隷
に
対
し
て
市
民
を
云
う
。



一
四
四

第
四
節

１　

有
る
。
あ
る

0

0

の
意
単
に copula 

に
留
ま
ら
ず
、
尚な
お

有
の
義
を
含
む
時
、
有
字
を
用
い
る
。
此こ
れ

有
の
義
、
プ
ラ
ト
ン
思

想
の
中
に
考
え
る
こ
と
を
要
す
。【
英
語
で
言
え
ばbe

動
詞
が
「
有
る
」
と
い
う
意
に
使
わ
れ
て
い
る
時
。】

２　
【「
其
名
の
語
る
通
り
、
其
者
は
諸
智
の
智
識
で
す
」】
此
一
種
の
説
明
は
、
当
時
の
ソ
ピ
ス
テ
ス
に
対
す
る
尊
敬
を
写
し

て
皮
肉
れ
る
、
字
音
上
の
、
語
源
解
説
を
真
似
た
、
し
ゃ
れ

0

0

0

で
あ
る
。
つ
ま
り sof-isthvV 

と
二
分
し
て
、tw

:n sof-

w
:n ejp-isthv-mw

n

（
諸
智
の
智
識
）
に
振
り
当
て
た
の
で
あ
る
。
智
と
は
本
来
人
等
に
の
み
加
え
ら
れ
る
形
容
詞
で
あ

る
が
、
此
に
諸
智
と
は
中
性
複
数
に
て
、
智
者
の
智
た
る
其
内
容
を
意
味
す
る
。

３　

語
る
に
畏1

る
べ
き
者
。
ヘ
ラ
ス
語
的
表
現
、
先
の
語
る
に
智
と
殆
ど
同
一
義
で
あ
る
。「
畏1

る
べ
き
」
と
云
う
字
の
使

用
に
つ
い
て
は
第
二
十
七
節
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。【
こ
の
第
四
節
に
お
い
て
は
本
文
で
は
「
畏
」
で
あ
る
が
、
こ
の
注
、
ま

た
以
降
の
本
文
で
は
「
忄+

畏
」
の
字
形
が
使
わ
れ
て
い
る
。
藤
沢
令
夫
訳
と
対
照
し
た
所
で
は
、「
お
そ
る
」
と
読
ん
で
良
い
。

恐
れ
多
い
、
あ
る
い
は
秀
で
て
い
る
と
い
う
意
を
持
た
せ
て
い
る
。】

第
五
節



プ
タ
ゴ
ラ
ス
篇
注

一
四
五

１　

良
く（
悪
く
）行
く
。
原
語 eu\ (kakw

:V ) pravttein 【eu\ h] kakw
:V pravttein

】に
三
義
有
り
、即
ち「
良
く
行
く
」「
良

く
行
為
す
」「
幸
福
で
あ
る
」、
而
し
て
最
初
の
意
は
稀
に
見
る
、
物
が
主
語
の
場
合
故
、
大
別
し
て
二
義
と
な
す
、
但

し
普
通
は
「
幸
福
で
あ
る
」
と
云
う
熟
語
で
あ
る
。
プ
ラ
ト
ン
は
巧
妙
に
も
此
両
義
を
、
二
に
し
て
一
な
る
様
に
、
使

用
し
て
、
徳
と
幸
福
と
知
識
と
の
一
致
に
導
い
て
行
く
。（
第
三
十
節
等
参
照
）【
底
本
で
は
「u\

」
の
ア
ク
セ
ン
ト
記
号
が

他
に
見
当
た
ら
な
い
形
を
し
て
い
る
。
こ
こ
は"Platonis O

pera" TO
M

V
S III

を
参
照
し
た
。】

２　

エ
リ
ス
は
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
半
島
の
西
北
部
に
在
る
都
市
。

３　

ケ
オ
ス
は
島
の
名
、
ケ
オ
ス
人
に
つ
い
て
は
後
に
注
す
。

第
六
節

１　

奄
人
。
生
殖
力
の
無
く
な
っ
た
（
若
し
く
ば
奪
わ
れ
た
）
者
【
宦
官
】。
事
実
の
如
何
は
知
ら
ず
、
気
の
お
っ
と
り
と

し
た
此
番
人
の
気
を
荒
立
て
る
所
に
描
写
の
妙
が
あ
る
。

第
七
節

１　

同
母
弟
。
カ
リ
ア
ス
の
母
、
つ
ま
り
ヒ
ポ
ニ
コ
ス
の
妻
は
後
に
ペ
リ
ク
レ
ス
に
嫁
し
て
此
二
児
を
産
ん
だ
。



一
四
六

２　

カ
ル
ミ
デ
ス
は
プ
ラ
ト
ン
の
母
方
の
叔
父
。
従
っ
て
其
父
グ
ラ
ウ
コ
ン
は
プ
ラ
ト
ン
の
弟
に
其
名
を
与
え
た
、
従
っ

て
同
名
異
人
で
あ
る
。

３　

ア
ン
チ
モ
イ
ロ
ス
に
つ
い
て
は
此
処
に
語
ら
れ
て
あ
る
の
み
で
あ
る
。

４　

オ
ル
ペ
ウ
ス
【
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
】。
詩
話
的
人
物
、
ム
ー
サ
・
カ
リ
オ
ペ
の
子
、
音
楽
の
天
才
に
し
て
、
ア
ポ
ロ
ン
よ

り
与
え
ら
れ
た
る
リ
ラ
を
奏
づ
る
と
き
は
、
山
川
草
木
に
至
る
迄
之
に
感
動
せ
ざ
る
は
莫な

か

っ
た
。
然
る
に
其
恋
人
ユ
ウ

リ
ヂ
ケ
、
毒
蛇
の
一
咬
に
あ
の
世
の
人
と
成
る
に
及
ん
で
、
彼
女
を
如
何
に
も
し
て
取
返
さ
ん
も
の
と
茲
に
リ
ラ
を
手

に
し
て
ハ
デ
ス
に
訪
ね
下
っ
た
。
彼
の
美
妙
な
る
管
楽
に
動
か
さ
れ
て
は
何
者
も
其
路
を
碍さ

ま
たげ
得
ず
、
終
に
ハ
デ
ス
の

帝
王
プ
ル
ト
ン
の
前
に
立
つ
を
得
た
。
さ
て
此
帝
王
に
よ
っ
て
母
デ
メ
テ
ル
の
許
よ
り
欺
き
奪
わ
れ
た
る
其
妃
ペ
ル
セ

ポ
ネ
は
同
情
に
堪
え
ず
、
エ
ウ
リ
ヂ
ケ
の
再
び
此
世
に
還
え
る
こ
と
を
許
す
よ
う
、
帝
王
に
乞
い
、
又
彼
の
妙
技
も
プ

ル
ト
ン
の
氷
の
如
く
鉄
の
如
き
心
を
溶
か
し
得
た
、
か
く
て
プ
ル
ト
ン
は
之
に
許
し
て
言
う
に
は
、
エ
ウ
リ
ヂ
ケ
は
汝

の
後
よ
り
随
い
て
行
く
、
し
か
し
ハ
デ
ス
の
門
を
出
づ
る
迄
は
振
返
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
。
こ
〻
に
オ
ル
ペ
ウ
ス
は
喜
び

勇
ん
で
地
上
へ
と
歩
を
進
め
た
、
し
か
し
彼
の
後
に
は
何
者
の
随
き
来
る
気
配
も
な
い
、
将
に
此
世
に
出
で
ん
と
し
て

彼
は
堪
え
兼
ね
て
後
を
振
返
っ
て
見
た
、
憐
れ
エ
ウ
リ
ヂ
ケ
の
影
は
微
か
な
嘆
声
を
遺
し
て
掻
き
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

此
よ
り
後
は
悲
し
み
の
余
り
人じ

ん
か
ん寰
を
嫌
い
、
口
に
恋
人
の
名
を
叫
び
つ
〻
、
リ
ラ
に
其
苦
悩
を
托
し
て
山
野
の
中
を
さ
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迷
っ
た
、
そ
し
て
遂
に
ト
ラ
キ
ア
の
山
中
に
於
て
バ
ク
コ
ス
神
に
発
狂
せ
る
女
人
の
一
群
と
衝
突
し
、
八
裂
に
さ
れ
て
、

川
の
中
に
投
げ
棄
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
一
説
に
其
首
は
海
に
流
れ
い
で
、
レ
ス
ボ
ス
島
に
漂
着
し
、
此
処
に　

ム
ー

サ
に
よ
っ
て
葬
ら
れ
、
其
墓
は
や
が
て
社
殿
と
な
り
、
又
鴬
は
此
島
に
於
て
特
に
美
し
く
鳴
く
と
云
う
。
オ
ル
ペ
ウ
ス

教
の
名
は
此
詩
話
よ
り
出
た
の
で
あ
ろ
う
。

５　

コ
ロ
ス　

corovV- ( chorus)

は
悲
劇
中
の
舞
団
、
中
央
に
コ
レ
ー
ゴ
ス
と
称
す
る
音
頭
取
り
が
居
て
、
其
音
頭
に
合
せ

て
舞
踏
す
る
。
屡
々
引
か
る
〻
譬た

と
えで
あ
る
。

６　
【「
彼
を
ば
次
い
で
我
は
気
付
き
見
ぬ
」】
オ
デ
ィ
セ
イ
ア
第
十
一
歌
六
〇
一
行
。
此
第
十
一
歌
は
、
オ
デ
ィ
セ
ウ
ス
が
ハ

デ
ス
の
入
口
、
此
土
地
の
果
、
キ
ム
メ
リ
オ
イ
の
住
め
る
、
日
の
目
も
見
え
ぬ
夕
闇
の
国
に
到
り
、
死
せ
る
テ
バ
イ
の

テ
イ
レ
シ
ア
ス
の
予
言
を
聞
か
ん
と
、
地
を
掘
り
て
施
餓
鬼 nevkuia 

を
行
い
、
幾
多
の
幽
霊
に
遭
い
、
談
を
交
せ
る
こ

と
を
歌
え
る
、
ネ
キ
イ
ア
と
呼
ば
る
〻
一
種
特
別
な
る
エ
ポ
ス
で
あ
る
。
今
次
に
其
一
節
を
訳
出
す
る
、
プ
ラ
ト
ン
の

引
喩
に
つ
い
て
の
解
釈
は
自
由
で
あ
る
。

次
い
で
彼
を
ば
我
は
気
付
き
見
ぬ
、
力
に
強
き
ヘ
ラ
ク
レ
ス
を
、

其
幻
影
を
。
彼
自
ら
は
不
死
な
る
神
々
と
相
与
に

饗
宴
を
楽
し
み
つ
、
手
足
妙
え
な
る
ヘ
ー
ベ
ー
を
妻
と
せ
り
、



一
四
八

威
大
な
る
神
ゼ
ウ
ス
と
黄
金
の
鞜
を
穿
て
る
ヘ
ー
ラ
ー
の
娘
を
ば
。

さ
あ
れ
彼
の
囲
り
に
は
亡
霊
の
、
野
鳥
の
如
き
叫
び
は
有
り
き
、

隅
も
無
く
彼
等
は
恐
れ
戦
け
り
。
彼
は
か
く
て
真
墨
の
夜
の
如
く
、

袋
を
脱
げ
る
弓
を
持
ち
、
矢
を
ば
ゆ
づ
る
に
う
ち
番
え
、

恐
し
き
眼
見
開
き
て
、
射
放
つ
者
に
さ
も
似
た
り
。

７　

ア
ク
メ
ノ
ス
、
エ
リ
ク
シ
マ
コ
ス
。
父
子
と
も
に
医
者
。

８　

ミ
リ
ヌ
ス
。
ア
チ
カ
の
一
区
（
デ
ー
モ
ス
）。

９　
【「
ま
た
タ
ン
タ
ロ
ス
を
…
」】
同
じ
く
オ
デ
ィ
セ
イ
ア
第
十
一
歌
五
八
二
行
。
詩
に
曰
く

ま
た
タ
ン
タ
ロ
ス
を
ば
我
は
う
ち
見
ぬ
、
重
き
苦
患
に
悩
み
つ
〻

流
る
〻
水
の
中
に
ぞ
立
て
り
、
水
は
顎あ

ご

ま
で
せ
ま
れ
ど
も
、

彼
は
渇
ゑ
て
そ
こ
に
立
ち
、
掬
い
て
飲
ま
ん
術
も
な
し
。

此
老
人
の
う
ち
跼せ

く
ぐみ

、
飲
ま
ん
と
あ
せ
る
度
毎
に
、

水
は
流
れ
失
せ
去
り
て
、
か
く
て
足
の
囲
り
に
は

黒
き
土
く
れ
現
わ
れ
り
、
鬼
は
そ
こ
を
乾
か
し
て
。
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タ
ン
タ
ロ
ス
は
リ
ヂ
ア
の
王
、
ゼ
ウ
ス
と
プ
ル
ト
と
の
間
の
子
。
彼
が
地
獄
に
餓
鬼
の
苦
を
受
け
て
い
る
理
由
と
し
て

諸
伝
説
が
有
る
、
或
は
云
う
、
彼
は
神
々
の
集
会
に
参
与
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
た
、
然
る
に
神
の
全
智
を
試
み
ん

も
の
と
、
己
の
子
ペ
ロ
プ
ス
を
殺
し
て
、
之
を
其
食
膳
に
供
し
た
、
其
罰
で
あ
る
と
、
又
タ
ン
タ
ロ
ス
の
富
と
云
う
こ

と
も
諺
に
な
っ
て
い
る
。
さ
て
前
後
の
両
比
喩
を
以
て
智
慧
深
き
オ
デ
ィ
セ
ウ
ス
の
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
カ
リ
ア
ス
邸
を
ハ

デ
ス
に
し
て
し
ま
っ
た
、
プ
ロ
ヂ
コ
ス
も
ヒ
ピ
ア
ス
も
幽
霊
で
あ
る
、
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
オ
ル
ペ
ウ
ス
の
故
に
危
く
助

っ
て
い
る
と
考
え
て
み
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
タ
ン
タ
ロ
ス
の
富
と
プ
ロ
ヂ
コ
ス
の
智
慧
、
渇
に
苦
し
め
る
者
と
病
身
で

あ
っ
た
と
云
う
プ
ロ
ヂ
コ
ス
、
其
彼
が
宿
る
と
同
時
に
空
け
ら
れ
た
宝
蔵
。
此
比
喩
も
尽
き
ぬ
想
像
を
生
む
。

１
０　

ケ
ラ
メ
イ
ス
。
ア
チ
カ
の
一
デ
ー
モ
ス
の
名
。

１
１　

パ
イ
ヂ
カ
。
恋
さ
れ
て
い
る
美
少
年
。

第
八
節

１　

ヘ
シ
オ
ド
ス
。
紀
元
前
七
〇
○
年
頃
栄
え
し
教
訓
詩
人
、「
仕
事
と
日
歴
」
及
び
「
神
統
紀
」
な
る
詩
今
に
存
す
。
ボ

イ
オ
チ
ア
は
ア
ス
ク
ラ
の
産
、
弟
ペ
ル
セ
ス
、
其
都
市
の
権
力
者
を
買
収
し
、
訴
訟
に
勝
っ
て
遺
産
を
横
領
し
て
し
ま

っ
た
、「
仕
事
と
日
歴
」
は
此
弟
に
対
す
る
教
訓
の
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
彼
は
故
郷
を
棄
て
、
コ
リ
ン
ト
ス
に
余



一
五
〇

生
を
送
っ
た
と
云
う
、
伝
説
に
よ
れ
ば
其
所
で
殺
害
さ
れ
た
。

２　

シ
モ
ニ
デ
ス
（
五
五
六
―
四
六
八
）
彼
は
ピ
ン
ダ
ロ
ス
と
並
び
称
さ
る
〻
抒
情
詩
人
の
巨き

ょ
は
く擘

で
あ
る
。
ケ
オ
ス
の
産
、

ア
テ
ナ
イ
に
暮
し
、
又
テ
タ
リ
ア
に
住
し
、
最
後
に
シ
ケ
リ
ア
の
王
ヒ
エ
ロ
の
朝
に
死
す
。
其
詩
の
断
片
今
に
残
る
。

３　

ム
サ
イ
オ
ス
。
伝
説
的
人
物
に
し
て
、
或
は
云
う
、
オ
ル
ペ
ウ
ス
の
子
、
或
は
云
う
其
弟
子
、
或
は
云
う
ト
ラ
キ
ア

の
人
、
或
は
云
う
エ
レ
ウ
シ
ス
の
人
、
或
は
云
う
詩
人
、
或
は
云
う
神
託
の
予
言
者
、
か
〻
る
諸
説
に
よ
っ
て
推
す
る
に
、

オ
ル
ペ
ウ
ス
と
同
様
、
神
秘
教
の
中
心
に
呼
ば
る
〻
名
で
あ
る
。

４　

イ
コ
ス
。
四
七
〇
年
に
於
け
る
オ
リ
ム
ピ
ア
の
勝
者
、
体
操
に
適
す
る
最
善
の
生
活
法
を
説
け
る
人
で
あ
る
と
云
う
。

タ
ラ
ス
は
所
謂
る
タ
レ
ン
ト
。

５　

ヘ
ロ
ヂ
コ
ス
、
体
操
教
師
に
し
て
医
者
、
食
餌
療
法
を
創
む
。
メ
ガ
ラ
は
ア
テ
ナ
イ
西
北
、
コ
リ
ン
ト
ス
に
到
る
途

中
の
都
市
。
セ
リ
ム
ブ
リ
ア
【Selym

bria
】
は
プ
ロ
ポ
ン
チ
ス
【
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
附
近
の
内
海
】
の
沿
岸
に
在
り
。

６　

ア
ガ
ト
ク
レ
ス
。
ペ
リ
ク
レ
ス
の
音
楽
教
師
と
し
て
、
又
其
政
治
的
権
識
に
於
て
有
名
な
る
か
の
ダ
モ
ン
の
師
。

７　

恐
る
べ
き
事
【
…
一
度
も
無
か
っ
た
】。
此
処
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
名
士
に
つ
い
て
は
知
ら
な
い
が
、
特
に
ア
テ
ナ
イ
に

於
て
、
其
頭
角
を
顕
わ
し
た
人
々
で
、
死
刑
乃
至
追
放
の
罰
を
市
民
よ
り
受
け
た
者
は
甚
だ
少
く
な
い
、
而
し
て
プ
ロ

タ
ゴ
ラ
ス
も
晩
年
に
不
信
神
の
廉
を
以
て
死
刑
の
宣
告
を
受
け
た
、
彼
は
よ
っ
て
ア
テ
ナ
イ
を
遁
れ
、
シ
ケ
リ
ア
【
シ
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チ
リ
ア
】
に
渡
る
途
中
、
難
破
し
て
死
ん
だ
。

８　

恋
人
。
意
訳
す
れ
ば
崇
拝
者
と
で
も
云
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
エ
ロ
ス
的
情
趣
が
失
せ
て
面
白
く
な
い
。（
第
一

節
注
一
緒
に
な
る
、
交
際
、
参
照
）

第
九
節

１　

善
。
ヘ
ラ
ス
語
の
善 ajgaqovV 

【
ア
ガ
ト
ス
】も
智（
第
二
節
注
）と
同
様
、堪
能
、優
秀
、時
に
勇
敢
等
の
意
味
を
も
持
つ
。

第
十
節

１　

プ
リ
タ
ネ
イ
ス
。
五
十
名
か
ら
な
る
議
会
の
最
高
委
員
。

２　

治
政
。
都
市
総
体
の
議
事
と
は
祭
典
、
立
法
、
公
判
、
戦
争
等
に
関
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

３　

徳
。
ヘ
ラ
ス
語
の a;rethv 

【
ア
レ
テ
ー
】
も
其
意
は
智
、
善
と
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
此
処
で
徳
と
は
政
治
的
権
識
を

指
し
て
い
る
。

４　

詩
話
と
理
実
。mu:qoV (m

yth) 【
ミ
ュ
ト
ス
】
と lovgoV 

【
ロ
ゴ
ス
】
と
は
当
時
好
ん
で
立
て
ら
れ
た
談
し
方
の
区
別
で

あ
る
。
詩
話
は
仮
空
的
、
理
実
は
倶
体
的
【
具
体
的
】
な
事
を
語
る
。
プ
ラ
ト
ン
も
大
い
に
此
区
別
を
利
用
し
て
い
る
、
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二

し
か
し
彼
に
あ
っ
て
ロ
ゴ
ス
と
は
理
論
で
あ
る
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
彼
に
於
て
経
験
的
事
実
よ
り
理
論
の
方
が
一
層
倶

体
的
【
具
体
的
】
で
あ
っ
た
か
ら
。

第
十
一
節

１　

プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
と
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
。
此
詩
話
は
幾
多
の
詩
人
に
よ
っ
て
種
々
に
取
扱
わ
れ
た
有
名
な
話
で
あ
る
。
プ

ロ
メ
テ
ウ
ス
は
前
慮
、
エ
ピ
メ
テ
ウ
ス
は
後
慮
と
訳
す
。

２　

ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
と
ア
テ
ナ
。
ヘ
パ
イ
ス
ト
ス
は
拉
典
名
で V

ulcanus 

と
云
う
、
火
を
司
る
鍛
冶
の
主
神
。
ア
テ
ナ
は

智
慧
、
芸
術
等
の
主
神
。

３　

政
治
的
。
原
語
は politikovn  【
ポ
リ
テ
ィ
コ
ン
】(politic)

に
て
、
都
市povliV 

よ
り
出
で
し
形
容
詞
で
あ
る
、
従
っ

て
若
し
茲
で
「
都
市
に
関
す
る
」「
都
政
上
の
」
等
の
訳
を
用
い
た
な
ら
ば
、
特
に
此
詩
話
に
美
し
き
調
和
を
齎
ら
し
得

た
で
あ
ろ
う
。
政
治
的
、
此
訳
語
に
は
か
〻
る
本
義
有
り
と
知
る
を
要
す
。
反
対
に
都
市
は
我
々
の
世
界
に
移
し
て
国

家
で
あ
る
。

４　

ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
。
ヘ
ラ
ス
の
都
市
は
、
ス
パ
ル
タ
を
除
い
て
、
皆
、
要
害
の
為
に
、
丘
陵
の
上
に
築
か
れ
て
い
た
、

ア
ク
ロ
と
は
頂
上
の
意
。
つ
ま
り
丘
陵
の
頂
上
を
ポ
リ
ス
の
中
心
と
し
て
、
之
を
繞
っ
て
城
壁
が
作
ら
れ
て
あ
り
、
之
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を
名
づ
け
て
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
と
称
し
た
。
今
は
勿
論
比
喩
的
使
用
で
、
宮
城
と
で
も
訳
し
得
よ
う
。

５　

刑
罰
。
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
は
此
事
に
よ
っ
て
、
カ
ウ
カ
ソ
ス
（
高
架
索
【
コ
ー
カ
サ
ス
】）
山
中
の
岩
に
縛
さ
れ
、
毎
日

兀は
げ
た
か鷹

に
其
肝
臓
を
喰
い
取
ら
れ
た
、
其
肝
臓
は
而
も
夜
の
中
に
元
通
り
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
後
に
ヘ
ラ
ク
レ
ス
に
よ

り
救
わ
れ
た
と
云
う
。

第
十
二
節

１　

ヘ
ル
メ
ス
。
神
の
使
者
の
名
。

２　

畏
敬
と
正
義
。aijdw

;V te kai; divkh. 
已
に
昔
ヘ
シ
オ
ド
ス
は
其
詩「
仕
事
と
日
歴
」二
〇
〇
行
に
畏
敬
と
懲
罰（A

ijdw
;V 

kai; N
evmesiV

）
の
二
女
神
の
白
衣
を
纏
い
て
人
の
世
を
棄
て
、
オ
リ
ム
ポ
ス
に
帰
え
り
、
か
く
て
悩
ま
し
き
苦
痛
は
死

す
べ
き
人
々
に
遺
さ
れ
、
も
は
や
悪
よ
り
の
守
護
は
有
る
ま
い
、
と
歌
っ
て
澆ぎ

ょ
う
き季

を
な
げ
い
て
い
る
。
我
々
は
茲
に
此

詩
人
の
人
生
観
に
於
て
、
此
両
者
が
文
明
社
会
を
成
立
せ
し
む
る
二
要
素
た
る
を
推
考
し
得
る
。
さ
て
畏
敬
と
は
云
わ

ば
カ
ン
ト
の A

chtung fürs G
esetz 

【
法
の
尊
重
】
で
、
正
義
を
畏
敬
し
、
よ
っ
て
正
義
を
履ふ

む
の
心
で
あ
り
、
之
に
対

し
て
正
義
と
は
、
我
々
の
云
う
正
義
と
梢
其
範
囲
を
異
に
し
て
、
ヘ
シ
オ
ド
ス
の
所

い
わ
ゆ

謂
る
ネ
メ
シ
ス
と
同
様
な
る
懲
罰

の
意
を
強
く
含
ん
で
い
る
。
社
会
成
立
の
要
素
と
し
て
古
来
指
示
さ
れ
て
い
る
此
二
要
素
は
西
欧
文
明
社
会
の
特
性
を
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な
し
て
い
る
。

３　

総
て
に
亙
っ
て
。
或
原
理
が
万
人
に
内
在
す
る
と
云
う
こ
と
は
、
カ
ン
ト
の R

eich der Zw
ecke 

【
目
的
の
王
国
】
の

思
想
と
同
様
、
西
洋
の
哲
学
的
論
理
で
は
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
其
は
全
く
一
の
信
念
と
し
て
、
ド
ク
サ
、
主

張
の
形
式
を
取
る
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
詩
話
を
以
て
語
ら
る
〻
外
に
術
が
無
い
で
あ
ろ
う
。

＊　
【「
倶
有
」　

第
二
十
節
の
注
１
を
参
照
。】

４　

思
慮
の
徳
。sw

frosuvnh 

は
種
々
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。
通
俗
の
意
味
は
狭
義
な
る
節
制
の
徳
（
パ
イ
ド
ン
六
八
）

で
あ
る
が
、
其
原
義
、
健
全
な
る
（sw

n

）
心
（frw

n

）
の
働
き
、
状
態
よ
り
し
て
、
常
識
更
に
知
識
（
当
篇
第
二
十
節
、

カ
ル
ミ
デ
ス
）
又
は
、
直
ぐ
次
の
説
明
に
見
ゆ
る
如
く
、
狂
気
に
対
す
る
正
気
（
パ
イ
ド
ロ
ス
篇
に
於
て
も
同
用
）
の

意
を
有
っ
て
い
る
。
さ
て
以
前
の
二
要
素
に
望
む
れ
ば
、
正
義
の
徳 dikaiosuvnh 

が
正
義
及
び
畏
敬
に
相
当
す
る
訳
で

あ
る
、
而
し
て
此
正
義
に
連
れ
て
更
に
思
慮
の
徳
が
挙
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
な
ぜ
か
と
云
え
ば
此
両
者
は
常
に
離
た

れ
ず
に
連
呼
さ
れ
、
政
治
的
徳
（
所
謂
る
国
民
道
徳
、
社
会
道
徳
）
と
称
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
、
是
も
（
徳
の
）
概
念

の
発
展
で
あ
る
。

第
十
三
節
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１　
【
不
正
を
行
わ
な
い
よ
う
に
。】
懲
罰
の
目
的
を
ギ
リ
シ
ャ
人
は
古
代
に
於
て
単
に
悪
し
き
行
為
の
償
い
と
見
て
い
た
。

此
見
解
を
特
に
も
悲
劇
作
家
は
保
持
し
深
刻
に
し
て
い
る
。
併
し
ア
イ
ス
キ
ロ
ス
、
ソ
ポ
ク
レ
ス
及
び
思
慮
深
き
抒
情

詩
人
ピ
ン
ダ
ロ
ス
は
他
面
に
於
て
、
懲
罰
が
又
人
々
の
為
に
改
善
と
警
告
と
の
使
命
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
已
に
認
め

て
い
る
。
此
よ
り
し
て
此
所
謂
る
罪
悪
威
止
説
は
起
り
、
且
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
よ
っ
て
恐
ら
く
は
直
截
に
言
い
表
わ
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
、而
し
て
此
説
に
プ
ラ
ト
ン
も
亦
、但
し
道
義
的
に
高
尚
化
せ
る
書
き
方
を
以
て
同
意
を
表
し
て
い
る
。

（D
euschle

）【Julius D
euschle

ド
イ
ツ
語
版
編
者
】

第
十
五
節

１　

パ
イ
ダ
ゴ
ー
ゴ
ス
。pedagogue 

【
教
育
者
】
の
語
源
に
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
使
用
に
於
て
は
奴
隷
に
し
て
子
供

の
守
り
を
す
る
者
の
こ
と
で
あ
る
。

２　

正
す
。原
語 eujquvnein 

は
、不
正
を
正
す
、従
っ
て
罰
す
る
の
意
と
、曲
を
直な
お

く【
曲
直
】す
る
と
の
両
義
を
含
ん
で
い
る
、

よ
っ
て
正
義
（
処
罰
）
の
方
に
は
直
の
義
を
、
次
に
は
正
の
義
を
配
し
て
訳
し
た
。

第
十
六
節



一
五
六

１　

レ
ー
ナ
イ
オ
ン
。
ア
テ
ナ
イ
市
の
、
ヂ
オ
ニ
ソ
ス
に
神
聖
な
る
一
区
域
に
し
て
、
此
神
の
二
つ
の
社
殿
と
其
劇
場
と

が
建
っ
て
い
た
。
因
み
に
此
劇
は
四
二
〇
年
に
上
演
さ
れ
た
と
云
う
、
す
る
と
此
篇
の
背
影
の
年
代
は
四
一
九
年
の
訳

に
な
る
。

２　

エ
ウ
リ
バ
ト
ス
と
プ
リ
ノ
ン
ダ
ス
。
悪
人
の
典
型
と
し
て
常
に
其
名
が
呼
ば
れ
て
い
た
。

第
十
八
節

１　

智
慧
と
勇
敢
。
最
初
に
正
義
と
思
慮
と
の
二
徳
を
数
え
、
次
い
で
敬
虔
を
加
え
、
今
や
巧
妙
な
る
導
入
法
を
以
て
智

慧
と
勇
敢
を
挙
げ
、
茲
に
所
謂
る
ヘ
ラ
ス
の
五
徳
を
数
え
尽
し
て
い
る
、
是
も
（
徳
の
）
概
念
発
展
の
一
現
象
で
あ
る
。

２　

敬
虔
な
る
者
が
有
る
。
此
言
い
廻
し
は
漢
文
に
則
っ
た
の
で
、
有
敬
虔
者
の
返
り
読
み
で
あ
る
。
ヘ
ラ
ス
語
で
は 

e[sti tiV oJsiovthV. 

さ
て
此 tiV 

或
は
多
く
の
場
合
中
性
に
呼
ん
で ti 

は
、
普
通
に
「
或
る
」
及
び
「
或
る
も
の
」
の

義
で
あ
る
、そ
こ
で
例
え
ば
（
プ
ラ
ト
ン
に
於
て
よ
く
形
容
詞
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
故
に
）kalovn ti 

と
云
え
ば
、「
或

る
美
な
る
物
」etw

as schönes, som
ething beautiful 

と
な
る
、
し
か
し
プ
ラ
ト
ン
的
に
而
も
上
の
様
な
言
い
廻
し
に
於

て
、e[sti ti kalovn. 

と
云
う
な
ら
ば
、（
勿
論
「
或
る
美
し
い
も
の
が
有
る
」
と
云
う
意
味
に
も
な
る
が
）
美
と
云
う

も
の
が
有
る
、
即
ち
其
有
る
も
の
は
美
と
云
う
こ
と
で
あ
る
と
云
う
意
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
此
句
を
独
逸
語
訳
で
は 



プ
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Es ist etw
as schönes = There is som

ething beautiful. 

と
片
付
け
て
い
る
が
、
其
意
は
定
か
で
な
い
。
む
し
ろ
此 ti 

は
或
る
対
象
を
指
示
す
る
も
の
と
し
て
、
実
は
漢
文
の
者
字
と
善
く
合
致
す
る
の
で
あ
る
、
そ
こ
で
其
句
を
有
美
者
と

訳
す
と
最
も
工
合
が
宜
い
。
此
有
美
者
の
美
字
は
者
字
の
形
容
詞
で
は
な
く
て
述
語
的
名
詞
的
者
で
あ
る
、
同
様
に ti 

kalovn 

に
於
け
るkalovn 

も
述
語
的
名
詞
的
者
で
あ
り
、
従
っ
て
敬
虔
（
名
詞
）
な
る
者も
の

有
り
と
全
く
同
一
構
造
を
為

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
敬
虔
な
る
者も

の

有
り
と
云
え
ば
、
敬
虔
と
云
う
こ
と
を
或
一
つ
の
対
象
と
し
て
指
示
し
て
、

其
が
有
る
と
云
う
意
味
で
あ
る
。
以
後
「
善
な
る
者も

の

が
有
る
」
等
の
訳
、
皆
之
に
倣
っ
て
解
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
節

１　
【
よ
っ
て
、倶と

も

に
、因
っ
て
】
以
上
の
過
程
に
傍
点
を
施
し
て
注
意
を
喚
起
せ
る
三
様
の
言
い
表
わ
し
が
有
る
。
最
初
「
思

慮
深
く
」
と
か
「
強
く
」
と
か
副
詞
的
に
言
い
表
わ
し
た
こ
と
を
、
次
に
は
名
詞

0

0

に
更
え
て
、
よ
っ
て

0

0

0

、
倶
に
0

0

、
因
っ
0

0

て0

の
三
様
に
説
明
し
て
い
る
。
仮
名
で
「
よ
っ
て
」
と
訳
し
た
の
は
、
其
名
詞
が
独
立
に
第
三
格
即
ち dativus 

【
与
格
】

に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
、
此
第
三
格
は
此
種
の
意
味
に
於
て
度
々
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
使
用
さ
る
〻
、

倶
行
的
（of accom

panim
ent

【
附
随
的
】）
と
同
時
に
原
因
的
（causal

）
第
三
格
、
つ
ま
り dativus m

ethodi 

と
名
づ

け
た
ら
然
る
べ
き
所
性
の
格
で
あ
る
。
此
両
義
を
明
か
に
す
る
為
に
、
倶
行
的
の
方
を
「
倶
に
」metav 

原
因
的
を
「
因



一
五
八

っ
て
」uJpov 

な
る
前
置
詞
を
用
い
て
表
わ
し
て
い
る
、
而
し
て
此 metav 

は
、
今
迄
の
過
程
に
於
て
既
に
「
倶
有
す
る
」

metevcein ( m
it sich tragen

【
持
ち
歩
く
】) 

と
云
う
言
葉
を
使
用
し
た
、
其
倶
字
の
義
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
副
詞
的

表
現
を
名
詞
的
に
打
ち
代
え
ん
と
せ
る
意
図
は
、
一
面
上
述
の
如
き
思
想
上
の
深
刻
を
明
示
す
る
と
同
時
に
、
他
面
其

名
詞
化
に
よ
っ
て
対
象
化
し
、
其
上
で
彼
の
結
論
に
導
か
ん
が
為
で
あ
る
。

第
二
十
二
節

１　

ト
リ
ボ
ン
。
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
常
用
し
て
い
た
外
套
、
云
わ
ば
半は

ん
て
ん纏
。

２　

愛
智
心
。
原
語
はfilosofiva( philosophy) 

後
に
は
凡す
べ

て
哲
学
と
訳
し
た
。

３　

ク
リ
ソ
ン
。
ス
タ
ヂ
オ
ン
に
於
け
る
四
四
八
、四
四
四
、四
四
〇
年
の
勝
利
者
。

第
二
十
三
節

１　
【
プ
ロ
ヂ
コ
ス
が
曰
っ
た
】
次
の
一
節
は
プ
ロ
ヂ
コ
ス
の
智
と
し
て
有
名
な
る Synonym

ik

（
同
類
語
分
別
）
の
標
本
で

あ
る
。の
み
な
ら
ず
其
中
の
大
抵
の
文
字
が
双
聯
し
て
い
る
、但
し
此
形
式
中
に
盛
ら
れ
た
内
容
は
プ
ラ
ト
ン
的
で
あ
る
。



プ
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五
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第
二
十
四
節

１　

自
然
と
法
習
。fuvsiV novmoV 【
フ
ュ
シ
ス
＝
自
然
と
ノ
モ
ス
＝
法
律
・
習
俗
】の
対
立
的
考
え
方
も
、詩
話
と
理
実
の
如
く
、

当
時
好
ん
で
試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
此
の
見
方
に
ヘ
ラ
ス
文
明
、
更
に
引
い
て
は
西
洋
文
明
の
一
特
性
を

味
い
得
よ
う
。更
に
此
処
に
書
か
れ
て
あ
る
、法
習
は
自
然
に
反
す
る
と
の
見
解
は
ヒ
ピ
ア
ス
の
主
張
で
あ
っ
た
と
云
う
。

２　

プ
リ
タ
ネ
イ
オ
ン
。
譬ひ

ゆ喩
的
使
用
、
而
し
て
其
原
義
は
先
に
証
せ
る
プ
リ
タ
ネ
イ
ス
の
庁
舎
、
従
っ
て
一
国
政
治
の

主
脳
部
の
こ
と
で
あ
る
。

第
二
十
六
節

１　

ク
レ
オ
ン
。
テ
タ
リ
ア
の
専
制
君
主
、
彼
の
許
に
シ
モ
ニ
デ
ス
は
一
時
寓
し
て
い
た
。
次
の
詩
は
彼
が
、
四
頭
立
て

戦
車
の
競
走
に
於
け
る
ス
コ
パ
ス
の
勝
利
を
祝
っ
た
も
の
で
あ
る
。
此
篇
で
次
に
現
わ
る
〻
句
は
、
此
詩
の
今
に
残
存

せ
る
断
片
の
全
部
で
あ
る
が
、
最
初
の
二
行
の
次
が
数
行
欠
け
て
い
る
。

２　

ピ
タ
コ
ス
。
所
謂
る
ヘ
ラ
ス
の
七
賢
人
の
一
人
（
第
二
十
九
節
参
照
）

３　
【
ホ
メ
ロ
ス
】
イ
リ
ア
ス
第
二
十
一
歌
三
〇
七
行
。
ス
カ
マ
ン
ド
ロ
ス
は
ト
ロ
イ
ア
を
流
れ
て
い
る
川
の
名
、
シ
モ
エ

イ
ス
は
其
支
流
。
人
間
化
し
て
其
川
の
主
を
云
っ
た
も
の
で
あ
る
。
シ
モ
エ
イ
ス
と
シ
モ
ニ
デ
ス
と
は
口
合
【
語
呂
】。



一
六
〇

４　

成
る
と
有
る
。
此
区
別
は
更
に
発
展
し
て
、
ゴ
ル
ギ
ア
ス
篇
に
到
っ
て
哲
学
思
索
の
中
心
に
入
り
来
る
。

５　
【「
善
き
者
と
成
る
の
は
困
難
で
あ
る
…
】
間
接
引
用
文
。「
仕
事
と
日
歴
」
一
八
九
以
下
に
曰
く

徳
の
前
に
汗
を
ば
不
死
な
る
神
々
は
措
き
給
え
り
、

か
く
て
其
へ
の
山
路
の
長
く
も
亦
嶮
し
く
、
荒
れ
た
り

最
初
に
は
。
さ
あ
れ
人
若
し
其
頂
に
達
し
な
ば
、

其
後
は
い
と
ゞ
容
易
な
れ
、
い
か
に
（
其
徳
の
）
苦
し
か
り
し
と
て
。

プ
ラ
ト
ン
は
此
引
用
に
於
て
、「
其
を
所
有
す
る
に
」
の
一
句
を
説
明
的
に
加
え
て
い
る
。

第
二
十
七
節

１　

劣
っ
た
こ
と
。
血
迷
っ
た
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
に
は
、「
容
易
」
の
一
字
が
御
気
に
召
さ
な
か
っ
た
。
容
易
な
こ
と
は
な
る

程
劣
っ
た
こ
と
〻
も
解
さ
れ
る
、
そ
こ
で
旋つ

む
じの

曲
っ
た
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
困
難
を
悪
い
と
取
っ
て
皮
肉
っ
て
い
る
。

２　

レ
ス
ボ
ス
。
ヘ
レ
ス
ポ
ン
ト
ス
の
西
南
海
中
の
大
島
、
此
処
は
ア
イ
オ
リ
ス
即
ち
エ
オ
リ
ア
方
言
の
中
心
で
あ
る
。

此
方
言
は
イ
オ
ニ
ア
、
ド
リ
ア
（
ス
パ
ル
タ
中
心
）
と
並
ん
で
ヘ
ラ
ス
語
の
三
大
方
言
を
な
し
て
い
る
。
然
る
に
ソ
ピ

ス
テ
ス
は
最
も
文
章
燦さ

ん
ぜ
ん然
た
る
イ
オ
ニ
ア
語
を
最
も
善
き
標
準
語
と
す
る
見
解
に
捉
わ
れ
た
る
狭
隘
か
ら
し
て
、
エ
オ



プ
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リ
ア
方
言
を
粗
野
と
な
し
て
い
た
。
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
の
此
反
駁
は
か
か
る
狭
隘
の
難
点
は
別
問
題
と
し
て
甚
だ
当
を
得

て
い
な
い
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

３　
【
証
拠
立
て
て
い
ま
す
か
ら
。】
儂
は
良
く
知
っ
て
い
る
、
と
云
う
今
時
の
智
者
に
も
有
り
が
ち
な
主
張
を
以
て
、
プ
ロ

タ
ゴ
ラ
ス
は
論
駁
せ
ん
と
し
た
、
し
か
し
其
は
主
観
的
な
も
の
で
真
の
論
証
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
之
に
反
し
て
ソ
ク

ラ
テ
ス
は
客
観
的
に
其
次
の
詩
句
を
引
い
て
証
拠
立
て
〻
い
る
。

４　

ケ
オ
ス
の
者
。
ケ
オ
ス
の
人
は
端た

ん
げ
ん厳
を
以
て
聞
え
て
い
た
。

第
二
十
八
節

１　

ク
レ
テ
や
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
。
所
謂
る
ク
リ
ー
ト
島
と
ス
パ
ル
タ
は
ア
テ
ナ
イ
に
比
し
て
文
明
が
劣
っ
て
い
た
。
其
は

事
実
で
あ
る
、
し
か
る
に
プ
ラ
ト
ン
は
常
に
ス
パ
ル
タ
に
肩
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
文
明
と
云
う
こ
と
は
必
ず
し

も
精
神
的
実
行
力
の
強
さ
と
は
一
致
し
な
い
、
そ
こ
で
恐
ら
く
プ
ラ
ト
ン
は
華
美
に
し
て
多
弁
な
る
ソ
ピ
ス
テ
ス
に
イ

オ
ニ
ア
式
文
華
の
型
を
見
、
無
飾
単
純
に
し
て
強
き
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
ラ
コ
ニ
式
の
型
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
、
従
っ
て
又

ラ
コ
ニ
式
を
ソ
ク
ラ
テ
ス
に
よ
っ
て
理
想
化
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

２　

ラ
コ
ニ
主
義
者
、
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
、
ラ
コ
ニ
ゼ
イ
ン
。
ア
テ
ナ
イ
市
が
ア
チ
カ
の
主
都
で
あ
る
様
に
、
ス
パ
ル
タ
は



一
六
二

ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
の
主
都
で
あ
る
、此
ラ
ケ
ダ
イ
モ
ン
の
事
を
愛
好
し
、真
似
、尊
重
す
る
こ
と
を
ラ
コ
ニ
ゼ
イ
ン
と
云
う
、

其
名
詞
形
は
つ
ま
り
ラ
コ
ニ
主
義
で
あ
る
世
に
云
う laconism

us 

と
は
此
ラ
コ
ニ
主
義
で
あ
る
が
、
此
名
詞
形
は
原
文

に
は
出
て
い
な
い
。

３　
【
タ
レ
ス
以
下
キ
ロ
ン
】
以
上
に
掲
げ
ら
れ
た
人
々
は
有
名
な
る
ヘ
ラ
ス
の
七
賢
人
。
彼
等
の
姓
名
と
伝
説
的
教
訓
と

が
編
ま
れ
た
詩
が
有
る
、
参
考
の
為
、Voss 

の
訳
を
其
侭
次
に
掲
げ
て
置
く
。

„M
ass zu halten ist gut”: dies lehrt K

leobulos aus Lindos.

„Jegliches vorbedacht”: lehrt Ephyras Sohn Periandros.

„W
ohl crw

äge die Zeit”: sagt Pittakos aus M
ytilene.

„M
ehrere m

achen es schlim
m

”: w
ie B

ias m
eint, der Priener.

„B
ürgschaft bringt dir Leid”: So w

arnt der M
ilesier Thales.

„K
enne dich selbst”: So befiehlt der Lakedäm

onier C
hilon.

Endlich:„N
im

m
er zu Sehr”: gebeut der C

ekropier Solon.

【
第
三
十
一
節
】



プ
タ
ゴ
ラ
ス
篇
注

一
六
三

＊　
【「
誉
め
よ
う

0

0

0

0

」
に
も
注
の
＊
が
付
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
応
す
る
注
釈
文
は
底
本
に
は
無
い
。】

第
三
十
三
節

１　
【
倶
に
両
人
で
】
イ
リ
ア
ス
第
十
歌
二
二
四
行
。
詩
に
曰
く
。

彼
等
に
か
く
て
勇
し
き
ヂ
オ
メ
デ
ス
は
呼
ば
わ
り
ぬ
―
―

「
ネ
ス
ト
ル
。
我
を
ば
雄
々
し
き
心
と
意
は
励
ま
せ
り

ま
近
に
陣
せ
る
仇
の
者
ど
も
の
、
ト
ロ
イ
ア
人
の
軍
隊
を

襲
わ
ん
こ
と
に
。
さ
あ
れ
若
し
何
人
か
他
に
我
と
倶
に
来
り
な
ば
、

一
際
の
安
心
と
又
一
際
の
勇
気
を
ば
我
は
持
ち
得
ん
。

倶
に
両
人
で
進
み
な
ば
、
他
は
他
の
者
に
知
ら
し
め
む

利
益
の
あ
ら
ん
手
段
を
ば
。
し
か
し
若
し
唯
独
り
に
て
思
う
時
、

い
と
も
短
し
其
思
慮
は
、
薄
く
も
足
ら
じ
其
智
謀
。」

第
三
十
四
節



一
六
四

１　

無
懼
大
胆
。qavrsoV 

と
云
う
字
は
種
々
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
、
其
多
様
の
意
味
が
、
此
命
題
を
中
心
と
し
て
、
第

三
十
九
節
に
於
て
使
用
さ
れ
て
い
る
、
例
え
ば
無
懼
安
心

0

0

、
無
懼
邁
進
0

0

の
如
く
で
あ
る
。
そ
こ
で
若
し
全
て
意
訳
に
止

め
て
お
く
と
、
此
節
と
後
節
と
の
関
聯
が
絶
え
て
し
ま
う
、
そ
こ
で
無
懼
の
二
字
を
冠
し
て
其
等
が
同
一
語
根
に
属
す

る
こ
と
を
示
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
十
五
節

１　

良
く
生
き
る
。eu\ zh:n 
は
先
の
「
良
く
行
為
す
」
と
、「
幸
福
で
あ
る
」
と
云
う
意
に
於
て
全
く
同
一
表
言
で
あ
る
。

前
節
に
於
て
プ
ロ
タ
ゴ
ラ
ス
は
ま
た
美
し
き
脱
線
を
し
た
、
そ
こ
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
矢
庭
に
対
論
の
方
向
転
換
を
試
み

た
の
で
あ
る
。
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